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日本海沖合大型スルメイカ漁場調査

担当者技師 村上宝郎

技師 赤羽光秋

I 目的

本調査は昭和 37年より継続して実施しているものであるが，これまでの調査により，日本海沖

合漁場における夏期スノレメイカ漁業については，漁業が企業的に成立することがほぼ判明しているO

しかし，沖合のスルメイカ資源のi回携，分布密度，漁場構成および生態等に関しての研究は十分で

ないので，これらを明らかにし，今後の日本海沖合におけるスルメイカ漁業の発展に寄与せんとす

るものであるo

E 調査方法

1.調査船

2. 乗組員

3. 調査期間

4. 調査海域

5. 使用漁具

E 調査経過

辛洋丸い 21. 22草 ， 400P. S. ) 
船長以下 22名

昭和40年 8月11日~同陣10月22日

日本海青森県沖合

ダフ・Jレ式手動イカ鋲燐 10台

期間中の航海数は. 8月2航海， 9月4航海， 1 0月5航海の計 11航海で，漁場調査回数は.

延べ 18固となったO

N 調査結果

8-ヲ月の主たる調査滞域は，煙草作崎西方 40-50t霊F付近で，合計8航海， 1 2回の調査を行

なったoとの海域での漁獲は合計30.880尾で，ー航海平均5司860尾，調査一回当り平均漁獲は

2，573尾となったが，漁猷績は各調査毎に大きく異り好成績を示したのは， 8月 18日，守月 6

日， 9月?日の第 2. 3 • 4次航海であったO

9月中勾に行なった第5次， 6次航海の調査により沖合イカ若手の逸散が確定的となったので， 1日

月じは，調査海域を治岸に移し， 1 0月7日-22日の第 7次~第 11次航海で‘は小島周辺の調査

を行なったO との海域での漁穫は合計29.555尾で，ー航海平均5，911尾，調査一回当り 4，926

尾となった。

又，大まかな魚体の推移は， 8月中勾のものが 24.1 cm 3 0 0 {}. 9月ーと~中勾 23目1cm289{}.

1 0月上匂 22.7cm239 {}， 10月下句 23.8cm 248 {}となり，この調査では初期のものが最も

大きく，以後?月中匂-1 0月上旬までは漸次小型化してその後再び大きくなり. 1日月下勾に漁

獲したものは 23-26cmで.比較的大型であった。

、、



S. 40年度日本海沖合スルメイカ調査における体長組成の推移
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V 考察

大型スルメイカと思われる外套背長 27 C7II，以上のものの出現状況は
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イカ漁場調査
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中部沿海州沖合底曳網漁業新漁場開発調査

I 目的

担当者技師

技師

杉自宗美

村上圭郎

この調査は，中部浴海州沖合における底曳漁場価値を明民し，魚群の季節的分布，週滋移動伏況

の究明並びに，資源の実態を明らかにして，資源の合理的開発の方向を究明するためのものである。

E 調査方法

1. 調査船

2. 乗組員

3. 調査期笥

4. 調査海域

5. 漁 具

6. 調査方法

E 調査経過

第 1次航海

幸洋丸(1 21・22 草 . 4001; S. ) 

船長以下 22名

昭和 41年 1月16日~同年5月1日

北緯 42・30'の穂以北，北緯 46l!コ続以南.北緯 42030'東緯 137 0 の

点と北緯 46・東緯 140.30'の点を結ぶ線以来の海域を除く日本海の海域

中型欄白底曳網(漁具の構造 37年度参照)

37年度参照

40年 12月14日鯵ヶ沢港を出港し治海州こ向ったが，悪天候のため自由加に至らず.1月16

日再び青森港を出港し.小樽港を経由して.1月22日治海州沖合漁場に歪l措した@途中の気象は

半時ないし曇り，風力 4-5程度であったが船体への着氷は著しかった。 1月228. 30海区に

て第 1回目の投網を行ない，以後同月 27日迄の実調査日数は6日で，この間 24回の操業を行な

い，総漁獲 16.3341¥9 (総水揚金額 918.855円)をあげた。調査中の気象は風力 2-4で凪に恵

まれたが，気温はー 4--1 2 Dで，寒気が厳しかった。
第 2次航海

41年2月19日青森港を出港し，同月 20日漁場へ到着した。途中の気象は南西の風3-4程

度で船体への着氷もなかった。今航海での大きな特徴としては流氷群の南下に遭遇し. 21， 22日

の両日，流氷群の中で操業した。この現象は過去3ナ年に見られなかったもので，氷の形状は蓮葉

状で直径1-1.5 m. 厚さ 15 c御前後のものが密流し，その間際にクリーム状の氷泥が浮瀞してお

り.約 0.3ノット程度の速さで南下していた。流氷群中での操業はさほど園難を感じなかった。

21日から 26日まで，延24回操業し，総漁獲 17，442 K9， (総水揚金額 674，790円)をあげ

た。

N 調査結果

1月(第1次). 2月(第2次)の魚種組成は下表のとおりで. 2月に入るとホッケの増加が著

しく， 1月の約5倍で，総漁獲量の 65.2%を占めた。ヌマダラも 2月には 11.7 %を占め， 1月

より 3.8%増加したが，そのほかの魚種は.ハツメ，スケンウダラをはじめ. 1月より減少した。

一色一



官〔
曳網 ハツメ ホック スクソ タ フ カレ 占議五 総水揚
回数 ウダラ

イEqZb 類
総漁獲量 金額

回{数不能) 警 ~ * 警 KS' IW 円

第 1次航海
24 
5.565 3.675 5.295 1.289 51 0 

841.1.16 
(2) 

742.5 1 6.334 91 8.855 
-1.29 34.1 % 22.5 % 32.4労 7.9% 3.1 % 

第 2次航海 1，944 11.2 14 1.980 2.034 108 
841.2.19 24 726.8 1 7.442 674.7 90 
-3. 1 11.6 % 65.2% 11.4 % 1 1. 7係 0.1 % 

V 考察

この漁場は. 1月にハツメの入網が多く，生殖諌が発達し産卵間近かなものや，放卵しつつある

ものが認められた。とのことから，ハツメは2月に入ると浅深移動をするものと推察されたが，こ

の傾向はスケソウダラ，カレイ類にもみられるようであった。

体融E成の変化は，ハツメの場合1月には 16-25伺に分布し.そのモードは双峰型で 19-20

em， 22-23捌に現われているが， 2月になると分布の巾は狭まり. 13-20emでモードは単

峰型で 17-18emとなった。これは 1，2月とも同一漁場であることから. 1月にモード 22-

23 emの大型群で出現したものはその後産卵を終えて移動し，モード 19--20閣のものが残って，

2月に漁獲されているのではないかと恩われるが，ハツメの生態面では今後の調査が待たれる。
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S. 40年度第 1次航海
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氏 40年度第 2次航海

調査船

調査員

調査日数

投網回数

幸洋丸い 21.22 ~手. 400PS) 

村上技師

1 1日(2月げ日青森港出港→ 5月1日八戸入港)

24回 調査水深 220 I:l-330 m 

曳網可能回数 24回

1曳網当り平均漁獲量 7 26.8 K[7 

総漁獲量 17442K[7 

材、水揚金額 実 674.7 9口円 水揚港，八戸

自

魚種名ホプケ Jアゾ

fこに カレイ類

漁獲量 11‘21 4 K9 1，944 K;; 1.9 108 K9 

百分率¥ 65.2 % 1 1.6 % I 1.7 % 0.1 % 

K9 単価
中ホYク

63.6円|73円

1 1j'*:1~ 
3.3円「 54円 元ヒ主レ力レグイロ67 pj 卜け

153円 i

5 

-1 0ー

ムロ 計

1 7.4 4 2 K9 

平均K9単価

49円
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流網漁業試験本海マ日

美

治

昭

宗

武

邦

自

永

三

杉

富

十

技師担当者

ス

" 

的

マス資源の合理的利用により本漁業の経営安定を図るため，日本海におけるサク，マス類の資源

状態と魚群の行動を把握し生物学的諸特性を明らかにする。

" 
目I 

幸洋丸 1 2 1.2 2トン

船長以下 21名

昭和40年 4月7日~同年 6月10日

北部日本海沖合(N3 9 0 以;I~ ， N440以南)

マス流網 1 00反

9 1粍(3.0寸)アミラン

94"(3.1寸)

9 7 " ( 3.2寸)

1 0 0 " ( 3.3寸)

1 0 3 " ( 3.4寸)

60目掛

D 40 0 PS 

調査の方法

試験船

乗組員

調査期間

調査海域

漁具

内訳

2. 

5. 

3. 

4. 

E 

1 0反

28反

32反

1 5反

1 5反

90 m切

11 

" 

" 11 

11 

" 

210 D/6本

210 D/6-8本

210 D/6本

" " 
" 
" 

11 

調査経過

4月7Bより漁業試験を開始以来6月 1日目まで本漁業試験を行なったが，此の間 5月中匂の太

平洋沖合定線観測及び 6月初勾の臼本海定線観測等のため漁業試験が制約され，操業回数は 13回

に止まった。

本調査期間中の延投網反激は 1，299 反でマス類の総漁獲尾数は 1，426尾，

1.322尾(92.6係)，サクラマス 104尾 (7.4% )であった。

本年度の操業漁場図及び日別反当り羅網茎数は祭実 1図及第 1表の通りである。

内訳はカラフトマス

" " " 

E 

調査結果

調査海域は4月7日-4月 15日までは酒田沖~入道崎沖(5回). 4月 22日-4月 30日ま

では久六島近海々域(4回)， 5月 20日-5月 27日にかけては奥尻島沖~神威岬沖及び治海州

沖(4回).計 13回，反当り羅網尾数は 1.1尾で前年度と同じ羅網率を示した。

本年の海況及ひ。漁況並びに調査の概要は次の通りである。

-13ー
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第 l 表 紹和 40 年度日本海マス流網漁業試験結果表

マス類総漁獲(尾)l H 尾 I 60尾
1__91 ~配(ぬ寸 )1 6 1 7 
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a 海況

本年 5月上匂の対馬暖流域の表層水温は平年に比べ治岸海域で平年並か稀低め，沖合海域では

平年並か精高目となっている。

4月に入って暖流域の表層水温は能登以北が8-9"0台で上昇捌に入りつ Lあるがこれらの水温

は平年よりも全般的に精低めで，能登半島から佐渡にかけての海域及び入道崎の西方海域が特に

低〈なっている。

5月に至り表面水温は4月上勾に比べ1- 2 Q 程昇温し，能登以北海域では， 90 -11'C台と

なったが，その水温は平年に比べ1-2  0 低めである。一方沖合の表面水温は平年並か稽低めと

なっているが，治岸部では約半月程昇湿のおくれを見せている。

対馬暖流は各地の泊岸を北上する第1分校と隠岐島の北側から能登沖に至り，そこから佐渡沖を

通って入道崎に向う第2分校及び大手雌南側から入道崎に向う第五分校の 3つが認められるが，

7本年度はこれらは全般に沖合化の傾向を示しており，その勢力も全般的に平年より弱く，特に治

岸治い第 1分校の弱勢が目立っていた。

b 漁況

本年度日本海ます流網は， 3月1日より解禁となったが当初各海区とも荒天に支配されて出足

がにぶり， 3月上勾tj司は新潟・山形両県流網船の 1部だけが出漁して，漁況は極めて低調であっ

た。

参考までに本年 1-2月の治岸定置に依るマス漁況を見ると，新潟・秋田とも昨年より漁況は上

廻っており，本県では西海岸で 1オ議ヲの漁が梢薄漁であったが，津軽海峡及び大止彫也先のサクラ

マス漁は昨年より約1週間早く始まり特に津輯毎峡方面は活況を呈した様である。

又北海道西海岸でほ今年はカラフトマスの出現が{fl陣より早く， 1月中旬頃から岩内方面のスク

ソウ延縄に混獲ぎれていた。

流網の漁況は 5月中句頃から漁場が広範囲に形成され87，88.ヲ8，99海区を主漁場として，

T隻当り最高1.20 0 -1，300尾，特に 87海区では議高 3，200尾の好漁を見た船もあるよう

である。比の頃の表面水温は 90_  10.2 '0前後で 9 全般的に魚体は大型のものが多く，カラフ

トマス 7日-8 0 %，サクラマス 30- 20係程度となっている。

5月下旬後半から 4月上旬前半iこかけては玩天が続き，一時漁況も低調となったが.4月上旬後

半より漁況は全般に好転し， 86，87，88，8九 98，99，0九海区アは 1隻当り 1，0口口場前

後のところが多く 99海区では最高 4，000 尾のととろもあった。向此の海区の水温は 8.6~ 

?口.200前後となっていた。

4月中旬には漁場が大体2つに分れ，大和堆南方の 74，84，85海区には石川県船聞が，佐渡沖

から1程現中の 87，88，98，09 の海区には新潟・青森県船団ゑ喋中しており，大和堆南方海域

は表面水温?ぷ。前後で， 1日1隻当り 5日日 -1，口o0尾，佐渡沖の 87，88，98海区では3日O

-700尾，所に依つては 1，~ 0 0 '" 1，80口尾の好漁が見られた。

4月下旬の好漁場としては春風堆南西 20浬で 1，200尾， 入道の¥'{50狸及びW 100涯では

1，20 0 - 2，0 00尾，久六島周辺では 2，000-五，000忌で，その他の海区は大体 300-700

尾前後の漁となっていた。

5月中旬頃の主漁場は，沖合では大和堆南西海域から東側海域にかけて，治岸寄りでは漁場が税、

北上して入道沖合及び久六島沖合から大島に至る聞が主漁場となっていたが大和堆周辺と久六島

沖合にはオットセイの群が多く相当の被害があったようである。

-1 6-



本年の漁場の特徴としては，例年表面水温 9.50-1 1 '0に主漁場が形成されていたが本年は

け。-13'0の水帯効注漁場となったようである。

5月中匂後半に至り，治岸寄りの漁場ではかなり漁にムラカ柏て来て，全般的に有頓となったが，

大和堆西沖海区では石川・新潟・山形県船団が密集し， 1日1隻当り 1，800 -2， 50 0尾程度の

好漁をあげていた。しかし本県船の大部分は此の頃より切腸げを始めたようである。

c !3合月Ij羅網状況

試験船による目合別反当り羅網率は， 91 % ( 3.0寸)1，6 0尾 94% ( 3.1寸)1.1 9尾

97弘(3.2寸)1.08尾 100%(3.3寸}O.引尾 1 03滋(3.4寸)0.82尾となり，前年度

に比べ 97匁(3.2寸)が比較的経網率が悉く.その他は全般に良好であった。

d 魚体調査

前年同様 1操業毎に魚種毎に五日尾づL測定することになっていたが， 1 3回操業の中魚体測

定を行なった数はカラフトマス 31 7尾，サクラマス 10 3尾，計 420尾であった。

カラフトマスの体長室簡は 33-53cmj;で三モードは 41-42C11lとなっており，昨年度のモ

ード 39C11!に比べ 2-3C11l程度大き〈なっている。

又，サクラマスの体長範囲は 35-5 1 c悦まで'::，モードは 41C1Ilとなっている。

雌雄別比率を見るとカラフトマスでは字 51.7%，O 48‘3 %で前年度より宇治Z少く 3が多くな

っている。サクラマスではI?58.3 %. oが 41.7 ~惑で大体半々の割合となっている。
カラフトマス及びサクラマスの体長組成は別表の通りである。

日精密調査

1操業毎に 30尾づh内畷及び鱗を採取し，日水研に送:tした。

V 考察

本年度の本県当業者船の漁況をみてみると，昔u司では平均反当り 2.2尾程度の比較的好漁に恵ま
れ，前年度より全般的に漁獲が上.廻った。しかし富山・石川・新潟の各船団は5月下旬-6月上匂

にかけて北朝鮮治岸海域まで出漁し相当な成果をみた様であるが，本県船団は流網目合不適正のた

め切揚げの止むなきに至っている。

一方治岸では 4月上句より北海道マス延縄船による好漁が見られ鯵ケ沢港を墓地とした約 30隻の

延縄船が 4月上勾後半より 5月上旬までに約 46τの水揚をあげた。延縄船の漁場は鯵ク沢沖 20

- 30浬から 70--80濫毎域で，約 20日間で1隻平均 1.5tの好漁をみたが，弓張を極めてい

る地元流網船に大きな刺激を与えている。

今後とれら延縄船の漁況と流網鉛による漁況の関連について泳場形成要因等を究明し，新業の発展

を図らなくてはならない。
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日本海底棲生物調査

担当者漁業課長 田名部政春

技師富永武治

H 十三邦昭

I 目的

本調査は日本海越1乍崎海域における重要底凄魚類の時期別，漁場別，漁獲組成及び生態等の基礎

的調査を行ない又.アブラツノザメの回瀞移動状況，沖合漁場の開発等も併せて実施し.底びき網

漁業の発展に寄与する。

E 調査の方法

1. 試験紛

2. 乗組員

3. 調査期間

4 調査海域

5. 漁具

E 調査経過

瑞鴎丸 30.42トン. H 90 lP 

船長以下?名

昭和 40年4月1日~昭和 40年 4月20日

日本海(青森県沖合)

1綾びき機船底びき繍魚具1.r統

瑞鴎丸は前年度(39. 1 1. 2 7 )に引続き日本海底接生物調査を実施していたのであるが，本年度

は調査船のクランクシャフト折損のため操業回数6日曳網回数 38回(内曳網弓ミ能回数2回)に止

まった。

W 調査結果

本年度は前項の様な事情のため僅かの調査期間で本調査を終了したが期間中における魚種別魚種

組成はヒラメ 534 K9.タコ 27K9.カレイ類 246K9.アンコ 21 K9.その他 128K9で総漁獲

高は 956K9となっている。

V 考察

本年は思いがけぬ試験船の事故のため極く短期日の調査より出来なかったが.i深浦地区に於ける

底曳網漁業の漁獲量は 37年-39年にかけて漸増傾向をみせていたが，本年の漁獲量は 366.532

K9で 38年の 99係. 39年の 91%と稀少くなっている。

深浦地区底曳漁業の漁獲量は鯵ク沢地区底曳漁業の漁獲量の漸増傾向に比へ諜浦地区は横遺状態と

なっているカ穆ク沢地区と経営形態が異なっているため最も堅実な漁業のーっとなっている。

-18ー



(昭和40年度)底棲資源調査表

4月 15日 |4月 17日 I4月 19日
田!5回 17回

d作N1UJ作引い

4月 13日4 月 5 日日

7 回

，j，!{'乍Nt浬
300 m 深 133 m 

質

6 回

ほ作W12

月

投

漁;位

iι-
7 数
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囲絹

c 円、JB 。侯天

2 E 3 2 sw 5 W 力向風気
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1022mb 気 1019 m b 1口16mb 1024:nb 1016mb ，壬象

8.2 "c 8.2 '0 8.0 'c 8.0 '0 7.200 温水
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0.3 N 0.5 1民T
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業事報予況海漁

目的

前年度に引続き， r白岸，沖合漁業に関する漁況と海況を調査研究し，その結果にもとづいて，こ
れを正確かつ迅速に予報することにより，漁業資源の合理的利用と操業の効率化をはかり，もって

漁業経営の安定に資するを目的とする。

I 

美

春(専任)

治

郎

秋

昭

宗

政

武

圭

光

邦

杉日

田名部

富永

村上

赤羽

十

場長

漁業課長

技師

1/ 

調査の実施状況

(1) 実施機関および担当者名

青森県水産試験場

E 

11 

11 

デーセ'ル機関

23名

機関の種類

乗組員数勇

400 PS 

宮俗

馬力

船長名

146。1450 

ι 8 

1440 
1420 E 

.戸一ーー叫

一一一一一一-<1与一一一一一千→
113 12 1 

(2) 沖合定線調査

イ，実施調査船

船名幸洋丸

調査船要目

卜ン数 121.22トン

速力 1 0ノット

演l探機'l'ype 2裂 馬力 2.2 kw ワイヤー長 3，臼 00m 

音響測深機 F 812型 1 4 KC ( 2日OKC附刀日装置付)

記録レンジ 口-1，60口m 記録機湿式

その他観測機器 GEK，B.T，Jレーカス演rJri深機， M-2型電気jく温計，

ベーン却気向風力計

ロ，観測完線概要図

14 

-2日一

16 7 23 212 21 20 19 18 



ハ.調査 i長邑

太平洋

誤IJ温採水層 0，10，50，100，150， 2:n， 300，40日， 500 m 

B. T 観測

卵稚魚採集

プランクトン採集

透明度

見張調査

気象

魚 探

ニ.実施概要

⑩ 1ノット 5分間水平曳
⑮ 1 50→ o mj&j国

魚，烏群， i潮目，流言業の記録，毎時水温

天気，風向風力

観測終了後 300m以浅で 1口分間

レンジロ -300m位

調査月日 !姶 だ i議点ぷ 欠測点数

5月11 s . .._， 14日 !f-r:j了 26点 日点 i

6月12日九 15日 " 11 

7月26日-30日| 11 11 

8月24日-26日 11 11 

?月 21日-..24日 11 11 

。諸 考

11日月 12日-..18日 幸i羊丸，東奥丸 11 11 
字 Sc 1-19 
東日τ20-25ι 

(3) 地先完線E騒

イ，実施船名

太平洋

船名 幸洋丸

船名 東奥丸 船長名 高井英和 乗組員数 1 4名

日 本海

船名 幸洋丸

船名 瑞鴎丸 船長名橋本留蔵 乗組員数 ?名

同船は 40年 4月，クランクシャフト折損のため廃船，以後乗祖員は幸洋丸，東

奥丸に分乗した』め，幸洋丸，東奥丸は増員された剰E員数を示した。

調査船要目

東奥:h トン数 38.35トン 馬力 i2uPS 梢鶏の種類 デーゼノレ

馬力 3 P S i主力 8ノット 純潔:機 R工ヨ門主

ワイヤー長 750m 育審誤1)深夜昔 日s-600型

記録νンジ 口-1.30C m 記録機 L忠夫

その他の観測機器 B • l' ， M -2型電気求品計

瑞鴎丸 トン数 30.42トン 馬力 9f1PS 機関の種類焼玉

速力 6.8ノット 拠採操主機関よりシャフト駆動式

ワイヤー長 50Qm 音替ぷIJ~長干:J :B'-812?j裂 14 KC 

(2DOKC~付加装鐙付) その他の懇ま!J機器 M-2型電気水温計
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ロ，観測完線概要図

太平洋

日本海

? 

8 

ハ，調査項目

太平洋

測混採水層

卵稚魚採集

プランクトン採集

透明度

魚 探

気 象

日本海

測温採水層

気象

海象

1420 E 

21 20 19 18 117 16 

1390 E 1400E 

11 12 

，-・
5 4 3 2 1 

日， 10，20，30，50，75，1日0，150，200.300m

⑫ 1ノット 5分間水平曳
⑮ 1 5日→ om鉛直曳

300 m 以浅および観測終了後 10分間

レング ロ-300m位

天気，風向j武力，波浪，ワネリ

日， 10，20，30，50，75.100，150，200，3日日 rn

天気，気温，風向風力，主要量，雲形

海流.水色，透明度，波向，波浪階級，

ウネリ，海深，汐目
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卵，稚仔採集

プランクトン拐諜

魚群調査試検漁獲

ニ，実施概要

太平洋

制査月日

4月14日-16日

1 1月 18日-19日

1 2月 14日

⑮表層ij(乎曳 I0分間，速力 2ノット

⑨ 1 :; 0 m→ o m~合政
曳網速度 1 m/関 C

船 名 測点数 欠測点数 {蒲

東奥丸 17点 日点

幸洋丸 11 。
東奥丸 1 2 5 荒天のため S七

三月 9日-10日i幸洋丸 1 1 。
日 /~ζ?与

船名
制点??点数

備

4月 8日-." '1日 瑞富島丸 1 4 口点

5月11日-12日 東奥丸 11 " 

る月 1日-- 2日 幸洋一丸 11 11 

7月 7日-." 8日 東奥丸 w 11 

8月 3日-." 48 幸洋4FH 

?月 5日- 5日 I1 11 1/ 

1 0月 4日-- 5日 " " 
11 

11月 4日-." 5日 11 11 11 

1 2月 7日- 8日 u 11 1/ 

5月 2日
東央丸

" " 
N 41。線

幸洋丸 遺作i碕W線

(4) 標本漁船調査

イ，標本漁船の選定について

考

25.1己.6'6.1欠測

考

?通 東幸、洋央丸丸

対象魚種のうち，本県において最も依存度の高いスノレ£イカおよびサパを重点的に取上げた。

スルメイカは， -::$.jj漁期前♂来訴状視すjfぅ援するため定置羽も加え，また，サパでは夏期の

流網と秒議rJの一本釣をそれぞれJ渉主した。そ0)，.'，:干にサ J 勺吋念受絹，イワシ旋網(和船巾着)を

選定したが，イワジ旋網は，乏L群の ~~Q.:~~ がみられず係主するに至らなかった。また，指定しで

も報告のなかったものは，実れなしとみてこの分を落し 9 ナ1)イカ一本釣およびウスメパル一

本釣で不足分をカバーした。

- 23 ~ 



ロ.実施概要

対象漁業魚種

定置網 スノレメイカ，サパ，フクラグ

棒受網サンマ

流網サパ

一本釣 " 
" スルメイカ

" ヤリイカ

" ウスメバル

(5)予報資料収集方法

イ，資料収集制兄

調査の期間 標本船隻数 延隻数

5 - 11月 2 隻 14隻

9 - 11月 2 5 

6- 7月 2 4 

9 - 10月 2 3 

8 - 1 2月 5 1 1 

2- 3月 9 1 7 

2- 5月 2 

a，主要漁港(八戸，白糠，尻屋，小泊，深浦)に隔日毎に電話連絡し，情報収集を行なった。

b，水産業改良普及員(1 4名)に担当地区の漁海況，操業側兄.前年平年比漁.その他特異

現象等を週単位で報告を依頼した。

c .必要に応じて随時県内漁協組に電話連絡して情報収集を行なった。

し漁業用海岸局(八戸，鯵ヶ沢)を通じて，沖合操業各船からできるだけ多くの情報を得る

ょう配慮した。

e，試脚色の情報並ひ1こ試験船と当業船との船間連絡により得られた情報を利用した。

(6) 予報の発表

イ，漁海況速報

速報発表月 日 主たる配付先 対象魚種

4月 5日.15日， 25日 水産庁，水産研究所 スルメイカ，サノミ.ヤリイカ

5月 5日， 1 5日.25日 水産試験場 マス，プリ，その他

る月 58， 8日， 1 5日， 22日.29日 県内関係者

7月 7日.14日， 21日， 28日 そ の他

8月 4日.11日.1 8日.25日

?月 1日， 8日， 1 5日.22日.29日

10月 6日.1 3日.20臼， 2 7日

11月 5日.10日.1 7日.24日

1 2月 2日.8日.1 5日.22日.29日

1月 5日.12日， 19日.26日

2月 2日.9日.16日.23日

5月 2日.9日.16日， 23日.30日
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ロ，その他の予報の公表の方法

a，漁海況速報並びにトピックスは，県漁政課改良係を通じて， N HK青森放送{テレピ)で

放送した。

九八戸港におけるイヵ，サパ漁況速報は，東北水研八戸支所と協同で， 7月 15日より 12 

月 15日まで半匂報として，八戸港根拠の当業者に配付するとともに，地元紙に掲載した。

c ， 7.k窪情報を月1回発行し，県下漁業協同組合及び関係機関に配付した。

d，日本海マス流網漁期には，漁海況情報が得られた都度，不定期に鯵ク沢漁業用海岸局より

沖合操業船あて放送した。

E 調査研究結果

(1)海洋状態の推移と特徴

(2) 主要魚種の漁況の推移と特徴

(3) 地域魚種の漁況の推移と特徴

(4) 40年度における主要資源の評価

(5) 主要漁業についての知見及び今後予想される問題点

らL上については，昭和 40年度漁海況予報事業結果報告書を御参照下さい。

N 予報と実際との比較
予報は長期予報会議において，漁場或いは海区単位寸すなわれたが，本年度のスルメイカの場合，

夏イカについては全体的には平年並みと予想され，ほほ予想通りの結果となったが，局部的には予

想外れが多かった。文，秋イカについては，平年並と予想したが，結果は不漁に終った。

V 考察

本事業には種々の問題点が掲げられているが，それについては. i漁海況予報事業結果報告書」

の実施上の問題点の項で述べてあるのでここでは省略するが，予報の方法として漁況の?ク年周期

はほぼ周期的にあらわれるようであり，大まかな予想には使えるであろう。

叉，海況と漁況との相関については具体的に仮説を立て，毎年の予報がこれに基づいてなされ，文

これが立証されるような調査，研究を並行させることが必要であろう。
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AG. 1 観測機関名 青森県水産試験壊

点iJ7l;if下子1

1 
孟H

E 5i三 4 s 5 

民一 :16114!

S 5 s 4 

S 3仁三if二に

?科

水

基

準

水

深

温

℃lM 

塩

基

素 i準
水

1 0 

20 

5J4;1411ヰ
75 

1 0 0 

1 50 

200 

。
1 0 

2 0 

30 

50 

7 

18.05 

.40 

.74 

.73 

.78 

1計lJ::ト暗記
.81 .84 .84 

.82 

.84 

.87 .86 1 .84! .84 

1 8 1 0 

2 2 

2 2 

害|特 ~l 特
8.8 6.9 

8.70 6.40 

8.55 5.79 

8. 2日 5.28 

8.4 1 5.55 

7.70 4.98 

6.3 1 2.06 

3.68 i 1.22 
I 1 0 I 

1.63 I 。94
1 8.82 

.85 .82 

.84 .84 

.85 .86 

.85 .82 

8辻84I ，34 
量i深 75 .84 .8ι ~84i一一:841 .87 .8 2 

31g 
1 0 0 .85 .86 .84 .84 

1 50 .86 .86 .86 .85 

.84 .81 

.82 .8 1 

200 .84 .85 .87 .82 .8 1 .79 
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2 

2 

⑮|特
6.8 

6.86 

6.85 

6.65 

6.71 

5.08 

2.7日

1. 1 7 

1.02 

18.79 

.84 

.84 

.86 

.82 

.82 

.79 

.79 
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観測線 櫨作崎 w 線 時期 40年 4月 8日→ 月 日

8' 

400... 48' 
備考 魚群.汐日.海光.変色水.急潮.海鳴.其他の異状

128"--37' 

1守一45
瑞躯丸にて実施

r 
R 

8.0 

sw 4 

2 2 

2 2 

~I 特 轡|特
7.4 観測定点 2 3 4 5 ι 7 B 8' 

7.21 300 425 330 224 1.38 0$'2 0.57 0.61 0.60 

300 18B4 ，18B2 18.89 1886 18sO 18.79 18.79 18.8口

7.20 

7.1 6 

7.24 

5.33 

2.90 

1.47 

1.06 

1 8.82 

.80 

.84 

.85 ， 

.84 

.8日

.80 

.79 

.79 

-2 7一
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A6. 2 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点i ? 10 11 12 13 

位置日 41"-0日' ~ ~ 。 4シ

138ι40' 139lL 00' 139>L 20' 139>L 4口' 140>LOO' 

B 日寺 分 21-10 23-30 
4-9 04-30 06-20 
02-1日

天 {戻 R R R R C 

ヌt=l 混 7.0 6.0 6.口 6.5 7.5 

風向風 カ WSW 4 WSW 4 W 4 w 5 w 5 

i侮 深

ii包 流

水 紅G、

透 明 度|
波浪.階級 3 3 3 2 2 

ウネリ12i2 2 2 

PL採集形式1争|待!奪)J特 ~ キ寺 重量 | 特 審)|特 稔 i特 稚|特 稚|特
。 7.8 6.8 8.5 8.2 8.0 

1 0 
水 7.77 6.57 8.63 8.38 8.17 

基
2 0 

i準
7.7 6 6.1 5 8.58 8.3 1 8.21 

3 0 
7.6 1 5.49 8.59 8.32 8.22 

水
50 

7.77 5.65 8.62 8.27 8.27 

深
75 

温 5.42 4.79 8.56 8.20 8.41 

1 0 0 
( ( 4.1 1 3.98 8.57 8.17 8.31 

℃ M 
1 50 、-.../ 、、J

1.76 1.68 8.0 1 8.06 8.36 

200 
1.2日 1.48 5.06 7.75 8.31 

日 1 8.86 1 8.7 1 18.83 1 8.67 18.50 

塩 1 0 .84 .85 .8 1 .70 I -601 
基 2 0 .86 .82 .74 .73 

素 準 30 .87 .83 .76 

水 5 0 .89 .80 .83 .78 *弓5 I 
量 深 75 .83 .83 .79 i .79 I 

五〆M、
1 00 .83 .82 .84 .78 .79 

、、J
1 50 .83 .88 .85 .84 .79 

.'1守 .82 .84 
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... 司脚"

観 測線 N 4 10W 線 時期 4 0年 4月 8 B→ 4月 ?臼

l備考 魚群.汐日.海光.変恒水.急、潮.梅鳴.其イ也の異状

稚|特 稚|特

観測定点 ? 10 11 12 

一日 1吐
3 0日 044 日.70 1.67 2.99 

3 00 1883 1881 1879 1882 

司h
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必 1 観測機関名 誉森県穴埋試験場

ト塑現IJ 定土 1 「771二J-了! 5 1 二rz-」リ
エ置トNEーす「 ol -;;-'[-1，一一 一

1~ 1 浬 I5 浬 110 浬
持分In~ご;;107-46108-61

天候~ c I c 
気温i1 1.口 I1 2.0 I 
里向風力!NW 1 I NW 1 ¥ NW 1 ¥ NW 1 I NW市「-u」LL

深

ι ι 5 ι 5 

21 

9.1 4 

引
司
d

一目別「

7.k 
5 0 

深

nu 

u什一
M
T
i

8.97 8.94 9.43 

8.9日 9.0 7 8.41 

8.47 8.1 0 6.93 

ι 
山一

d

温
75 

1 0 0 
f句、 1'""' 

。CIM i 

I 
"0...../ 1"0...../ 

1 5口

-塩

5 

.56 

95 

5.44 

~ 

T寸

ι 

4.93 

空[
2.6守

3.98 

7T 
1.67 

~ 
1.4 1 

1E  

1斗竺斗三」
.82 

.9日

.87 

る
一
日
一

1

1

日“一し

正
5.92 

5.47 

日

司

yOl二
1 0 

.82 

.84 

.85 

- 30ー

幕 1::LItT:ZJjjト引
素|引 30~ .511一三77-J下てふ「一:訂で司
~I: H:|:;;(与行三十亡-l-;;(三1

~sιli己:主;::1



観測線 組作崎 W 線 時期 40年 5月 11 日→ 月 日

8' 

40c.._ 48' 
備考 魚群.汐日.海光.変色水.急l潮.海鳴.其他の異状

112ー8一一i一-37' 
東

19-06 
奥 丸

。
7.0 

NW 2 

ト一一ー一一一ー

2 

2 

(構!特 稚|特

6.2 観測定点 2 5 4 5 d 7 8 8' 

5.79 3 00 286 1.90 1.32 1.01 1D1 095 1.15 1.0 4 

300 18.93 18B6 1884 1885 1887 18β? 18.85 1891 

4.50 

3.87 

2.26 

1.80 

1.57 

1.32 

1.0 9 

1 8.77 

.51 

.84 

.86 

.85 

.84 

.87 

.84 
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AJ. 2 観測機関名 青森井c三試験場

観測定 ! ? 10 11 12 13 
一一寸一

41O_OO' 
ト一一一一一

N ~ h 4シ 今

位置
E 138J:L 40' 139ι口0' 5 12 139.2.. 40' 140J:LOO' ! 01-21 

日 時 分 ?n5--m 11 23-01 03-41 
05-c 51-1 i 

イ侯天 G C C 。
気 混 6.0 6.0 7.0 8.0 9.口 「
風向風:hNW 2 WNW 2 WNW 2 WSW 31WSW 

海 深

IJ聖一 一ー疏
方え 色

透 明 度

4 I I 

51 I I I f 下「
0.1 9 i I I 
51 I J__I___~I J__I 
Q30 I I I 

~ 21 I 

Dl!っ I I I I 
?dcl l 

or-[ ! n n 1 I I 
温 1.98 I 5.0 0 I 8.9 4 I 9.46 I 9.3 7 I 

1 00 
?25! ，....、、 〆目、 1.3 7 3.76 8.94 8.60 

℃ 
、J

1.03 之口 7 7.60 8.24 8.93 

0.9 4 4.81 8.34 

18.9 汁二7十1寸i一一」一11一二Efιて」千5アーI 18.47 i 18.43 I 塩 Z「玉工 41

基 2011 19.03 .91 I .52I45  ! 
準 ~ 

ト一一一一一 ←一一寸
素 .84 i .口 21.831 .71i ':'1 

水 501 .9 1 1 8.9 1 1 ..88 
.80 I 88 

量 深 75! ・~
87 ! -..9?9内ー5川1131十11 一一一8888548 65l 1 【

88 

3 90ι一 88 

)E止 85
.8 

-841 .84 I .8 4 ・88 .9 0 i 
一~日一一
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観測IJi線 N 4 10W 線 時期 年月日→ 5月 12日

備考 魚群.汐日.海光.変色水.急潮.栴q~ .其他の異状

稚|特 稚|特

観測定点 9 10 ! 11 12 13 

3 00 0.78 1.0日

300 18.85 18.84 

一斗一一

- 33一



観測定点

AG. 1 観測機関名 青森県水産試験場

4 

位置

日

天

気

風向風

海

N 

E 
旦ヱ」
1 湾

r 16 1 
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観測名 組作崎 W 線 時期 40年 6月 1日→ 月 日

8' 

40ι48 
備考 魚群.汐日.海光.変色水.急潮.海鳴.其イ也の異状

1380-37' 
幸洋丸で実施

21-43 

b 
.. I.i. 8でスルメイカ 5尾(胴長 12-13 cm) 

12.0 

w 2 

1 

勝|拘 稚|特

1 1. 9 観測定点 2 5 4 5 6 7 8 8' 

ぉ|
1 1. 6 6 3 00 2.59 273 1.4口 0.76 0.80 0.68 0.69 日.69

30 0 18B3 i 18B3 18.82 11882 18.83 18β2 ! 18.82 18.82 

10.63 

5.57 

3.15 

1.76 

1.55 

1.26 

1.04 

18.83 

.82 

.85 

.85 

.82 

.81 

.82 

.82 

.82 

- 35ー



Ai. 2 観測定点 字手森県水産試験場

観測定

N 。

塩!基
素|準

i水
量 i深

刻g

LL」三工?

温

(

M

 

(

℃

)

 

一一一日
11 12 

。 h 

139且ー 20' 139"-40' 

日3-35 05-20 

。 G 

1 1.0 1 3.口

w 2 W 2 

10 

ヰ ー下-

L 

->---1 _十

23-25 

139(L 00' 

6. 2 
Jl1二五lb
C 

1 0.0 

W 3 

F 

1 0.5 

2 
= 

準

オく

深

b u l;i1--3-.5ー一8一一一十!一一一5一i-3 一一ー 品喧---_-----ー晶d 品目訊早

-、e:- 0.2/ :1.03 i 

il5 
7 I !三二j17[…[…γ
1.99 3.4 4 I 4.49 I 9.6 1 ! 9.69 

1 00 り
1.49 2.1 2 3.50 

96l 06l595|59j |ゴゴl 
1.2 4 1.70 2.29 8.39 I 9.4 2 f 

l 川 11」43F4斗ー会」三竺十」11ニJ」 i 1.09 I 1.33 

日 15.83 11  8γ 

11日・85-L11148出.9Ci 1 

ヤ1し一三一2一旦0一一 .9 口「一一一.87 ! .95 一一一司ー.一S一2一四--一一一=ー・ー 6-zナ2ーーー.18ーー一一
斗

7 5 I .8 0， I .8 2 i ・82 I .9/， I .88 i 
1 00 .8 1 .80 i .83 .91 .89 

一一s 一一-一-
150 .82 

.80 ーキjー司ー .8一5一一 九一也一ーJ一ー一1一一ふ2ー一一 ・?口 1 

3 .84 .88 i .83 .89 .89 

- 36-' 



観測ji線 N 4 1.0 W 線 時期 4 0年 6月 1日→ 6月 2日

備考 魚群.汐自.海光.変色水.急潮.海鳴.其他の異状

稚|特 稚|特

観測定点 9 10 11 12 13 

300 080 0.79 0.79 1.94 5.01 

30 0 18B2 18.84 18.82 18.84 18BO 

マ，2
3
 



Ao. 1 観測機関名 青減県 ikf!'f試験場

I I I 1 Q ~ I 

I ~ I ftt _l~~1 

1 1 ! 

30 

i 1725 1H4  i 1 4?汗一I06コ20寸一三1刊干M仁3D2 工-l「互7-可4E942「日J1 | ~L」 1 I I J_j 

←-一一r-i
温深一M32。|90 37且1701山 7.44 1 3.0 9 ! 十rI I 
100017|4lql15!;1111  

r-- I'UU 111.07 1 10.35 1 9.57 1 4.79 I 2.35-r--i I 
℃ M 

T 
1 50 、-' 、.〆 9.82 9.82 7.65 2.27 1. 63 

19 下一
2 00 

9.37 I 7.9ιi 4.2 2 1 1. 6 7 I 1.7 1 

塩 1 0 ~ .3 1 ・80 ・ 7

基 2 0 ・751.??l- る!

素 君事 30.85.?5!  ? 

オく 50~ .91 I .96! .05 i .02! .31 

量 深 75!1 .98 I 19日1 ・<1i 

寸
10011.981.99i18目 D

150 ~ .95 I .98 I .89 I .83: .85 

200 ~ .93 I .89 I .84 I .82 I .83 

- 38一



観測線 N 4 10 W 線 時期 40年 7月 7臼→ 月 日

備考 魚群.汐日.海光.変色水.急潮.海月~ .其イ也の異状

東奥丸で実施

-67.. 1 3 小イカ(1 3-1 4Cm) 

サパ 者千浮上す

トー→ サシマ

稚魚ネットにサシマ稚仔(2-4Cm)入網

_"7.. サシマ(2 4-2 5cm)数尾作業灯につく

稚|特 稚!特 i
観測定点 i13 12 11 10 ? 

300m G2T-
3.42 2.00 1.90 0.94 2.46 

18.94 18B3 18.82 1882 18.83 

-39ー



色
奮
発
魯
曹
‘

2
9
3
‘
一
安
忌
尿
名
i
a
eも

1
毎ママ

青 森県水産試験場

観測定点 8' B 7 6 5 4 5 2 

4oa.... 48' 4oCl...36' ~ h 。 イシ 今 ク

位置 I E 138<>-37' 138Q....33' 138Q_47' 138~95' 139~2.5' 139 "-255' 139Q.弓8.5' 139IL 45' 

日 時 z、
71.a8 55 12. 40 14.25 16. 07 17. 55 19. 30 20. 45 22. 0口

天 f長 c 。 C 。 C c 。 。
気 温

風向風力 ENE 3 NE 5 ENE 3 ENE 2 ENE 4 E 4 E 4 E 4 

海 深

海 流

水 色

透 明 度 18 18 16 15 1 8 

波浪.階級 5 5 3 5 5 4 5 5 

ウ ネ リ 1 2 2 2 2 2 2 

PL採集形式 ⑮|特 鯵|特i 要量 |特 ~I 特 争|特 毛主|特: 骨量 | 特 毎|特。17.3 1 7.4 18.6 20.0 2 O. 6 2 O. 2 20.8 21.口

1日
水 16.84 1 7.24 1 8.61 19.63 19.47 19.55 19.98 21.06 

基
20 
1 0.62 1 1.85 18.64 16.42 19.37 19.1 8 20.1 4 20.23 

準
5日

7.1 7 8.90 14.55 14.47 15.02 14.81 16.91 17.02 

水

3.96 4.8日 9.20 1 1.82 1 1.5 1 1 3.05 13.97 13.74 

深

温
7 5 

2.59 3.22 4.52 1 0.46 1 1. 0 0 1 0.87 11.88 14.24 

1 0 0 
r、r、 1.96 2.19 2.86 1 0.66 1 0.64 1 0.1 6 1 0.64 11.77 

℃ M 
、.J '-" 1 5 0 1 0.20 1.43 1.45 1.58 8.1 6 9.50 9.4 7 9.4 8 

200 吐
1.1 2 1.25 1.27 4.45 8.49 8.36 9.47 9.46 。
18.74 18.78 1 9.00 18.36 17.43 1 7.54 17.53 17.70 

塩 .74 .78 18.99 19.00 1 9.00 18.97 .47 18.76 

基 .82 .79 .98 .1 0 18.98 19.日日 18.9 6 .91 

素 準 30 .84 .79 .89 .04 19.00 1 8.9 1 .96 .97 

水 50 .83 .84 .05 1 9.03 19.02 .87 1 9.00 

量 深 75 .82 .84 18.84 18.99 1 8.99 1 8.99 19.00 .01 

き 、，M』hJ、
1 0 0 .81 .82 .82 .93 19.01 .95 18.99 18.96 

.82 .81 .82 .缶 7 1 8.9 5 .95 .95 .96 

200 .80 .82 .82 .89 .93 .94 .97 .93 

観測機関名2 J仮
毎
考
会
場
忍

F
4
e
eも
2
-‘
宏
容
説
主
宮

E
事
f
S
B
E
6
3

- 40一
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観測線 櫨作 W 線 時期 年 月民日→ 7月 8日

!備考 魚群.~夕日.梅光.変坐水.急湖.海鳴.其他の異状
今

1L1ーー5ー?一一吋ーー一一0←ー5' 一一一一 Aえ2 サシマ 10尾高I!後作業灯につ〈
I 23. 00 

C 

E 4 

5 

!2  
〆

I~ I特 稚l特
20.9 観測定点 8' 8 7 占 5 4 5 2 

300m 

0.70 日.96 OJ5 1A 1 223 2.63 224 260 

18.24 1883 1883 1882 18.80 1884 1886 1885 

20.54 

1 6.71 

15.03 

12.68 

.ι 守

.49 

.96 

.90 

.95 

ト
- 41-



Aii: 1 観測l機関名 青森県水産試験場

観測定点 2 5 4 5 ι 7 8 

N 40Q...36' ~ 砂 ~ ~ 。 ~ ~ 

位置
E 139旬。' 139l<...45 139 l<...38 139"--26 1391!..13 139<1-00 ' 138"--47' 138<1-33' 

日 時 分 3ra 1015 1100- 1200- 1340- 1516- 1710- 1845- 2025-
- 1032 1 138 1 2 42 14 18 1 557 1 750 192 0 21 00 

ヲミ 候 bC 。 B B B B B B 

気 混 27.も 26.0 27.0 26.5 29.9 24.0 23.0 23.0 

風向風カ E w 1 w 1 w 1 w SE SE E 2 

海 深 70m 

海 流

水 色 7 5 4 5 5 4 5 

透 明 度 5 1 0 27 27 23 28 20 

波 i慎.階級 1 

ワ 方、 リ -. 1 2 

…!尋問ヰ汗空間置」ヂ い
骨 I!待 備|特 俗 I~寺

0!1 24.2 ーヰ1 23.4 -1 2:2 --T;;=; r 271 23_6 22.9 2 1. 1 

21I  4 
1日

水 I1 2き10 I 2 2.9 7 I 2 2.62 I 1 9.9 9 I 2 2. 1 0 21.2 1 2 o.口? 19.81 

基!ク! I ~ I I ~ I I ~ -f--]。
20 
2 1.6 6 i 2 2.28 I 2 1. 28 I 1 8.5"， I 1 9.77 1 9.07 15.76 13.20 

建主 I ~ I 104  1 
5日
21.02 2 0.79 I 川 Sit21日 7 1 2.60 8.62 6.75 

水
5 0 
19.9 0 9.00 4.02 2.68 

深 川 L=r~;-r~:-ll 。
75 

混 1 3.89 12.92 1五35 9.93 6.15 2.34 1.89 

1 00 
，町、 ，旬、 1 1.30 1 1.3 0 1 0.89 7.22 4.22 1.70 1.47 

℃ M 

、司〆 、-" 15 0 1 0. 0 9 9.86 92 3.85 1.76 1.22 1.14 

20日
10  

9.22 8.32 ι.玉ι 2.25 1. 5 1 1.00 0.97 

。 16.88 1 7.9日 18.92 i8.93 1 18.95 118.88 18.72 18.75 

塩 1 0 17.58 18.1 4 I .9日 .98 .81 .68 .73 

基 20 18.52 .7 7 .94 1 9.07 .93 .87 .78 .76 

素 準 30 .77 .93 .04 19.1 7 I .94 .97 .84 .78 

水 50 .9 1 .09 1 9.1 2 ，_'_!3_J _ ___1__!_D 6 .93 .78 .79 

量 深 75 • 1 1 .1 6 .17 18.99 ，87 .80 • S3 

8 M 、
1 00 .06 .08 。3 ! .93 .83 .80 .80 

、-' 15 0 .99 .00 18.99 .79 .82 .82 .81 

200 .9 5 1 8.94 ， 8.88 .78 .82 .78 .83 

-42-



観測線 櫨作線 時期 40年 8月 5日→月 日

8' 

40SL48' 備考 魚群.汐目.海光.変色水.急潮.海鳴.其他の翼状

138l1...37， 

22255015 ~ 幸洋丸で実施
B 

22.5 

B 2 

稚 l特 織|特
21.4 観測定点 2 5 4 5 6 7 B 8' 

20.1 1 300 3.49 2.13 1s5 1.02 074 0・必 0.65 0.68 

1883 18.80 18.81 18.78 18.83 18.82 1883 1883 

1 9.09 

1.91 

1.42 

1.04 

0.9 6 

18.74 

.7 0 

.74 

.80 

.80 

.81 

.81 

.83 

.83 

-43-



Jo. 2 観測機関名 青，森県水産試験場

観測定点 ? 1 0 1 1 1 2 1 3 

N 41a....00' ~ 。 ~ 。
位置

E 138"-40' 139 Jl....OO' 139ll...宮0' 139Jl....40' 1400....00' 

日 時 分 4d 0025 02'40 0435 06057 0 
- 0110 0320 0523 25 日927

天 候 B B C 。 。
気 温 21.0 22.0 23.0 21.5 23.0 

風向風力 E 2 E 2 S 2 ESE 2 ESE 2 

i j海 深

海水
流

5 5 6 

透 明 度 1 4 1 0 

[主二仁J
6 

波浪.階級

リウ コト

PL採集形式 を動丁特 ⑮ 1 1寺舎|特 金l特 ⑮|特 稚|特 稚|特 稚|特。24.日 2 O. 6 2 1. 8 22.0 23.3 

:コミ i
7.K 

1臼
21.92 I 22.38 19.68 20.28 

ヰ! LJ_~_J 
21i.2引3 i 20 

1 1. 83 14.0つ I19.47 1 8.1 6 
準

ゲ上三土」上」白211LL-i o 5日

“6[  2 0.83 

水 I 8 I 6 
50 

2.00 1 
一一一一寸一ー~ー
，.6 [ 1 6 1 4.54 18.03 

深 〆

温 75 
1. 7 1 3.26 4.68 12.96 16.02 

~ 

1 0 0 
，旬、 〆ー、 1.3 7 2.26 I 2.7 6 1 0.97 1 4.00 
℃ M 

11.6 1 ! 4 I ! 2 1 150 
、-' 、-' 0.99 1.38 9.35 10.73 

!ク

2 00 
0.9 1 1. 1 2 I 1.46 ι.も1 之35 

日 1 8.68 1 8.65 I 1 8.83 1 8.95 17.87 
塩 .70 .66 ! .B 3 .92 18.26 

基 20 .78 .72 ! .93 19.08 i .74 

素 準 30 .79 .79 .9 1 .1 7 .82 

水 5口 .80 .83 .93 i • 1 7 .93 i 
量 深 75 .80 .83 .79 .1 7 .1 3 

212 1 00 .8 1 .88 .8 1 

十
.1 5 

1 50 .84 .82 .8 0 1 8. c) 2 

200 .83 .82 .8玉 .87 

- 44ー



観測j線 N 4 10 線 時期 4 0年 8月 4日→ 8月 4日

備考 魚群.汐日.海7't.変色水.急糊.海鳴.其イ也の異状

川二ヰ
-45-



Yo: 1 観測機関名 育ー森民水産試験場

Cl--ゴご「ア寸 5 
。

。|ク

139Q...45 ， I 139句 85'
1050 11155 
~11251 -1232 
b C b C 

ヨヨ
25.0 

SW 3 

温

〆由、

℃ 

」〆

量

I7可 ι

!2~ 
塩

素

3 

Lと~ 1
 

0J' 
• つr. I 1 8.守5

- 46-自
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観測線 1峰作 W 線 時期 4 0年 ?月 3日→ 9月 3 8 

8' 

40 Q_ 48' 
備考 魚群.汐目.海光.変色水.急漸.海鳴.其他の異状

一一一

洋丸で実施

一「一一一一

1 7.28 

，シ

16.66 

4 

4.67 

2.63 

1.94 

1.03 

イ少

1.03 

18.76 

.7ι 

.80 

.85 

.守口

.87 

.87 

.89 

.89 

-47一



2 

深

，.-.、

M 

準日日

Ai 

(

ち

)

温

塩

素

量

1主



観測線 N 4 10 線 時期 4 0年 9月 5日→ ヲ月 4日

備考 魚群.汐自.海光.変色水.急潮.海q~ .其他の異状

トー

稚 特

測定点 91一一10 i 11 12 13 

118 「一「
300 日.81 0.84 1.02 1.68 220 

i- 300 18.85 1890 18β8 18.84 

- 49一



AJ. 1 観測j機関名 青森県水産試験場

2 

日付 113山 5 1よ1;;五ji士JJ手I瓦1ヲ 40Q._ 3 6' イ少

! 三三五二主'.斗江主土日目且土叫

11lJJ117j口JJoJN:kfr壬じ;

1 0 0 

2 
斗
J十
± 

11 21 I1 21 1 1 11 ! 2 !31 1 61 

己訂正正三日
「I1 31 I 1-31 I 1 61 I 31 1 0一丁「

2.47 

1.......Tl可 131 1 16.1 可 10 I I 1訂 1可
〆園、 (1  I I 1 2.7 2 I 1 2. 9 8 I 1 0.9 7 L '-4. 6 8 I 2842.07 I 1.64 
"C I M I I 1 6161 241 l' 211  161116.1 I 271 

150 
'--" I '--"7.  6 1 7. 8 5 I 5. 7 6 I 2. 0 6 1. 7 1 I 1. 5 7 I 1.19 

I I 1 61ι12  4121I  1 61 十
ド3. 7 1 I 3.5 2 I 2.9 8 I 1. 3 8 I 1. 2 7 1. 2 0 I o. 8 8 

日 18. 56! 1 8. 5 7 I 1 8. 5 5 I 1 8. 6 2 i --1 8. 6 6 r 1 ii:-74-T113.7 5u r 1 8.7 4 
塩|10 ・52! .53 1 .61 ・61 I .65 i ・71 I .7 1 I .72 
基 20 ・57 ・56 I ・52 ・65 I .84 i .73 I .67 ・72

素|準 30 ~ .60 ・56 ・54 ・75 i .81 I .66 ・67 ・75

水 50 ・75 I .66 .75 ・57 1 7.1 0 I .7 7 ・82 ・78

量深 7 5 11 1 1 9.0 711  ;主1896 .78 .81 .92 

33L 1 0 0 ・10上一 ・82 I ・81 I .80 I .82 
15011 1 18.921.81  I .8日 .79 I .82 

200 11 I ・85 ! ぇーしJ 一一一・B2i ・83 I .83 I .82 
目-!;o-駒



観測線 世慮作崎正西 時期 4日年 1日月 4日→ 月 日

8' 

40c.. 48' 
備考 魚群.汐目.i海光.変色水.急潮.海鳴.其他の異状

138ι37' 
幸 洋丸で実施

陪ゑ 05m
b 

16.0 

N 2 

ト一一

|曜)I特 稚 i特
16.7 

観測定b-下「1「「パ「7 3 1 4 1 5 1 7 三ι12
1 6.4 1 間可歪T戸-;-r寸市ZT?L重訂正差別 5 

3 00 1 1 18.81 1 18.82 18.84! 1881 1 18.82 1 18.84 1 18.82 118β2 

1 6.44 

稚魚網全点曳網

9.28 

2.96 

1. 6 1 

1.53 

1. 1 0 

0.95 

18.62 

.62 

• 61 

.77 

.82 

.82 

.83 

.83 

.84 

- 51一



Ai. 2 観演り授と関名 青森県水産試験場

観測定点 守 1 0 1 1 1 2 13 

位置 i 
4t'" 00' 争 4シ '" 。
138"'" 40 ' 139 <LO 0' 139-且空01 139Q_401 140""'001 ! 

日 百寺 分 23h50m ':Ii日1h5白1 o 4h 20m 日6h2 Om o 8h 20m I 
天 候 b b C b 、D

気 温 16.口 16日
， 

18.0 18.5 1 8.5 

風向風力 N 2 N 5 N 4 N 4 N 5 

海 深

5 

8 

2 ! 
1 

!特|稚長寸十五|特 稚|特

I . ~ L ~r-.T--.~[61 I I I I 

1. 1 1 

るI I__L_LJ 
B?41 

r-i1[  I I 
日12 I 

11 I寸 I 1 
温 2.05 4.5 1 9.78 1 4.1 2 15.9<1 

1 0 0 
，...、、 f、 1.53 2.70 6.46 1 0.69 1 3.1 8 

℃ M 
、.，/ 1 50 、、J

1.02 1.54 2.94 5.27 

2日日
0.82 1.08 1.86 2.73 3.62 

日 1 8. 7 6 I 1 8. 7 2 ~L18.6~ 
1.甘 1 0 .64 I .77 .70 .6 1 

基 20 .6 7 .84 .60 .6 1 

素 害事 30 .68 .83 .60 1 .57 I 

水 50 .82 11888! .82 

量 深 75 .8 1 

8 2Uii  
L宮J 、M、，〆4サ.82 .8 1 1 • O 5!  .0 3 1 .04 

.88 -85l18?2  

20 0 -守口 i .81! .8i .81 I 

- 52-



観測線 N 4 10 正西線 時期 ;10年 10月 5R→ 月 日

備考 魚群.汐自.海光.変そを水.急、潮.海鳴.其他の異状
トー

i ~;t 1 0にてスルメイカ試験操業、約 60尾漁獲、型 20-21cm

午ぶ

Z-u 

民
J
U



Ai. 1 観測機関名

r- I Iバ |ク I I川 l訂 1 ~ Iコ三ーしよム
!円::|131:;|11i;:!512l51;2r2市
1 8. 8 9 I 8. 1 7 I 5. 8 4 I 3. 3 6 1 1. 8 7 I 1. 8 4 i 

00 11 1 I I ク 110!1011二 J三」-JJlH

:JI円三三川三九日トJ;;
ーー ・ 一一一一ート一一一一一十一一一一」一一一一一ー「一一一一ート一二二二一

水 150i.w[ ・55 土-三 [_1 刊~_~，_ .9 6 1 9. 02 I .8 9 I .8日
量同ト5I1 I 19.02 i 19.00 1 .09 19.02 18.88 1 .82 I .82 

ナ1M三三三11Ljj己

(

M

)

 

(

℃

)

 

1 5日

1 00 

一一 吋



観測l線 般作 E 線 時期<10年 11月 4日→ 月 日

魚群.汐日.海光.変色水.急l潮.海 ij~ .其イ也の異状

丸で実施

14.05 
一一丁一一一

今

13.86 

コ五
5.75 
T一一。
2.7 1 
「一一。
75 

五三
1.3日

下一二

日.95

18.7 6 

.86 

.73 

.72 

.77 

.81 

.8 1 

.82 

.82 

- 55一



必: 2 観測機関名 青森県水産試験場

観測定 F 一一 2 F-N 141o.....00'J タタタク

位置ト1 E h38"-40' 1 139!l....OO' 1139"-20' 1139"-40' 11.10"-

日時分 2225540015020025041006G  
四ー22521 -曜日日50 角-0240 角-04401 -0 

I天気 候 C R 1 R I R I F _~: 
温 14日十

風向風力 SW 2 I SW  2 I SW 3 I SW  3 I SW 4 i 

i;引二
日目 里子 1I 亡7

準

水
5 0 

深

温
75 

1 0日
(

M

)

 

(
℃
)
 

1 50 

塩



観測Ji線 N 410E 線 時期 4 O~ 1 1月 4日→ 11月 5日

備考 魚群.汐目.海光.変色水.急、潮.海月号.;t主他の異状

稚:特 稚|特 」
観測定点、 9 10 11 12 13 

~ 主5 l翌
300 22日 094 1M 1B口 1.65 

300 18.80 18B2 1878 18.79 旬.84

「
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必 1 観測機関名 青森県;ス産試験場

観測定点 つ』 5 4 5 る 7 8 

位置 I N 
40<>'" 36' ゐ イシ イシ 。 ク ~ 4シ

I E 13守。-50' 139色白45' 1玉9Q_39‘139Q_26' 139'"-12' ! 1390...00' 
日 臨 分 1725 2日05 2107 1 2245 84502c jC21司 日355 05 1 0 

同-1940 -2035 四ー214 0 -2320 月-0050 角 E 円25日 ー-0420 -0535 

天 f侯 R c C C c c 、 C b 

気 温 5.0 5.日 5.0 6目。 5.0 4.5 5.0 5.日

風向風カ S 3 NW 2 NW 2 W 2 W8W 3 WSW 3 IW 5 w 5 

海 深

百 流

色

透明度 _j_ 
波浪.階級 3 2 2 2 

ワネリ「 5i5l I 2 2 2 

~I 特 争|特
I I 0 I 14.:' [ 14 2 15  I 8.8 9.6 9.0 

1 0 
水 14.2 9 i 1 4.3 5 14. 5 1 I 1 4.4 1 I 9.58 I 8. 7 6 ヲ.17 7.19 

!きfil|
20 ! 

9.32 8.87 

準!ク I~ 1. Iク! 1ク I Iタ I Iク
50i|  1 5，0 7 I 1 4. 5 3 1 4. 5 {.， I 1 5. 1 9 I 9.5 5 I 8.9 1 9.37 9.00 

水 !?L4111;  1101 
501 
1 5.48 1 4. 2 8 1 4. 4 9 I 1 0.8 7 9.26 8. 7日 4.60 5.43 

深

混
75 

14.29 13.83 9.45 7.89 i 3.25 2.44 2.83 

1 00 
( ，...、、 14.50 13.48 7.7 9 1.98 0.67 2.04 

℃ M 
、、同， 、J 1 50 

7.08 3.74 1.66 1.54 1.24 1.46 

200 ~ 
5.37 2.98 1.守口 1.26 1.1 6 1.21 

日 18.4日 18.75 18.74 ! 18.88 18.84 1 8.87 18.85 

塩 1 0 .25 -8?i .72 .74 .86 I .84 .82 .83 

基 201 .3 0 .22 I .74 .74 .85 .82 .82 .82 

素 準 3 0 .39 i .46 .73 .1 0 .841 .82 .81 .82 

水 50 .7 0 .64 .73 .81 .83 .81 .81 .83 

量 深 .68 .89 I .81 .88 .83 .82 .84 

1日日 .89 19.07 .83 .79 .83 .83 .8 4 

150 1 9.05 18.93 .7守 .85 .8 6 .82 

20日 .88 .82 I .82l .80 .83 .84 .82 
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観測線 1減作 w 線 時期 4 0年 12月 7日→ 12月 8日

8' 
備考 魚群.汐目.海光.変色水.急l潮.海鳴.其他の異状

幸洋丸で実施0645 
-0705 
8 

5.0 

w 5 

1 4 

2 

5 

稚|特 稚|特

9.1 観測定点 2 5 4 5 f 7 8 8' 

8.86 3 n [1 2.43 1.74 0.92 0.82 日74 068 0.74 0.85 

5日日 18β2 1883 1883 1881 1884 18.84 18B2 18B2 

8.84 

8.60 

4.48 

3.36 

2.32 

1.49 

1. 1 3 

18.84 

.82 

.82 

.8 1 

.79 

.82 

.82 

.8日

.83 

nγ EU
 



Ai. 2 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 ? 1 0 1 1 12 13 

N 41" ，()' '" 
。 ク '" 

E 138¥L40' 139"-00 I 1390.... 20' 139Q.._40' 140"--(10 I 

日 時 分。825 1025 1 220 141 7 1 555 
1-0853 -1055 -1253 '-1443 -1617 

ヲミ {実 C c 。 bC 。
気 温 6.0 7.5 8.0 7.0 

風 向風力 W 5 w 5 vl も w 5 w 5 
海 深

流

色 6 6 6 5 

透 F尽 度 1 4 1 3 13 1 1 

波浪.階級 5 5 :z: 4 4 

ワ ネ リ 5 2 5 4 A 

PL採集形式 ⑮|特 @!特 争j特ー 毎月 I~L竺 稚|特 稚l特 稚I特。 9:9~.l-1 0. 6 1 1.1 14.8 

127 1 I 
t 0 

水 1 0. 0 7 10.20 11.1 8 14.20 1五67

基
2日

9.1 0 1 0. f 3 10.60 14.06 14.49 

準
3 0 

8.39 1 (}.1.1 9.1 8 14.1 6 1 4.45 

水
50 

8.18 9.64 8.7 4 13.98 1 4.1 9 

深 」
75 

温 6.67 4.43 7.81 13.00 14.42 

1 00 
r、、

f‘、 3.07 2.46 4.60 1 2.89 

℃ M 153 

、、J 、句J 150 1.64 2.95 1 1.62 14.1 7 

200 
1. 3 1 1.16 2.1 1 6.13 i 1 4.09 
。18.87 18.85 18.58 I 1 8. 7 4 I 1 8. 3 7 

塩 1 0 .84 .83 .80 .74 .37 

基 20 -831 .83 .74 I .36 
」

素 準 30 .84 .82 .84 ~ 
水 50 .81 .82 .86 .74 1 .38 I 

量 深 75 .84 .84 .90 .81 .50 

事
rM 、、 1 00 .82 .85 .83 .58 
、__，
15 0 .86 .85 .as .86 .70 

2no i .83 .84 .83 .9 1 

一幽.闘"・ー」・ー

- 60一



観測 i線 N 4 t・w 線 障存期 a白星李， 2月 8四時 月 日

備考 魚群.汐日.梅光.変性水.急減.海鳴.其他の異状

稚|特 稚|特

観測定点 ? 10 11 12 13 

E 主。
5日目 0.79 D.75 121 1.67 350 

300 1回 1 18β5 18B2 1883 18.97 
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Ao: 1 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 I 1 1 2 .1.. 3' _1 4 I 5 i 7 8 

位措置 :υ，一=if口1;ぷぷに::工に;丈之:ご:
-日 時 分 jけ?戸ι|ド1口卜

主二二一候 I b 1 b i b 1 bC 1 bC L_立 __LユL上土L
L';' ~! s 5.0 3い5021J85iW605iJ754Jγ同シlvfL??

一深~ 1 2 5 1 1 I 1 ι-斗--_-~一一

o 斗 -1-J-」一一三-1工三士二
-7-トー;…十一二一一 日十寸-十τ一

戸院予jylh4F4刑7

基 iir11110!州 I1) I I 

準ι;トァ:!7ji十一芦ド;?十4?ir l 818;i 77; 
水に;iJ;LL叫!日イJ;jl品jiliJ:

l7 I ! 1 1寸 1111了寸221 ! 1 2: 112 I 115 I 1 7 深

温
75 

5.70 1.82 

1 00 よょ
，ー、"問、 4.4 1 1. 1 7 

i 51.829 川

と2
2.93 0.87 

'0 1M 
、相〆 l、ー〆 150 

3.4宇 1.86 0.74 
1 8.8，3 8.83 18.80 

塩 81 .86 .79 
8 1 .83 .84 
一81 .84 .84 
8' .83 .82 
85 .81 .82 
85 .79 .82 
83 .77 .82 
80 .81 

-62-



観測線 組作 W 線 時期 41年 5月278→ 月 日

81 
備考 魚群.汐目.海光.変色水.急潮.侮鳴.其他の異状

ト一一一
~ 

138>1.告白

21-00 

bC 

2.0 

『高 2 

寸
r 

1 

稚 i特 強|特 i
5.9 観測定点 2 5 4 6 7 8 61 

I 17 
5.09 300 3D8 1.53 2.12 1.59 1.33 096 D.55 0.71 

3 0口 18β日 1880 18130 1879 18.79 1878 18.β1 18.77 

3.9晶

3.68 

540i 

2.12 

乙18

1.05 

0.86 

18.85 

.84 

.83 

.83 

.83 

.8 1 

.77 

.77 

.77 
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観測定点 s 13 112 

観者利纏襲名 青森県水産試験場

1 0 

Al 2 

N I 41"-00・I .，. 
1 1 9 

位置
E 

今 今

1402....∞， 113911..40' 113911..20' 1 139<>-00' 1138"'-<<)' 

.，. 

5 

7 

2 

M
E
M
E
W
E
M
E山
E
M
E
M
官
お
玉
川

5 5 

1 1 1 1 

2 

日時分 108-50 1 1 1-1 5_ 113-40 1 1 6-00 118-1 5 

天候Ib C I 'b I b C I c I b C 
気 温l~8 L 5.8 I 5._L__I___j.6 I 2.9 
嵐向風力IW 2 I w -;-r W 2 I w -; TW 1 
海深

海流
←一一一一一一一一一一
水色

透明度

波浪.階級

塩

B
E
8
一
品
目

5
-
a
-
5
-
1
一
5
-
4

2
一

Z
一

Z
-
4
-
5
-
5
-
7
-
7
-
7

-F

・
-
・
咽
・
-
-
-
・
『
・
-
・
-
-

a
o
-
-

ー

-

ー

町

一

一

-

-

n
u
一
n
u
一
n
u
-
n
u
一
n
u
-
R
d
-
n
u
一
n
u
一
nい

-a
一
勾
4

一
z
d
-
に
d
E
7
'
-
n
u
一
足
d
一
n
u

噌・
-
4
a
-
n
，‘

5 

1 0 

。

しみパi記空14特!ぶ記昏j特!引特!稚|特!稚判記主。
刊
十
川
不
十
と

w
E
m
E
M
E
m
E山一川

水
1 0 

基
20 

準
30 

水
50 

深

温
75 

1 0日
〆.....， ...... 、

"ci I M 
、回〆 l、-'

1 50 
つ.64

200 ムE

基

素|準

1;水
量 i深

312 

行Jf5
持いだ
上乙上」三
8.88 I 3.24 

T5了「三

件竹ヰ

会トf::-;~ 

.84 .86 I 77 

T; 

ω
E
ω
E
m一
川
一
山
口
5.1 O 

と
目
玉
川

E
丘町一
M
一
山
一
泊
五
一
山
一
川
一
山
一
山

i
よ

7
l↓
寸

よ

寸

1
斗

寸

1
1
4

i
ー一

7
よ

7
1

4

よ

丁

よ

T
ム

寸

i
一
寸
」
一
寸
|
一
寸
!
一
寸
よ
一

l
i

寸
1
4
7
i

寸
斗

7
1一
寸
|
一
寸
よ
寸
!
一
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観測線 N 4 10 W 線 時期 41年 5月27日→ 月 日

備考 魚群.汐自.海光.変色水.急浮月.海RIL其イ也の異状

東 奥 丸

一一 ji! i 

稚|特 稚|特

観測定点 13 12 11 1日 ? 

5日日 7.16 3.66 1.73 1.1日 0.78 

3 0日 1886 1884 18132 1877 18]9 

- 65ー



Mi. 1 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 2 1 2 コ 4 5 

位置 i 41ι25' 。 41 Q.... 25' 。 'l 4シ イ少

E 141"-4口' 142"-00' 

141Lad14221-Sb 1L20凹--+----j---←ab5」05 刊 l

143.!4 00 

日 時 分 40-8-14 05 1 0一10 1d-0-1515 1 5  18-00 

三二; 1コ b b b 

9.0 1 0.0 1 8.0 4.0 

弐
d

-
E

一
カ
一
深

風
一

向
一
風

海

E 4 W 2 I W 3 日E土dIWNW 2 I WNW 4 

7 B 長予吾→ 5
ノt示日級丁-t
す-~~つ
-L採集形式le-i事
-or-u-

1Dl-E  

深 1青
温

75 

1 0日

J
山
よ

'0 1M 
"-..../ I、J 1 5日

I 2 0口 ~し

7.21 

牛可干 7i日: 
空竺へ円T下T5::r円r5ifhγ;f〔r?円汁!「話守汗?イで引γ;irrl「ア
|JJJ :1LL引|i」以5日J5J i i つ』日山λ斗4主2;:ト|いT川?刊0 
i 51 Ll二亡ヨ二 1151 I 81 

417五片山口:
5141i i if|22l1;!日 !11U:三I 8[ 

出寸35

;21J144い:7仁:二f

7 ι 

3.3 

5 

5 

2目34 2.9中 3.13 

3.87 3.07 

可 互
2.9 1 

2.64 

3.49 

1型 1_ 

9! 
7.21 4.72 

7.30 4.45 

J-3.60 3.28 3.33 

18.39 

.36 

寸古τオ
7. iJ" i 3.76 

塩

0 

1 0 

20 

3D 

50 

75 

1 0 0 

1 50 

2日日

基

準

水

深

素

量

r、1-戸、
56.I-M 、JI、ーノ

いと三 l 18.28 

.2 1 

.24 

.22 

.44 

.41 

.43 

.50 

.66 

.5 1 

.51 

1 8.32 

三十三:
.4 1 

.42 

.4 1 

.50 

.52 

.59 

.58 

.60 

.64 I .40 

.69 

.77 

.7 6 

.7 4 

.46 i ・24

.5日 I .33 

.7 4 : 

.66 

.59 

.58 

.45 

.5 1 

.5 1 

ーも色一



-， ~・J I IJI'~、 I/U  ./、、...... '17.1、 、/，、、ノ、、/、U / .~ /V  I 守、d - /・『ト~ . .、-~ 

6 6' 

4シ 41 <L日日'
備考 魚群.汐目.海光.変色水.金、潮.海q~ .其他の異状

143 g_ 30' 1A3ι3D' ".， 

2 0-50 23-55 

b b 

3.0 2.5 

WNW 3 WNW 2 

5 2 

3 5 

@I@  稚|⑩
2.9 2.8 観測定点 2 1 2 5 も 6' 

2.68 2.84 5日日 736 264 758 270 3.42 330 3M 2β2 2.40 

3 00 18.79 18.63 18.79 1 18.63 1851 18.65 18.65 1858 1856 

2.56 1. 85 

2.7 3 2.21 

1.82 2田口 5

1.75 2.09 

2.00 3.43 

2.06 3.55 

2.04 2.47 

18.33 18.34 

.33 .35 

.34 .37 

.3 1 -35 

.32 .38 

.38 .45 

.45 .54 

.50 .55 

.51 .54 
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観測定点

.Mi. 2 観測機関名 青森県水産試験場

20 'j 6 

40Q_32' 

1 7 

143SL30' 

。
143"-06' 

下一一一一γ
18 i 1 9 

砂 今 ク
ク

1.42"--53' 

日6一50
b 

4.5 

。
142-"-40' 

ゆN 

a位置同
一一一
l 時分lizii。
天候I b 

気 温 2.5 

日5-15

b 

3.0 

21 22 23 

}一一
日8-30

1コ

6.5 

自7竺ヲ|
1 1 1 

1 2L!2l!-LU1112if  

iト十日21:112卜;!?
5引け円台十台円いお

2||21ir11111ijJ51ヨ

自

71< 

深

温

1日日
f、I，..ヘ

75 

5.78 2.1 2 1.1 7 

4.8 

2.44 6.0 5 

7 7 

8 ? 

2 2 

i事1@)1号事丁稚7可否
i.2 4.1 6.9 

"C I M 
」〆 l、J 1 50 

200 r 
トー宇一宇=-~

塩!寸
素 準 30 

水 50 

量 深
ト一一一一一
75 

~IE 
1 00 

1 50 

200 

1;三lJ;』詐汁三再三
;::i ::;; :;;i :;止二日

訂
3.76 1.72 

可 可

.32 .~巴

.43 .36 

.69 .5 1 

.7 1 .53 

64 .52 

.56 .54 

3.26 

3 2 

.34 

.39 

.62 

.64 

-68-

3.36 6.05 

-541 .64 

.341 .78 

一.5一一0一ーレ1今一一一.一8一0 

三十イベ云
.87 

1 8.5 1 18.52 18.63 

.57 .5 1 .79 

.75 .59 .76 

.83 .64 .87 

.82 .85 .79 

.82 .9 0 .84 

.85 .9日

.85 .90 

.83 .89 



観測線 鮫角 E 線 時期 年月日→ 4月 16日

25 

ク 備考 魚群.汐日.海光.変色水.三号、潮.，毎月息ー其他の異状

141"'-36.4 I 

1 6-35 

b C 

1 4.0 

WNW 3 II 

る1 28 

7 7 

? 8 

2 

2 2 

稚!轡 稚i特
6.2 7.3 観測定点 16 17 18 1P-日一下三1

~LI !土十5.9 5 6.45 3 0日 2.66 1.7守 2.13 3.32 570 6.73 

Ill252|87|1 46d 25 

3 0日 18] 1 18.49 1863 18.67 1886 ! 18.85 

5.53 

5.86 

IT 

18.77 18.42 

「で77 .77 

トゴ:
.84 

.83 

-69-



A'o: 1 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 2 5 4 5 ι 7 R 

N 412...25' 。 今 今 イシ 今 。 ク

位置
E 141"-40' 142Q_00' 1420-20' 1422... 40' 143"-00' 143"-30' 144.Q..O日2 1440-40' 

百 時 分 5-1 1 20-30 22-30 5-12 日2-30 05-55 08-00 11-25 18-10 。0-35
天 候 bO 。 c 。 C 1コC b 。
気 iffi. 6.5 6.0 6.0 5.0 5.5 5.5 5.0 6.5 

嵐向風力 SSE 3 w 2 w 5 WNW 5 NW 5 NW 5 NW 5 N 2 
栴 ミ疑

海 流

水 色 7 7 6 

透 度 5.5 5 5 

波浪.階級 2 2 2 E 5 d 2 2 

ウ ネ ~ 2 2 2 5 5 

PL採集形式 ⑮|⑮ 稚|特 @!8  稚|特 争|⑮ 望号 |⑮ ~I@ を島 !@  。 5.6 6.1 5.3 5.1 5.1 4.0 4.7 5.1 

1日
25! 

水 5.40 4.29 4.97 4.98 4.68 3.64 4.09 4.31 

基
50 

6.日日 6.9 1 3.1 8 3.1守 3.19 2.06 1.87 3.09 

準
1 00 

6.63 6.99 5.84 4.77 5.53 4.36 4.02 2.01 

水
150 

4.72 i 6.83 6.38 4.2 1 3.67 4.19 2.80 2.19 

深

湿
2 II日

6.19 3.87 3.96 4.40 3.49 4.22 2.7 7 2.44 

30口
〆"、 F、 6目71 1.94 2.7日 2.44 2.1 6 3.28 2.7 8 2.99 

℃ M 
4日日、__. 、__.

5.84 2.35 3.1 1 2.59 2.84 2.7 7 2.67 3.23 

5 00 
5.0 7 2.92 2.7-; 2.83 2.62 3.07 3.20 3.26 

。18.51 1 8，33 18.21 18.27 18.20 1 7.98 1 8.2日 18.34 

塩 1日 .41 .29 .18 .23 .I 8 17.99 .1 7 .29 

基 50 .59 .7 1 .29 .27 .30 18.26 .32 .29 

素 準 1 0 0 .67 .85 .68 .29 .41 .53 .58 .36 

水 1 5 0 .72 .73 .58 .57 .50 .53 .55 .47 

量 深 200 .73 .56 .61 .53 .48 .63 .57 .63 

き
〆M曲、 3日日 .68 .49 .69 .48 .48 .73 .7 1 .71 
、._"
4. 0 0 .63 .60 .65 .59 .58 .72 .68 .79 

500 .65 .71 .52 .ιE .53 .77 .78 .83 
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観測線 尻矢崎 E 線 時期 4 0年 5月 11日→ 月 12日

9 1 0 
備考 魚群.汐目.海光.変性水.会、潮.海鳴.其他の異状

-'/ h 

145CL20' 146.ll.. 0日'
幸洋丸で実施

15-1 0 18-5日
B • T観測A必2. 5. 7. 1 0. ( 3 0 0 m ) 

bC b 

5.0 5.0 

NNE 2 WNW 3 

7 

4 

2 5 

2 5 

を号 I~ ~I ⑮ 
5.3 4.0 観測定点

4.64 3.9日

2.R 2 1.44 

り
4.20 1. 1 6 

2.96 l.R4 

2.R R 2.45 

1主
3.20 2.R 0 

3.12 2.R 1 

3.4 1 2.R R 

1 8.36 18.05 

.3 1 .1 4 

.35 .29 

.55 .30 

.5日 .47 

.56 .5 7 
マー

.73 .60 

.77 .R 0 

.R 3 .R 9 

- 71-



医測定点い口? 官場 SL 曹関

1 2 1 3 1 4 

巴出主:?::::
(/ (/ タ i

145"--30' 145"--日0' 144"--30' 一寸11-14 4 

時分 22-10 1!?_-=-1~ 04-55 08-1 0 1 1ー守 2n 1-4 0 
候 b I b C b b b 

佳生:?;
ι5 6.0 ?口 8.8 1 0" 

WSW 3 IW 4 WNW 5 SW 4 I SW u ζ;  E 

|活i 流
一一一→

みて 色 4 4 

透 度i
1 0一一一ト一一一1ー2ー一一一ーi一一一1ーーD←一一一ー一l←一

準

1日|trl-150 17Jfイユbド9.75
50117i [寸寸寸71CJ13T~下立亡

713 I 1. 4 2 I 9.4 4 I 6.5 0 [ 

5.40 

(:日1::水
1 50 

4. 1 1 

深

混
200 

3.60 3.79 6.09 3.28 5.66 

3吐
5.37 

5訂
3.70 

300 
5可 l

 
，。
η
r
h
 ~ 

5訂
_L 

J

引
戸
一
副
-
u

~I: 
3.80 6.04 

5乱 :A 
、】"I、../ 400 

f;W 
円;
司:

出
土空

4.78 

41 

3.1 8 

立

3.1 9 

2.47 

1可
2.49 

つ「ー
3.94 

互

L 

1511 
3.77 

斗
山
下-h 3.00 



観測線 鮫角 E 線 時期 年 5月 12白→月 14日

1 Il 1 9 
備考 魚群.汐自.海1f;.変色水.急l湾R.海鳴.其他の異状

h ~ 

142c._ 53 I 142Q._ 40 I 
A ;t 1 1. 1 3. 1 5. 1 8. ( 3 0口m) 

5-14 
B • T 

22-40 。0-30
b C 

7.0 スロ

SW 3 WSW 3 

5 

5 

⑮|⑮ 稚 i特
5.2 5.日 観測定点

」 」
4.66 4.59 

2.33 3.99 

3.81 2.95 

1 ~l 
3.25 2.84 

1 5 

3.67 2.25 

3.1日 2.22 

2.94 2.79 

3.33 3.18 

1 8.25 1 8. 14 

.1 4 .ι ち

.25 .34 

.50 .48 

.49 .44 

.53 .48 

.59 .5 1 

.63 .6 :5 

.03 .73 

- 75-



五 5 観測機関名

|観測豆到-竺__121 

主主

深 n
温

300 1 251 1 101 1 I 1 ， ['  ，- I 

D 1M 山 251 I 1 0 I I I I I I Iト:二j「-z十
'-' I "-" I I 2.守口 2.35 

5001 251 1 101 I I I I I ， 
3.04 I 2.59 i 

o I 1 8. 1 3 I 1 8. O 7._10 1 8 ，4 6 -T1・-』一3b出一ヰ一t一=一申-ナ1一Z一Z1一T8司13 i 1 8.0 3 I i 
塩 101 .17 I .69十1一一.31 i1 .7: l~48 .44 

|丞 50I .291H15611U  l 

素準 10 0 ・47l ・55iJ臼 | 

斗十 i量深 2 口 or-~57-l .6，; i 

3 0 0 I .63 I .5 7 I 
事12400621Hl と+._~寸

500 ・70 I ・73! 」
『
/

寸一一I I 



観測線 鮫角 E 線 時期 4 日年 5月 14日→ 月 日

備考 魚群.汐目.海光.変色水.急潮.海q~ .其他の異状

二二JIB • T -!.t 22 ( 1 5 0 m ) 

」 よ一「一一一一工土

LJ 
一_JJ

よ

i 

」

」

一75-



AiI 1 観測機関名 青森県水産試験場

1 

41"-25' 今 1ii7比J
写三P半梓手イ平。

観測定点
一一ー寸一一一一一ーー帆 t 

5 j  A i 2 

位置
N 

E -・

-
X
J
w
l

口一
4

5
一

nu守
一

n
U
4
'

一

L

石閃一
F

…山一
h
~

一

一ヲ'一

円

u

-

4

1

-

2
一
0
5

一

L

一
4

2
一F

M
H

一2
~

噌'-。，‘

。 ク

7412....40' 1142<LOO' 

分 11_2n~!~~012p ~日
i四- lA56 I司 -2103
候I F I F 

日
一
天
一
気

時

1 0.0 9.0 10.0 

2 

温

風向風力

海

海

ぽー

1 1. 0 

SE 2 

1 1. 0 

SOu.th 

1 1.0 

SOu.thli S 2 EaS.t2 I E 2 s 
E量

流

1 0.0 1 1.0 

ESE 2 

4 

12 

5 

円

2 I1t  : ! :I  1 i 1 I 2 I 2 

EF再界十写真百円JF!?lV!?JF
i:;11;:ト7721弓1J[]:i101;;1817;l J;; 
いII ~ I|ニII ~ク u ペ|バ I ~ I I ~ 

色
一
度
一
級一階

明
一
・一浪

透
一
波

10m 

ウ ネ

PL採集形式

水
1 0 

基
50 
1 1.24 8.9 8 I 9.22 8.00 7.75 

丁て〆準 10 日 l____l~l 1い!こニι」二J
~エL:二三百:引二三
2001!i;汁;11丹十主士主-h

5
-
R
 

2.94 

M
E
M
 

と
μ

水 と Jz;iJ57i 

4 
-主主

7守口

深 122 

温 日.22 5.99 4.R 7 7.24 6.94 

7.2ι 5.26 2.6 R 4.90 4目R3 i 
上。 i

毛.3ι

5口口
r筒、 Ir、

。OIM
400 

塩H
一一
-ihL 戸山
し10日 ・R3 ・67 二三よ_~_R O__L一 .7 」一二竺

、-'1、-' 3.92 2.22 2.25 5.30 

18.25 I 18.25 

.24 I .26 

.32 I .29 

.45 I .41 

.47 I .46 

.65 I .65 

74 I .77 

.77 I .R 9 
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線 時期 ， " ‘-.，..J .、， ~ 

9 1 0 
備考 魚群.汐日.海光.変色水.急、潮.海鳴.其他の異状

ク ~ 

145"--20' 146 "--on' 
.dA 2.3で胴長 10 cm位のスノレメイカ 7-日尾作業灯に集まる。1535 1 9 1 5 

角-1605 内勝1958
.dA 15( 40<L30'N 143"-55'E附近)でオットセイ 2口頭位を認めるの。 。
.dA 21胴長 1日cm前後のスルメイカ 30 -4  0尾作業灯に集まる。

11.0 1 0.5 

E8 E 3 ESE 3 
幸洋丸

5 

守

2 2 

2 

争 I@ ~I@ 
1 0. 1 9.8 観測定点

1 日L
9.41 9.54 

3.1 9 2.99 

2.81 2.46 

2.87 2.2 2 

2.36 2.72 

~ 
3.28 2.77 

3.27 3.0 1 

3.21 3.35 

1 8.26 1 8.19 

.25 .19 

.32 .29 

.44 .4日

.49 .48 

.54 .56 

.7 0 .68 

.75 .76 

.83 .84 

-77-



Mi. 2 観測機関名青森県水産試験場

観測定点 1 0' 1 1 1 2 13 1 4 1 5 1 6 1 7 

N 1ゲ」日日I .10CL 32' .10'"-32' φ ~ ~ 。 。
位置

E 1.16CLOO' 146CLOO' 1.15Q.... 30' 145"-00' 1.1.1"-30' 1ddQ一日0' 1.13"-30' 143Q一口6'

日 時 分 221 5 
ldi 0132 0.1ヨ 5 日71日 095日 1 2.1 5 1 535 1 735 

ーそ22.12 - 0210 -0.155 -0753 『・102 0 南町1320 -1605 -1日on 

天 候 b 。 C b b b b b 

気 温 10.5 1 O.日 1 1.5 1 2口 1 3.0 1 2.2 1 2.0 1 4.0 

風向風力 SE 5 SE 5 SE 2 SE 3 SE 5 8E 2 ESE 3 ESE 2 

海 深

海水
流

色 4 d 4 4 a a 

透 明 度 10 1 .1 1 4 12 1 1 9 

2 2 

ウネリ 3 3 5 3 

争 I@ 稚|特
o I 9.13 ! 1 0.5 ! 1 0 7 e Q. R 1 0守 9.守 1 1. 7 1 2.6 

7.k 口円 7 7.22 1 1.2 5 1 2.36 

基i Jク 1-~ 
50 

3.9 13 I 1.3 4 I 3. r， 5 i 7， 5 7 I 8.3 6 I 2，3 R 8.33 8.96 

準 |刊すli 10 1 00 

!ク i
3.73 1 1.1日 6.46 6.50 

水
1 50 

2.6.1 1. 9 1 ! <i， ~) 5 I 6.4 9!  3. 5 0 2..1 3 6.1 5 6.02 

深
20日

温 3.50 1. 42 ¥ 3.47 5..1 1 3.7日! 1.13 6 6.1 9 6.09 

300 
〆画、 /目、 2.83 2.15 2.守3 2.07 2，1 4 6.32 6.32 

℃ M 
.1 0 0 

、.J 、、J 3.08 3.39 2.7 1 3.63 2，R 9 5.97 3.1 1 

500 
iク l

3.1 1 3.04 3.12 3.50 3.92 2.39 2，63 I 2.45 
。1 7.9 9 1 8.00 1 8.04 1 8‘o 6 I 1 8. 1 " 1 8.1 4 18.27 1 8.56 

塩 1 0 18，0 6 .07 .0 f! .24 .1 5 .25 .55 

基 5日 .1 6 .32 .2円 .59 .26 .66 .73 

素 準 1 0日 50 .41 .5.1 .72 .47 I .34 .6 f! .69 

水 150 49 .54 .59 .も 7 . <17 .50 .72 .69 

量 深 2 0日 59 .5.1 .56 .65 I . <1 7 .4.1 .79 .7日

3 fM ‘、
30日 ι5 .7 1 .63 .4 R .52 .52 .61 .73 

'-" 400 74 . f! .1 .6ι .66 .63 .6.1 .59 .53 

500 f!2 .79 .7.1 i ー74 .79 .6日 .73 
均一 4

- 78-



観測線 鮫角 E 線 時期 .4 0 年 6月 13日→ 6月 1.4日

1 8 19 
備考 魚群.汐日.海光.変色水.急潮.海q~ .其他の異状

~ 。
1.42o._53 I 1 .42~ .4o' 

19 1日 20.4 0 
角田1950 -2103 

b b 

12.0 1 1. 5 

ESE 3 ESE .4 

2 2 

5 5 

壁画 I~ 稚|特
1 1. 9 1 2.2 観測定点

10.98 1 2.1 1 

7.27 6.1 7 

6.8.4 3.89 

5.90 5.01 

6.1 0 4.1 1 

2.99 3.27 

2:52 3.14 

3.85 3.47 

18.27 18.34 

.29 .24 

.58 ..49 

.64 ..48 

.75 .68 

.72 .65 

.49 .55 

.53 .65 

.7.4 .75 

-79 -



ffo: 3 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 20 2 1 22 23 24 25 

位置 I_-~ 402..32' ぞ少 。 ~ ~ ~ 

1422-:26' 142Q....13 ， 142Q....OO' 141"--4R' 141"--41' 141Q....36' 
日 時 分 21 50 2325 1~54口0100 0~241D 0 0250 0325 

-2225 -2353 120 21 7 -03日日 ~日335

天 候 も b C C c C 

気 温 1 2.0 12.0 1 1. 0 1 1.0 1 1.0 1 1. 0 

風向風力 ESE 4 ESE 4 ESE 4 ESE 4 ESE 4 E 4 

海 深

海 流

水 色

透 明 度

波浪.階級 3 i 3 13  13!  3 5 

ウネリ

I軒1f1z:1ーE75」三1ナを-む三rとわL悪一丁じは口-正7「三U一5」寸日J 一J 
5 

PL採集形式 ⑨|⑨! li特 稚|特 稚|特 稚|特

水J:1け |241 2.2 

ト_I~
1 1. 6 0 I 1 1.5 4 I 1 1. 2 5 I 1 O. 1 0 I 1 0.5 R 1 1. 1 6 

~l_-Iク11-ク|ク i-'/ 
5 0 

4.9 1 5，1 7 1 0.1 9 10.59 10.47 

準 I ~ i 「-ト-1
1 0口

2.6 R 4，R 6 1 0.0 0 

十水
1 5日

3.R 5 4.0守 7.33 

深
200 

温 2.R 6 3.70 

300 
F‘、 f、 2.93 2.25 

℃ M 
、、_， "--' 400 3.2 R 2，R 4 

5日日
3.R 1 3.1 4 

斗=。1 8.24 1 8.26 18.66 1 8.4 3 18.54 1 8.62 
塩 1 0 .1守 .24 .72 .49 .53 .65 

基 50 .39 .45 .79 .73 .77 

素 準 1 00 .44 .45 .79 

水 15 0 .5 R .55 .6 R 

量 深 200 .5 1 .5 4 

事Ig300 .61 .49 

400 .7 3 .69 

500 .79 '79 [ 

- 80-



観測線 鮫角 E 線 時期 4 0年 6月 14日→ 4月 15日

備考 魚群.汐目.海光.変色水.念、潮.海潮.其他の異状

稚|特 稚|特

観測定点

- 81ー



、、¥

A6:1 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 1 2 5 4 5 d 7 R 

N 41Q...25' 告

ー
。 h 。 。 ."， 

位置
141Q....40' 142Q... 00' I 42Q...2日t 142"--40' 143"-00' 143Q...3日' 144Q...00' 1440-40 ' E 

日 時 分 22614 h10m 25h2Rm 27口ET4 hsom- 日3h50m 日5h5Jmi 08h35m 11 h30m 15h15m 

天 候 b b c 。 c b C 。
気 温 18.5 18.0 18.0 17.0 16.5 17.5 17.7 18.0 

風向風力 s s 2 s 2 s 2 SE 2 S SE 3 S 5 s 4 

海 深

海 流

t7k- 色 5 5 A 

透 明 度 10m 6m 8m 1 1m ~2m 13m 16m 19m 

波浪.階級 ! 3 I 2 1 3 
クネ 91 D ! 1 i 1 i 2 ! 1 I 2 I 1 I 3 

161 1 41 1 1 01 
1 0 

水 12. 1 4 I 8. 1 I I 1 7. 0 6 

|基 !161 -1 41 I 1同
50 

i 7. 9 0 i 2.2 6 I 2.9 2 

準 il=r-I--3f-r- _1_ûl-=I=___~L__i ~l f61--_-_[__2j 1 1 0 I 
1 00 

5. 3 9 I 3. <) 0 I 2.ι4 

水 1501ï~I._1 ~1__ll~I__=l 
勘ー ~一 5.10! 2.29! 3.02 

深川 124i17「一「ゴCI__91_.... L ~~I___l~ 日 f I 241 
200 
温旦.51 110.26 110.28 I 6.99 I 3.36 I 2.47 I 1.71 I 3.05 

5日日 I 421 

8. i 9 5.1 7 5.27 4_1 0 2.83 2.54 2.84 2.守6戸、 "、
℃ M 400 、__， 、_， 5.36 4.05 3.72 3.1 5 3.31 i 3.1 4 3目27

50日 i 201 
2.93 3.04 3.32 五32 3.46 3.30 3.25 3.1 7 。1 8.81 1869! 18.59 18.10 i 1 8.2 1 I 18.18 1 8.1 9 1 8.1 8 

趨 1 0 18.57 .68 .62 .14 .22 .48 .16 

基 5日 18.75 .75 .87 勝 16 .70 .46 .29 

素 準 100 18.74 .84 .88 .79 • 4 ~ .59 .34 .36 

水 1 50 18.70 .85上 .81 ! 
Te 

争57 1 .61 .21 .51 

量 深 200 18.6唱 .再 A .77.. .5:5 .46 .49 

陛戸。
1 8.16 .60 .55 

三ヰ
.59 .57 .65 :7ol 

18.61 .54 .55 .69 .72 .75 .77 

500 18.66 .A2 .76 .8口 .80 .84 .85 

- 82-



観測線 尻矢崎 E 線 時期 4 0年 7月26日→ 7月26日

9 1 0 

、。 申
備考 魚群 .tタ目.梅光.変色7.k.念、漸.急鳴.其他の異状

145ι201 146Q....001 
sえ1 : 九人 4について作業灯にサシマ (15-30cm)来瀞

19h25m 23h15m 
S.tl スルメイカ稔仔(5-7cm) 2-3尾

b C 。
1 8.2 1 7.日

S.t2 サンマ稚仔 3-5cm30-4 0尾灯付

SSE 3 SE 4 
sえE 潮目、サyマ稚仔(3-1ocm) 2 0-3 0尾

sえ4 : サシマ 2-3m層が20-30cmのもの 20-3 0尾来滋
S.t9 サシマ 10-lflcmのもの 20-30尾灯付

A 4 
S.tl0 サシマ 1尾採補BL 2 4. fl cm 2 0 - 3 0 cmのものが 20-3 0尾灯付

flm 7m 

5 5 

2 五

勝 i⑧ を島 |鐙
16.円 14.0 観測定点

i 1 
16.04 1 1. 6 1 

2.9 fl 1 8.4 

3.24 1.36 

3.06 1.16 

3.1 1 1.63 

3.30 2.0 1 

4.24 2.46 

3.9日 2.fl fl 

1 8.1 7 1 8.1 1 

.16 .09 

.34 .27 

.44 .29 

.49 .3fl 

.54 44 

.6 1 .54 

.R 1 .61 

.60 .67 

- 83-



Ai: 2 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 I a 

位置
N 

E 

5

一A
U

一
回
一

2
-
4
-
H
「
'
-
5

且一
L

「

'
M
一川一

4

1
-
6
-
d
3
一E
一1

4
一
A
一
円
日
一
一

--a-の
4

-

一

分
一
候
一

b c c' 
ク ク 4f'一日日'

147"'-20' 148"-00' 14RIL 00' 

日6h15m 10h31 II 14h(むE

。 r T 

15.0 15.5 16.日

SE 5 S A ISE 4 

日
一
天
一
気

時

温
一
力
一
深
一
流

風
一
一

向
一
一

風
一
海
一

SE 4 

海

水 " 5 

lT浪;階手トミー-↓-f !了コ-十ζ
hL-4土iJfL 且ヨE土日 i稚|特 i稚 i喧

日 12.9i 12.7 i j4j~ ; 十15o I I 

一o~11 I 21 丁77!ユコ二了251 I I I 
水 III  12.52 I 12 i 

|叶。 i11 I 21 i ! 

円い DDLL1斗三LJ

l十二11::下立
|深I200 I131 I 291 i 
温 I I I 1.79 I 1.63 1 

色

度透 明 Rm 12m 

1 3. 
30日

1.95 2.27 

1 3 
400 

、ー〆、“〆 2.59 2.5ι 

5日日

。| 18.06 18.04 

5 

13m 

i 

7 

員←古五
一一

ii「7jj|ブjflff「;;七主主J

;;;ljiiJl!日号干;:

n
H
M

一

cu 

7 

I 

2.90 2.77 

i 

i
i

寸
1

一

丁

ie

稚」特

1
1
4
7
1
4
7
1
4
7斗
寸

|

一

寸

よ

寸

l
一

寸

l
一

.69 

-84-



観測線 尻矢崎 E 線 時期 4 0年 7月2R日→ 月 2R日

備考 魚群.汐白.海光.変色水.急潮.海鳴.其他の異状

稚|特 稚|特

観測定点

i 

-85一



ノ伝 5 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 4 1 f 1 1 12 1 3 14 15 

位置 | N 
40ι32' 。 。 。 h イシ ~ ~ 

E 148"'-00 1 147"-20' 1461>.. 40' 146"-00' 145.Q..30' 145Il...口0' 144.Q..3D' 144"-00 ' 

日 時 分 2817tt h50E 21 h50m 29014 h45m 05h30m 08h48m 12h12m 15h15m 18h40m 

天 候 f r r 。 b C b C b 。
気 温 17.5 15.5 17.5 18.5 19.7 20日 20.3 18.0 

風向風力 S SE 4 SE 3 SSW 2 w 5 NW 4 NW 5 NW 5 WNW 2 

深

住 流

色 5 5 5 5 5 

透 明 度 13m 7m 8m 19m 17m 21m 18m 12m 

波浪.階級 5 :、4 00i/irY 2 3 5 2 2 

ウ ネ p 、室J 5 3 3 2 5 3 

PL採集形式 稚|特 $73S 稚|特筆|⑮ ~I ⑮ 毎|骨 を島 I@ *r;⑭ 
15.fl 14.7 15.3 I""~ 8.5 19.5 19.7 1 5.4 16.6 

1日 そし一一 11t 司
水 1 5.63 1 4.56 I 3.47 18.39 18.70 19.24 16.66 16.37 

50 
守| 再
3.37 2.35 1.fl7 1 2.7 1 12.宇7 12.06 4.29 4.06 

準
1 00 

2.27 1.23 1.2 1 I 1 0.3 fl 10.1 1 9.01 4.22 4.16 

水 91 七l-
1 5日

2.2 7 2.1日! 1.74 9.46 9.38 3.16 2.55 3.2 2 

深

温
200 

2.35 2.55 2.fl5 8.31 7.75 3.5守 2.98 3.12 

300 
r、、 〆由、 2.73 2.A 6 2.73 5.90 6.18 2.71 3.00 3.27 

℃ M 1骨 1可
400 、司〆 、-' 3.05 3.10 3.39 4.94 5.15 4.57 3.21 3.57 

5日日
3.29 3.口5 3.67 4.33 4.50 4.28 3.1 5 3.18 

口 18.0 D 18.01 17.A2 8.A-l-j18.84 18.69 18.08 18.05 

塩 1 0 .04 .02 18日4 .A .:1 .81 .70 .15 .05 

基 50 .28 .24 1 .24 .99 19.05 .94 .36 .41 

素 準 1 00 .34 .29 .34 18.95 .80 .53 .52 

水 150 .3.4 .47 .42 .9 1 .95 .41 .4.:1 .54 

量 深 2日日 .54 .5日 .54 .A 3 .80 .59 .59 .55 

事 、FM』J旬、
300 .63 .73 .58 .73 .69 .6 1 .70 .64 

400 .75 .79 .77 .7円 .77 .84 .8日 .80 

500 .A 3 .A 4 .fl6 .A 3 …L.. .81 .9口 .84 .81 

一一
- 86-



観測Ji線 鮫角 E 線 時期 .i 0年 7月2il日→ 7月5白日

16 17 
備考 魚群.汐目.海光.変色水.急、j朝.海鳴.其他の異状

~ ~ 

1431l....30 I 143"-06 I 
s.t J . サシマー尾来滋

21h55m F&ffh20m 
観測中イカ 1本鈎を行う。スルメイカ 6尾(18-2 0.5cm) 。 r 

12.0， 3 0.0， 31.0仰を探捕ツメイカ 5尾
17.3 17.5 

sえf サシマ来滋約 50尾灯付
s 2 S E 

サンマ来湯 20-3口調約5尾 灯付r:;.t 1 6 
スルメイカ稚仔と思ばれるもの 1尾(M ・L2 cm前後)} 

sえ17 ・ イカ 2 0 -3  0尾浮上 2尾採捕 (M.L2D棚)

7m 8m 

2 2 

2 

⑩ I@議 稚|特

16.6 1 6.4 観測定点

16.38 1 5.55 

性
4.21 8.81 

3.99 3.72 

3.64 6.84 

2.97 5.32 

2.99 3.32 

3.30 3.19 

3.26 3.45 

18.17 17.98 

.17 18.09 

.41 .47 

.5 1 .29 

.49 .72 

.53 .63 

.63 .52 

.7"5 64 

.76 .84 

- 87一



ro. 4 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 18 1 9 2 0 21 22 23 24 25 

位置 I N 40~32' 。 + 。 。 。 。 ~ 

142lL53 ' 1421L40' 142lL 26' 142~13' 14211..00' 141 Q_ 48' 14111..41' 141 a....~ 

「τ 時分 50024 .00m 03h50m 06h45m 07h45m 09h 15m 10h45m 11h25m 12h02m 
天 候 r bC  b C b C b C b C G bC  

気 温 1 9.0 19.5 21.0 22.5 21.0 24.1 25.7 26.5 

風向風力 s 5 sw 2 N NW NW WSW 4 w 4 w 5 

海 深 88m 66m 37m 

海 流

水 色 5 4 5 5 4 7 

透 明 度 11m 12m 20m 20m 16m 13m 12m 4m 

波浪.階級 5 2 ca.8n 2 5 4 

ク ネ リ 、3 2 5 

PL採集形式 寄与|⑧ 稚|特 ⑮|⑮ 稚|特 ⑩|⑮ 稚|特 稚|特 稚|特。18.4 18.4 1 7.0 1 8.2 1 7.8 1 9.9 19.0 1 9.1 

1口
水 1 8.32 18.42 1 5.79 16.1 3 15.39 17.98 1 8.47 18.55 

基
50 
13.80 ! 14.25 1 0.1 3 10.46 1 3.00 16.41 

準
100 

1 0.0 1 9.48 8.53 9.1 1 i 11.35 
水 21 
1 50 

6.55 7.04 る.12 6.53 9.17 

深

温
200 

6.12 6.02 6.1 4 5.63 

30 0 
r、，...... 2.95 6.1 1 6.15 4.53 

℃ M 
400 、_"、、"' 2.29 3.19 3.25 2.40 

500 
3.1 0 3.03 2.33 2.8 1 

。1 8.62 18.64 18.19 1 8.3 3 18. 13 1 8.60 18.60 18.17 
塩 1 0 .58 .68 .36 .31 .25 .64 62 36 

基 50 .93 .89 .66 .77 .89 .67 71 

素 準 1 00 .83 .80 .74 .80 .84 

水 150 .68 .68 .6.4 .64 .78 

量 i深 200 .69 .68 .70 .66 

客 r、Mh，、， 
300 .62 .73 .70 

400 .55 .56 .54 .51i 

500 .70 .63 .55 .62 

-88-



観測線 鮫角 E 線 時期 4 0年 7月30日→ 月30日

備考 魚群.汐目.海光.変色水.急瀬.海鳴.其他の異状

gえ18 サシマ 2Ocm位， 5-る尾瀞泳

s.t 2 2 附近ゴシドワ鯨群約 20-3 0 l黄燐泳

‘ー

稚|特 稚|特

観測定点

- 89-



~1 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 25 24 23 22 2 1 20 19 18 

位置 | N 40ι32' '" 
。
'" 
。 。 ゐ '" 

E 141"-36' 141ll..41， 141ll..48' 142'"-00' 142'"-13' 142"-26' 142!L40' 14内~I
日 時 分 24

d0740 081 2 0852 。955 1 1 2 5 1 250 1445 1 61 0 
- 0748 -0820 -0858 -1017 -1 15日 -1344 -1509 『・1650

天 候 b b b b b b b G bC  

気 温 25.0 26.5 24.5 23.5 24.0 24.5 23.0 23.0 

風向風力 w 5 w 5 w 2 w 2 E s 2 s 5 s 5 

海 湊 38m 66m 93 19日 760 

海 流

水 色 4 4 4 5 4 5 5 き

透 明 度 9m 1 6 1 6 15 1 6 16 13 16 

波浪.階級 2 2 2 2 1 2 2 5 

ウ ネ 日 1 1 2 1 z 2 2 

PL採集形式 稚 I~寺 稚|特 稚 I4寺 命 I~ 稚 I4寺 ~I ⑮ 後|特 *I@ 。2之5 22.3 22.3 22.4 22.9 23.7 21.6 2 1. 0 

10 
1 8 

水 21.06 21.9 1 22.22 20.84 21.30 21.17 20.00 19.69 

基 p 
50 

1 8.29 18.82 1 7.66 1 7.55 16.07 1 0.41 6.88 

理事 G G 
100 

1 5.1 7 1 3.75 12.82 4.1 0 8.60 

水
150 

1 2.54 12.99 1 1.4 6 2.30 6.24 

深
200 

混 9.97 8.9 1 4.78 4.69 

300 
F、、 〆'司、 5.42 2.97 2.79 3.0 6 

℃ M 

、-' 、-'
400 

2.40 2.88 3.13 3.22 

5日O
3.1 4 3.32 3.30 

。1 7.8 5 1 8.62 1 8.63 18.67 i 18.74 1 8.78 1 8.54 
塩 1 0 1 8.66 .6 1 .69 .68 .76 .75 .32 .52 

50 .86 .88 .8 2 .93 .8 1 .28 .98 

素 準 1 00 .89 .85i .8 3 .3 2 

7.k 1 50 .9 1 .78 .88 .53 .63 

量 深 20口 .83 .78 .58 .58 

，、弘J h 、、
f、M-、J 
30日 .62 .49 .55 

400 .55 .58 .65 

50 0 .70 .76 

ーヲ 0ー



観測線 鮫角 E 線 時期 40$  8月24日→ 8月2.4日

17 1 6 
魚群.汐呂.海光.変色水.急、潮.海鳴.其他の異状。 備考。

143c..._06' 143c..._32 ， 
o S.:t 23とs.:t2 2の閉でイワν群を認める1750 2025 

-1822 -2100 o 4日032'N， 142"-12' E~付近でイワ νのハネ群につくマツコク鯨 4-5 頭
bC  b C 

を認める。
22.5 23.0 

SE 5 s 5 

19 

5 3 

2 

稚|特 ⑮|⑮ 
21.9 21.4 観測定点

l 」 i 
16.9.2 1 R9 7 

8.85 10.55 

7.03 6.04 

5.28 3.54 

2.99 1.8 3 

2.89 2.32 

3.20 2.87 

3.23 3.29 

1 8.58 1 8.4 4 

.45 .54 

.63 .82 

.7 4 .6 1 

.83 .53 

.2 1 .47 

.54 .55 

.70 .67 

.62 ~ 
-91一



Ao: 2 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 1 5 14 1 3 1.2 11 10' 1 0 ? 

位置 | N 
40Q_32' 。 ~ 。 今 41.0... 00' 41lL25' ~ 

E 144CLOO' 144lL30' 145J;LelO' 145Q__ 30' 146"-00' 146~'_ 00' ~ 145"-20' 

日 時 分 2310 25d 0135 日420 0735 1 00 G 1 320 1630 1 92 5 
-2350 -0227 -0525 -0815 -1033 -1400 -1706 -2000 

天 候 。 b bC  r r 。 C r 

気 温 23.0 23.5 23.0 22.5 22.口 22.5 22.0 19.0 

風向風力 8 5 S 4 SW 4 sw 4 SW 3 SSW 3 SSW 4 WNW 4 

海 深

海 流

l水 色 4 4 5 5 5 

透明度 16 I 15|15  I 16 I 14 I 13 

波 3 I 3 

ウ 3 I 2 

PL ⑨ I fj' ~，⑮ 

11 5 1 110 

I ~ I I ~ 

! ，1_ ~ I ) r: I " ，: 
9.5 3 i ~. 1 8 
Gi-T ~ 
7.57 I 1.3 5 

f20Ti20 
温 3.80 I 1. 4 1 

30 0 
f、〆ー、 4.7 6 2.85 3.32 4.9 1 2.34 2.86 1.75 1.89 

。C M 
、._; 、-'

400 
2.96 2.95 3.16 3.94 3.20 3.06 2. 1 2 2.45 

500 
3.1 9 3.17 3.00 3.75 3.15 3.1 6 ~. 25 2.93 

。1 8.75 1 8.42 18.31 1 8.08 I 1 a 12 17.92 18.49 18.日3
塩 1 0 .26 .98 i 32 .08 .27 98 .48 .08 

基 5 0 19.08 19.07 28 .80 .24 18.22 .守五 .28 

素 準 1 0 0 18守4 8?5J 39 .65 i .35 .29 .79 .42 

水 15 0 .82 .84 54 .55 .35 .43 .76 

量 深 200 .62 .65 49 .52 .51 .08 .54 .44 

3 M、
3 00 .64 .57 62 .74 .63 .も守 .49 .52 

、、J
400 .62 .64 71 .76 .78 .77 .59 .58 

50 0 .77 .76 78 .83 .82 .75 .76 

一宇2…



観測線 脅す角 E線及び尻屋E線 時期 40年 8月24日→ B月 日

8 7 「。 備考 魚群.汐日 .f毎光.変色水.急、潮.海鳴.J主他の異状
4シ

144Q_40' 144Q...00' 
s..t 1 3 附近一帯烏群#， ，) 

J355 o 6日日
26i-0 035 -0645 s..t ? スルメイカ，サシマ数尾灯につく
C b C 

1守.5 18.5 

WSW 6 WNW 5 

5 

1日

5 4 

4 5 

⑮I (⑤ ⑮|⑮ 
21.1 1 9.4 観測定点

1 1 
2 1. 1 1 1 9.33 

5田守 5 3.65 

1.05 5.02 

2.65 5.1 6 

〆

2.59 4.54 

3.12 3.23 

3.22 3.07 

3.25 3.28 

1 7.98 1 8.1 3 

98 .1 3 

1 8.23 .42 

.28 .43 

.43 .62 

.55 .60 

.68 .63 

.78 .76 

.83 .82 

- 93一



Ko: 3 観測定点 青森県水産試験場

観測定点 6 5 4 5 2 

N 41 ()._ 25 ' 。 4シ 4与

位置 E 143Q_  30' 143.c...00' 142Q....40' 142"-20 ' 

日時分 o 825 1 1 05 1 330 1 630 
四回0900 -1140 司 -1403 -1710 

天候 b b b b C 

気温 18.0 19.0 20.0 21.0 

嵐向風力 WNW 5 WNW 5 WNW 6 WNW 6 

5 5 4 4 

透明度 13 1 0 

波浪.階級 4 5 I 5 i 5 ! 5 5 

ウネリ 主 4 I 4 I 4 i 4 2 

PL採集形式 骨量|③ 稚|特 稚|特 稚|特
。16.4 20.0 

氷 10 
13.65 13.74 I 21.00 I 21.71 I 22.03 20.5 1 

10  基
50 

3.9口 5.14 8.23 1 8.72 21.60 20.81 

準
1 00 

3.81 2.42 1 4.9 1 i 1 5.1 4 I 15.86 17.4 7 
水 iク
150 

2.84 3.41 1日.82 1 4.79 12.63 14.25 

深

温
200 

2.05 2.1 1 7.66 1 1.74 10.1 1 11.45 

300 
，画、 r旬、 3.1 7 2.76 3.4 8 6.42 1.68 5.35 

℃ M 
400 、._" 、.../

3.51 3.20 2.98 3.99 3.00 2.61 1 

500 
3.65 3.20 3.26 2.8守 3 i 3 3.25 

日 12 09 18.1 E 18.76 18.77 118.73 18.48 

塩 10 18.ん4 .13十1一 .78 .75 I ・74 I .61 
基 50 .48 .34 I .85 .83 ! .78 .74 

素 f隼 1 1) 0 .52 .34 .守司

トiZ4 川 L一二?
水 .88 .92 1 5日 .118 .53 .92 

量 深 200 .51 .48 .74 18.92 j .83 .守口

300 .66 .58 .57 .63 

400 .76 .70 .58 .57 I .54 .61 

500 .11 4 .77 -651 .68 

-9.1-



観測線 尻屋 E 線 時期 4 0年 8月26日→ 8月26日
， 

備考 魚群.汐[:j.海光.変性水.急、潮.海鳴.其他の異状
」

sえ 2 サシマ 20 - 3 0尾(25-28cm位)作業灯につく

Sえ f サシマ灯に付く 20- 30尾 (25-3ocm)

稚|特 稚|特

観測定点

-9 5一



Aii. 1 観測機関名 芳元柔県水産試験場

観測定点 2 5 4 5 ι 7 8 

N 41Q_25' 。 ~ 今 。 今 。 ク

位置
E 141CL40' 142ι00' 142.CL 20' 142.CL40' 143CLOO' I 143CL30' 144.<L 00 I 144CL40' 

IB 時 分 2164 hO 18h35m 20h 40m 22h38m 00h4Dー一Z一一寸10ー3h45m 
06h10m 10hOOm 

16h05m 
天 候 b b b b b b も 1コ

気 湿 2 1. 0 2 O.日 2日.0 20.0 18.0 18.0 1 6.5 1 9.0 

風向風力 SW 2 SE 2 SE 2 s 5 S 2 S 2 s s 5 

海 深

茂一-2 ι 7 5 

透 明 度 12 8 14 

波浪.階級 1 2 

ウ ネ リ

PL採集形式⑩ i⑮ 稚|特 ~1事 稚 i特 @-r~ ~⑧ ⑮|⑮ *I@l 。20.7 20.4 20.7 2 1. 5 18.5 19.3 15.4 16.6 

民 P 

1可
1 0 

水 20.61 20.43 20.65 20.44 18.53 19.41 15.24 15.74 

基
50 
20.42 1 9.95 20.05 19.07 17.37 14.76 5.54 2.86 

準
1 00 

17.1 8 16.20 13.80 1 3.84 1 3.30 4.32 2.92 2.43 

水 91 司
1 50 

12.65 1 2.60 1 1.43 10.87 9.36 2.75 3.05 3.11 

深 町
200 

温 6.20 8.63 6.53 5.64 4.26 3.05 3.02 2.67 

300 
15l 

，...、 ，町、 3.3 1 4.33 3.59 3.36 2.85 2.4 8 2.18 3.17 

℃ M 51 I 
400 

、--' 、--' 3.06 3.01 2.69 3.44 3.18 3.08 2.94 3.32 

500 
五斗

3.26 3.19 1s 0.6 3.2 1 3.35 3.26 3.16 3.25 

。1 8.79 1 8.82 18.80 1 8.78 1 8.76 18.72 18.39 18.25 
塩 1 0 . '30 .82 .79 .79 : .76 .72 .39 .25 

基 50 .8 1 .8 i .79 .9む .75 .60 .47 .39 

素 準 100 .9 S .97 1 9.04 1 9.0 1 1 9.04 .56 .49 .50 

水 150 19.00 19.0 1 18.95 1 8.98 18.89 .55 .58 'o 2 

量 深 200 18.75 1 8.77 .7 "3 .65 I .70 .55 .59 .62 

きM、
300 .65 .61 .59 .64 .67 .62 .59 .75 

、ー〆 400 .75 .65 '65 .75 .76 .72 .73 .95 

500 .90 .77 .75 .82 i .81 .84 .73 .95 

-96-



観測j線 尻矢崎 E 線 時期 4日年 ?月 21 B→ 月22日

9. 1 0 ' 
備考 魚群.汐目.海光.変色水.急i潮.海月号.其他の異状

~ 。
145ι20' 146Q__ 00 1 

13h50m 17 h25m 

b b 

20.0 1 7.0 

sw 2 sw 2 

6 

12 

1 

争|⑮ 者島 I@ J 
1 6.2 16.9 観測定点

1 7.7 3 16.57 

1 3.02 1 1. 5 7 

B • T観測 日-30 0 m 

6.21 5.09 観測点番号 sえ 5 5. 7. 9. 10. 

4.68 もιι

3.1 8 2.59 

2.61 2.03 

2.99 1.96 

3.35 

18.7 2 1 8.6 2 

.70 

.80 .84 

.74 .6 .( 

.6ι .56 

.60 .59 

.63 .60 

.73 .65 

.80 .72 

一97一



町古計五:;1114;;口口 l14;;:;:
正一瓦一瓦副Î--;~山h日20m叶I 23日h2口 E川12~払ιnnm刊 l
主Lι一候I f I b I b - I b I-b ~ -:-~--b o'-! .b Cコ二~C I 
2気温I 1 6 I 1 7 I 1 6. 5 I 1 7.5 I 1 9じ! 2 3. 5 I 2 2.0 I 
1J!ill向風力I S 2 I SW 2 I sW 2 I sw 2 IS 2!S  218  3 I S 8 

一一 i-i一一一 l
fiI I 1. ..1 1-「

や色i I I I 4 I 4 17 

= |@ie|辱j
7; '~I' I ~江主j: ~.t 

当

1坦fEEf5

ro. 2 観測機関~ 青森県水産試 E霊場

15.6 

1 00 
4.72 

水
1 50 

深

3.0 7 2.21 i 1.58 5.95 5.3 

331 

2.56 2.31 1. 6 1 4.99 3.7守 267 

司 10 i 

2.85 3.02 2.43 3.39 

吐 吐 ~ 1可 t
刊|

温
200 

300 
r--. I〆ヘ

'0 I M 
、_， I、_， 400 

ト二;iil;↓iJJ;
一
jJi;;;;山:;11:;

素lii一社与三十4-こitEi二三
重izl;::( :;;| ::;トト→引:;汁 : 
~Igr;:;| :;;| :;:[プ芸戸川 :;:| :;; 

塩

。。。，

7 

8 6 

I : 1「
?fi言語 I~I ⑮ 

2 

81 
16.8 15.8 

1 5.35 1 5.52 

1 1. 50 1 3.84 

1可
9.80 9.55 

1 21 

4.25 6.03 

4.44 4.43 

2.59 3.01 

2.73 3.08 

3.27 3.35 

18.76 18.75 

.75 .65 

.9 5 .01 

.83 .83 

.67 .82 

.64 .66 

.63 .6日

.69 .63 

.白5 .7'5 

4 6 

7.9口

引
」



観測線 鮫角 E 線 時期 40年?月 22日→ 月 臼

18 19 

i -11420-53' 

備考 魚群.汐目.海光.変色水.急潮.海月号.其他の異状
イシ

142"--40' 

18h45m 20h20m 

b b C 

18.5 18.0 

S SW 3 s 5 

2 2 

2 

硬骨 |⑮ 争 14融
17.7 17.5 観測定点

17.42 1 6.3 1 

1 1.15 8.89 

B • T観測 。-30 0 m 
1日21 7.55 観測点番号 1 1. 1 3. 15 17. 19. 

6.68 5.18 

5.39 3.75 

4.9 0 4.52 

2.52 4.52 

3.25 2.85 

18.39 1 8.39 

.38 .39 

.65 .56 

.9 4 .75 

，70 .66 

.65 .55 

.75 .73 

.60 .78 

.75 .86 

一99一



Mi: 3 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 20 2 1 22 23 24 25 

N 40"--32' 。 。 ~ ~ ク

位置
E 142Q....26' 142Q_ 13' 142-"-00' 141~48' 141<1..38' 141:<-'36' 

日 時 分 22514 h50血 23h30m 
24ci 02h25m 03hOO I!l I 03 h35 m 
01hOOm 

天 候 b b も b b b 

気 温 1 7.0 17.5 19.0 19.0 1 9.口 19.日

風向嵐力 S 4 S 2 s 2 w 5 sw 2 W 2 

海 深

海 流

「京一一 色

透 明 度

波浪.階級 2 1 

1品 tjウ ネ リ 1 1 I ;: I 1 

PL採集形式 番多 i@ 稚|特 巷 1~~lfítl~! if1i; 1 特 稚|符 稚|特 稚|特i
日 1 6.7 17.5 19.0 20.6 20.4 、 9~6 

yj 
10 

水 1 6.60 17.22 1 8.93 20.57 20.46 1 9.23 

基
5日

9.94 9.62 1 6.30 17.55 18.72 

準
1 00 

4.1 9 4.29 18.03 

水
1 5日

3.88 4.08 1 4.52 

深

温
200 

3.39 3.19 

300 
，‘、 ，画、 4.51 2.90 

℃ M 

、ー' 、.J
400 

4.15 3.52 

500 
3.57 3.33 

日 18.09 18.39 18.69 18.73 I 18.58 

塩 10 .29 .42 i .69 .72 .60 

基 50 .67 .72 .76 .80 

水 準 1日日 .54 .51 1 .60 

水 150 .53 .55 .54 

素 深 200 .53 .56 

る
，M 岡、 300 .66 .60 

一、ー〆 400 .77 .75 

500 .79 .83 
引孟草

- 100-



観測線 鮫角 E 線 時期 4日年 月 日→ 9月24臼

備考 魚群.汐自.海光.変色水.急、湖.海q~ .其他の異状

稚|特 稚|特

観測定点

」

B • T観測 0-300m 

観狽li点番号 sえ 21 

」

- 101ー



観測機関名 青森県水産試験場

2 3 A 
--t-一一一

111"-25' 。 。 ゐ

141IL40' 142"-00' 142"-20' 142"-110' 

12hrHd1188055 0 2005 E 22 1口A 1~5r¢D01 025 
-203 -2245 。。

b 1コ b b 

1 6.0 16.0 15.0 1 6.0 

Ai. 1 

涯一一一 深I I I I I ~I__- __ 
Z-笠
山~ ~;l; 

出:JJ

164 6 I 1 1. 7 3 i 1 0.4 3 I 仁 34「百三可子59T- 2~51l 

水ヘI1 5げ5口」11一;百;(i:;:::一「川一t
に 1 Iご

分

候

5 7 8 ι 
。 ~ ~ ィー

rtヨ:1110

深

温
200 

300 
，......、 "...、、

℃ M 

、、--' 、句ノ 400 

500 

一 。
塩 10 

基 50 

素 準 1日日

水 1 50 

量 深 200 

，」執F『J、 M、
、、J

叫
500 

6.27 8.22 

3.23 4.38 

3.63 2.87 

3.50 3.34 

8.82 18.82 I 
.' 7 

.79 .87 1 

.85 .93 

.85 .93 

.62 .76 

.52 .56 I 

.68 

.76 .72 

18.63 I 18.よ寸マE71

11古1

5.65 4.4口

2.57 2.87 

2，58 2.83 

3.22 2.87 

.63 

.52 

.65 才汀
- 1 02-

3.36 3.60 

2.7 6 3.02 

3.42 3.22 

3.0 1 山
一
い
日

E
W

エ二'
3.61 

L 
3.35 

18，74 1 8.28 

.72 .27 

.6口 .52 .65 

18.34 

.40 

・80

.80 

.64 

才| .82 

.79 

.74 



観測線 尻失 E 線 時期 4 0年 10月 12日→ 10月 13日

ヲ 1 0 

ク
備考 魚群.汐目.海光.変色水.急、潮.海鳴.其他の異状

今

145"-20' 146"-00' 

151 0 1 820 
-1543 -1900 
bC 。
1 3.5 13.8 

ssw 4 ssw 4 

4 4 

17 10 

5 5 

2 

~I ⑮ 争|⑮
14.7 15.1 観測定点

n16 !寸一 」
14.62 14.81 

13..4 6 13.79 

5.95 3.80 

4.81 2.31 

4.02 2.18 

3.00 1.9日

3.72 2.1 2 

3.46 2.41 

18.37 18.59 

.33 .55 

.47 .57 

.62 .52 

.59 .48 

.55 .42 

.57 .53 

.72 .54 

.76 .67 

- 103一



.Mi. 2 

位置
E 

日時分

天候

l竺一一一塁
風向風力

海深

海流

水色

透明度

波浪.階級

ヲネリ

P L採集形式

準

深

混

(

M

)

 

(

む

)

塩

観測機関名 青森県水産試験場

1 0' 1 1 1 2 13 14 15 1 6 17 

41ι 口口' 40"-31' ~ ゐ h 。 ク ク

146ι 凹 t 146ι00' 1450....30' 1450....日日『 144"-30' 144"-00' 143♀・30' 143"-06' 

21 35 1 trL 0000 0335 0630 0935 1 245 1 600 1 805 
-2158 角-0140 -0408 四回0710 両国101 5 -1325 -1640 -1827 

C C C 。 。 C 。 r 

1 3.5 14.0 1 3.5 14.2 15.0 1 5.5 18.0 17.5 

ssw 3 S 5 S 4 S 5 s 5 S 5 s ι S ι 

5 4 

111: 
を竺T性舎
二目 Tに町社fEL宝
11  3.8 2 I 1 O. 2?! ;S.3 3 I 7.0什

水|1J百三「 1i 

JI1;jjjl;ii 
素iil:::|::;i :;1 121ι三日ムヨi
量|深 L~oo! ・~j ・52!一二三一-11L-J竺
到官13001 ・54 1 ・56! ・75FtiJ1

1;::!:;:l:;;|云Jt剖

1 0 

200 

3 0 0 

40 0 

5日日

5 5 

16 

4 4 5 

4 4 5 

争|⑮ を島I@ 稚!特
14.4 1 8.1 17.3 

120 ， 7 
1 3.98 1 8.1 1 1 7.1 3 

1 3. 1 9 I 1 8. 1 5 1 7.1 5 

3.42 1 6.1 0 1 3.2 1 

1 ~ I 
2.87 

寸石
3.01 4.61 8.40 

I ~ I 
3.56 2.45 4.54 

ι 
3.38 2.83 3.7 5 

下~I
3.4 7 ! 3.07 3.92 

18.35 1 8.98 1 'h.0 8 

.33 .8'9' 1 9.1日

.32 .94 .06 

.38 1 9.1 0 .1 3 

.59 .02 1 8.94 

.68 18.54 .79 

.80 .62 .59 

.84 .96 

.821 .54 

- 1 04-



観測線 鮫角 E 線 時期 4 0年 10月 13日→ 10月 14目

18 19 
備考 魚群.汐自.海光.変そそ水.急潮.海鳴.其他の異状

イシ イシ

142~531 142~40 I 

1925 21 00 
荒天の為 s j: 19で中止凪次第観測予定

-1955 角-2125

r T 

17.5 17.3 

g 5 S 6 

指

5 5 

5 5 

⑨|⑮ 稚|特
1 6.3 15.5 観測定点

」
16.39 15.60 

1 6.25 14.70 

12.48 12.29 

1 0.25 7.35 

7.00 6.10 

4.35 3.57 

3.4日 2.79 

3.53 3.64 

18.67 18.5 4 

.69 .56 

.69 .49 

.70 .94 

.94 .69 

.73 .74 

.60 .59 

.66 .57 

.75 .67 

- 105一



Al 3 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 25 24 23 22 21 20 

N <10ι32' ゐ 。 。 。 ~ 

位置
E 141.Q... 38' 141.Q...48' 142.Q... 00' 142Q...13' 142Q...26' 1<11Q_  36' 

日 時 分 1814 4h15m 14h50m 15h50m 17h10m 18h55m 20h40m 

天 候 b b b C 。 c 。
気 温 1 6.0 16.5 16.0 15.0 1 <1.お 1 <1.0 

風向風力 ESE 1 ESE 1 ESE 2 ESE 1 ESE 2 ESE 2 

海 深 35 65 85 195 

l予 流

色 色 4 4 

透 明 度 16 15 16 

波浪.階級 1 

ク ネ リ 2 2 2 2 2 2 

PL採集形式 稚|特 稚|特 稚|特 * 181稚|特 ~I@ 稚 I特 稚|特
ロ 16.9 1 7.9 1 7.0 16.7 1 6.1・ 16.6 

1 0 
水 17.39 18.07 1 8.09 17.07 16.56 1 6.9 1 

基
20 
17.39 17.97 17.95 17.05 16.28 16.78 

準
30 

1 7. 0 5 I 1 6.2 8 17.58 17.92 17.85 16.77 

水
50 

17.77 17.78 1 6.4 6 i 1 5. 3 8 15.46 

深 T 7 [J 
温 17.78 14.64 1 1.3 C 9.84 

1 00 
I 

r、，問、 13.09 9.2 6 6.98 

℃ M 
15口

、-' 、旬J 9.48 7.05 

20口
可

6.7 9 5.03 

。 18.80 18.77 18.75 18.69 

塩 1 0 18.61 .79 .70 .75 .69 

基 20 .69 .79 .76 .67 .68 

素 準 30 .79 .78 .63 .58 .69 

水 50 .79 .77 .82 .80 

量 深 75 .67 .8 1 

3 、，M，-、" 
100 .83 

150 .85 

200 .68 

- 106一



観測線 鮫角 E 線 時期 40年 10月18日→ 月 日

備考 魚群.汐目.海光.変色水.急潮.海鳴.其他の異状

稚|特 稚|特

観測定点 21 20 

300 4.11 3.49 

300 18.62 ! 

太平洋沖合定線海洋賜測 10月分を 10月 12から 14日まで行いましたが，

荒天のため， S T 1 9で中止. ST20-ST25を欠損Ijしたので，残りの分

を行いました。

都合に土り観測層は沿岸定線の指定層に上り行いました。

水温測定値は更正済。

- 107-



Ai. 1 観測機関名 青森県水産試験場

観

位置

4 5 I 6 1 1  6' 
h |ク 41"-.00'

142Q....40' 

干すすすー
-1220 。

143 Q.... oo'i庁石"-3D'丁一一 143"-30' 

仔 ττ-勺討す一一十一一一一寸万450

天

気 温I1 3.0 I 
風向風力ISW 3 I SW  3 I S1f 3 I S SW  4 
海 深一

海 流

SW l.十よτ十二恒三d
iι+-~ 

ト示 … 131 I I - 5 I 6 I 

透明度|一一! -LJLL17」」
波浪.階級i 2 i 2 j E ! 5 

云長dE;64石「計可葱一石ト訂-h
l D I 1乙」-11」乙JJJ4-」」三
~王「寸寸-JL二王手 1 15

水

基ー 「τ

二「Ilj i i ク | !ーパ-! ク 1 1 ~ 
2I  1 4. 7 1 I 1 4.8川 14.35 1 1 0.7 5 I 

水 j-10'0F， 41J i1日一三三十E干主

準

123 1 127 I 127 1 116 1寸I7
4 1 1 4口8 1 1 4.55 1 1 2日目 | 

深

温
150 

|ク I I lj I I ~ I IクI Iク
21  13.75 I 12.05 I 9.06 I 

|ク I I lj I Iタ I Iク I I lj 
534 1 4.92 1 4.86 1 4.02 1 

20日

~I~ 
、./1'-ノ 300 

L斗_JI I I I I I 

重工霊

11 4 

上乙

在
住i
下E

pi  

土

ii 

18.95 1 8. 9 6 I 1 8.9 3 18.9守 ;1878 11B531 
塩| .'11 .84 ! .79 .79 .54 

基 25 .94 .84 I .8 ，~ .81 ナ1ー .84 ! .54 

素!準 50 .78 I .78 .75 i • i 6 i .53 
水 1 00 .88 .8 6 i .74 .861 .881 .50 

量 深 1 50 .86 .84 .8 6 : .62 

3 M 
200 .80 .94 I .88 ! i821 .91 .68 

300 .64 .74 I .72 .57 

- 108一

3 

稚1特|手~I 特

m 

T 

T 

FJZ 
E 

J三

E 

r 
E 

18.86 

.80 

.91 

.93 

.83 

.78 

.73 

.63 



観測線 尻屋 E 線 時期 40舞 11月 19 B→ 月 日

備考 魚群.汐日.海光.変色水.会、潮.海q~ .其他の嬰状

稚|特 稚|特

観測定点

1 

-109 -



Ai. 2 観測機関名 青森県水産試験場

今 。 ~ 

位置

1 6 

40"-32' 

1 7 

0 

18 1守 20 観

; 4位て2てγ:

温 I I I 9'0 I 9 I8  8 I 8 

i風向風力IW 41W 31W  41W 41 W 寸「7下五日 I NW 3 
深I I I I 

，.--------:一一-1140m! ぺ

えI I I I 1 斗一一L_ _j 

分晴義
143"--06' -

H
3

一m
h
J
R

エ

一山一日

3-

E

、
-
R
J

ぇ=

ι
一冶

2
一
b

n
一h
~

一候 b 

0035 
四回日日5
b 

___l_ __j 
3 I 2 1 

3 I 3 I 2 

i特鯵|骨|稚|特
3. 7 I 1 4. 2 I 1 4. 6 

I~ l__L 117 I 112 
3. 8 6 I 1 4. 1 7 I 1 4.5 d 

|!ク I ~ I I ~ 
3. 9 0 I 1 d. 2 0 I 1 4. 6 4 

1ク I~ I I ~ 
3.9 d I 1 4. 1 7 I 1 4.6 5 

I i Iク 1

深
1 50 

温 1 1.1 5 1 1.62 1 1.8 4 14.09 1 1.9 1 1 3.1 2 

200 
r司、 """、 9.95 10.5 7 10.52 10.29 1 0.57 I 1 1.1 7 
℃ M 1 ~ I 300 、-' 、胸J 5.90 9.23 9.75 9.32 8目66 6.38 

:;;:工
1 8. 7 8 I 1 8. 9 7 I石7io

寸二三
E

ニ

L

ヱ
jアム間三二五二了一i「

L

1880 1a円

18.84 

塩

89 I .7 d

十一て王
77

子
8 
9 

.79 I .78 .78 

基「
←一一一一一一一一

.87 I .88 .78 ・76 .79 

素 準 50 

190'149M 

.79 

水 1 00 .口 7 1 .08 I .89 

竺亡tt851 75 量 深 150 18.71 118.94 I .95 'i 5 i .31 I .79 

3 〆M目、
200 .89 I .96 19.05 ! .94 I .93 

..._， 
300 -8?fFF718ヲ5i

- 11 0ー



観測線 鮫角 E 線 時期 4 0年 11月 18白→ 月19日

24 25 

今 ~ 
備考 魚群.汐自.海光.変色7}(.急潮.海鳴.其イ也の異状

141.Q..41' 141 Q... 36' i 

1 515 1 405 
-1 525 -1420 

b b 

仁芹王子 1日

NW 4 

3 4 

~~ 5 

1 2 

2 

稚|特 稚し笠
14.3 1 2.3 観測定点 二日 l

1 4.34 13.43 
ート一一一一一

14.38 13.80 

1 4.1 6 

18.75 1 8.44 

.73 .64 

.72 .69 

.70 

- 1 1 1ー



Aii. 1 観測機関名 青森県水産試験場

観測定点 24 23 22 21 20 19 18 

N 4伊-32' ク ク 今 。 -'/ -'/ 

位価
E 141Q....41' 141.IL48' 142.IL 00' 1420ー守3' 142Q__26' 142Q_ 40' 142.IL 53 ' 

日 時 分 12・-n14 
0.00 
00.48 02.1 0 03.55 07.20 

天 f長 C 。 C C C C C 

気 温 0.0 0.0 0.1 0.2 0.2 4.0 6.5 

風向風 カ WNW 3 WNW 3 WNW 4 NW 4 I KW 4 SW 5 WSW 1 

}Z 深 6日 82 192 

流

水 色 4 4 

透 日月 度 15 18 

波浪.階級 2 5 4 4 4 4 2 

ウ ネ リ 3 3 E 3 5 5 5 

PL採集形式 稚|特 稚|特 稚1特 容i⑫ 稚|特 I@ I~号 稚|特 @!I@ 
。 1 2.1 12.0 11.9 12.5 1 2.6 12.7 13.0 

水
1 0 

12.29 13.06 12.7 2 12.72 1 3.1 0 

基
20 

12.36 12.50 11.54 1 2.57 12.58 12.99 13.21 

準 可
30 

12.38 12.58 12.21 12.58 1 1.8 6 1 3.09 13.37 

水
50 

12.28 12.56 12.24 12.47 1 1. 6 7 1 3.1 1 1 3.30 

深 オ
75 

温 12.57 1 2.3 1 1 2.27 1 1.7 2 13.00 13.30 

1 0 0 
F、、 〆園、 1 2.28 10.5 5 9.70 1 1. 83 12.58 

℃ M I 
1 50 、--' 、、J 1 0.1 5 1 0.1 1 9.61 10.97 1 1. 08 

2 00 
呂、61 6.15 7.7 2 7.55 

。 18.75 18.7 <1 18.74 ! 18.92 1 8.86 18.87 1 8.8 8 

塩 1 0 .77 I .75 .75 .85 .85 .86 

基 20 .63 .75 .80 .84 .83 .93 

素 準 30 .74 .66 .81 .82 .85 .85 

水 50 .81 .73 .73 I .78 .80 .85 .87 

量 深 7 5 .75 .75 i .78 .79 .86 .86 

、〆曲同j、
、Mー〆
1 00 .67 .69 .87 .81 

15 0 .77 .67 .65 .81 .75 

200 .82 .66 .67 .67 

- 112一



つ3
4
1
 
γ' 

4 0年 12月1<1日→時期線E 角鮫

t 

- 11:，-



観測定点 5 4 1 5 ! 2 
N I 1 41"-25' 1 ~ 1 ~ I ~ I 

{立費 官1 1432-00'11422...40' 1 142<L20' I 14，2 "-00' 

日 時 分1 I 1 4日o 11100 1191日 2 O? 0 ! 一仁J内】14251 -叶 720 内叶 93日 『-211 4' i 

稚|持拡l特稚i特
ーー一寸

~LT~i ! 23 I I i 1 I I 

I r ， f I 

i126211249 同ナ12.94 

水:;0I 1-r 14[ T ~ 81251I_.L__L_  l 
深 I I 14!i 18125「 251i!|li L-
751i  

温 i12.5 6 1 1 2.66 J 1 2.46 I 13.07 I 1 
1 00!  1 1 4l _ L 1 81 I 2 01251!11  

D 1M 1 150I  1 • 51 r 19|221 I 2 51 _LL_j_ ¥ 1 
'-' r '-./1  2.5 1 I 1 2. 1 7 I 1 1.7 3 I 1 2.4 4 ! ! 

1 1 ; 51 [1 9[ 1 221 I 251 __L j_ I [ 1 [ 200 
i l ifT4A10229.8o I 9.80! 

I 1 0 !-「1877i 187BiE 』!
i1B!J  YU771r-!  
基 20 I ! トー ".v'-'

準 j-:5 (訂一一寸 l 1 .77 一:，5:~- I I 

青森県水産試験場観測機関名2 ;fo. 

! 150 i ・75 ε口 j ミ寸
一『ーーナーー一一一一一一寸

200 .75 .83 .62 

一_1: "1ー』• ， -

水

深

(
M」

糸

量

寵

)



観測線 尻屋 E 線 時期 4 0年 12月 148→ 月 日

一寸

備考 魚群.汐目.海~.変色水.急務.海鳴.其他の異状
一一一一

s.t 6'.6.1は荒天の為中止

ド|
ト一一切

稚|特 稚|

観測定点 5 4 5 2 

300 宇37 5.73 522 358 

300 18.88 18.6凸 18.60 

一

h 

j 
J

寸
h
H
寸けげ

- 115一



必 1 観測機関名 青森娯.水産 ~j.~ 殿場

i 22 i 

1415;1ム…制
i1813118.4 6 I 1 9.5 0 1 
i c; っ j C 

!W 2汁 57777777
円 i88 I コ二一 一i γ一一ー : 一一一一一一一

!.， __  __  _，__ _ ___J~__ ____; 
一一一ー「一一一一一一一一一一-.-一一一千ーー一一一一一一一司

一一一一一一一一一一一ー←一一
議 j宇Ej業;三!発Jιf守;会 i袴!稚i

.6 : 7.5 1 8. 
げ 4 l I 5 i t 

L772J4ιは
;ーア刊寸寸守丁つ

i 7. ，~.:; i 7.ろ2

， 1与;1 4 

τ ごち _T_ 7 J ! 

一一→γ-61 う~ 1.: i 

I. 6? ヲる2 ! 

;一一;江]一;玉三

;756i ，74!  

!!55i S 161 
i 江7でつプわ

i I f I ! I 
!i17fd  l 

I 戸川-斗
一一一-t~ 三三日; d. e ~ i山二2;:1う 1E.'~ 0二&i) ! 1 8.7 9 1 1 t.3 6 ! 
t~ j ープ7← p 一二て「7-7ι!一て古十ーでEh--万一ァ一三z-i
.-一一一司一-一一一._一._一一一一_，令一-一一一-一-守一-一ι-一一一一司一 守苧-白一-一-一一一一一←司一一一一一一.'_一一一一一-一一-一み叩-一一一一一一一一←一，一一~一一一

i同基L;-:三;i一一一一一-~一一-一. 一 一 一一一 -一"…-一一→-一一素.，空~つ~ .，-: e . -; ~・ì8 ..7.i ..81 "1昔 i .7.4 t .8 J i 
1 7 J文 1 50 .:6 i ，i手 $ ・7'7 ・号c ・77i .7 ふ i .♀3 i 

I 

j三:ぷ円γf一 oI :， ._.--'--_..".~ ;，7"--"1----ォー「す了て三三土:て"6'3-1
トー一一一γ一一一一一一←一一一一一一一一--_.一一一一一一一一一一一一← 一一一一一十一

・7正 iεQ ~;宇 1 ./ .! .5 ; 
河川 j一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一十一一一一」一一一千一一一一一一一-.

7 e .30 ‘.7!" .:3 .72 i 
I 行円でで一一一一一一一一一一一----;-マ一一一一一一一一一←一 一 -~ .... 〆占 ι一9 .7♀旨76



観測線 鮫角 E 線 時期 4 1年 5月 q日→ 月1日目

tア 16 
備考 魚群.汐13.海光.変色水.急、潮.海月号.其他の異状

~ ~ 

143<L06' 1432._30' 

日2.35 04.40 

b C b C 

4.0 4.5 

w 4 w 5 

5 5 

2 2 

稚!特 稚|特

7.8 9.4 観測定点 21 20 19 18 17 16 

7.63 9.4 1 300 6.65 7.35 375- 3.80 3D4 5.65 

300 18.73 1878 18.57 18.63 1858 18.62 

7.65 9..1日

7.ι6 失45

7.79 9.56 

6.42 9.05 
5 

6.15 8.06 

5.98 7.09 

5.45 6.62 

18.80 1 8.9 1 

.78 .89 

.79 .89 

.77 .89 

.76 .89 

.66 .86 

.63 .78 

.63 .69 

.62 .67 

- 117-



1 1点I41~'001 I Iム ;l二日午+-;

21111 1071101;::H1子山
主向風~… r n_  --1 W 4 I W 4 I SW 3 戸三 SW 竺と

I=1， 1 1， 114J i 
特h

ul10:?fJ1155いpi
L::Jjい1t主11;I;;
i叫j与与L件ト(1l 

2川D叩川日バ! Jι: ; l | |l品~ピ?乙: I }:: I いJ5F」

日[に: 

Mi. 2 観測機関名 青森県水産試験場

位置

水|
50 

深

温
75 
1 00 

(

M

)

 

(

℃

)

 

150 

塩

基

準

水

深

素

量 50 .67 75 -6 9 三三斗
.i G 

~IE 
1 00 
1 50 .68 .70 

200 .66 .ι 守

- 118-

2 5 

1 5 

稚|特 骨量I@
3.9 7.6 

3.75 7.74 

3.7 "5 7.76 

4.43 7.85 

5.2.2 7.85 

5.75 7.8 <1 

5.98 7.85 

6.25 7.90 

1_1__~ 
5.04 7.86 

1 8.41 1 8.53 

.39 .77 

.40 .77 

.48 .77 

.55 .76 

.60 .76 

.ιz .77 

.66 .76 

.60 .77 



観測線 尻矢 E 線 時期 4 1年 3月 10日→ 月 日
寸

備考 魚群.汐目.海光.変色水.急、潮.，あ鳴.其他の異状

稚|特 稚|特

観測定点 6' 6 5 4 5 2 1 

125 i 124 ， 

5日日 3.112 353 6D3 3.41 381 331 551 

300 18.51 1851 18]0 1854 18.67 1R6Il 1868 
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太平洋スルメイカ漁場調査

担当者漁業謀長田名部政春

技師富永武治

。 赤羽光秋
I 目的

E 

E 

漁期前土り終漁期までのイカの来湯状況，漁場ならびに漁況の推移お土び生物的調査を行い，漁

況予測上必要な基礎資料を得るとともに，調査結果を速報し，本漁業経営の合理化を図る。

調査方法

1. 試 験 船 東奥丸 3 8.3 5屯 D120PS 

2. 乗 手品 員 船長以下 1 4名

3. 調査期間 自昭和 40主f. 6月 5日

宅昭和 40忽 12月 8 B 

4. 調査海域 岩手県尾illi:::'l中~青森県尻矢崎沖

5. 事事、 呉 手動イカ釣機

調査経過

第 1回の調査は 6月5白調査を開始し，夏イカ漁期の調査は 7月 18目までの聞に 13回(うち

日本海 2関)実施した。秋イカ漁期の調査は， 9月 12白から 12月8Sまでおこない，この間の

調査回数は 24回で， 12月 13日より太平洋沿岸定線観測に従事し売。

N 調査結果

1. 夏イカ漁期(第 1回)

初漁期におlナるイカの来滋状況の把握のため，八戸近海土り岩手県尾崎付近まで南下し，漁場

調査，漁勝試験を行ないながら魚群の発見につとめたが， 6月上匂後半~中匂前半の本海域の水

温は，や h低温気味(表面水温 10-11'C)で，漁獲をみると至らなかった。しかし，岩手県

釜石沖では 6月8日，一本釣に土る初漁をみた。本海域の水温は，全般的に前年より低自に経過

し，各層漁期の遅れが目立ち，八戸近海のスルメイカも例年にな〈漁期の遅れを示し， 6月中勾

後半，表面水温が 13 'c台になるに及んで，漸〈初漁がみられた。例年に較べ半月ほどの遅れで，

漁獲量も少なかった。

しかし，初漁期としての本俗的な漁況は， 6月下告了後半からみられるようになり，漁場は鮫角EK

E20浬付近を中心に形成され，操業船も逐次増加の傾向を示し始めた。この時期の表面水温は，

14-16 'Cで，育~句土り 1-3 'Cの昇温となっている。漁況が本絡化した 6 月 2 8日の水温鉛

直分布と 2B前のそれとの聞には，明瞭な差異が認められた。(第 2図)即ち表面水温は 16 'c 

台に昇湿し，黒潮::ft上分探勢力の増勢が現わ;h，一方 20m以深の中，下層では 10 'c以下の親

潮系水が卓越するという良好な漁場構成条件となり，低迷時とは対照的な水温の鉛直分布を示し

ている。この海況の好転に上り，八戸近海のイカ漁況は上向きとなった。

一方，試験船東奥丸は，尻矢崎WNW6湿付近に漁場を変えたととろ， 1人 1時間当り 414尾

の好釣獲を示しこのイカ群の;0議移動経路を明らかにすることに土り，イカの系統群解明上役立

つものと思われた。
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2. 秋イカ漁期{第 5図)

?月 12日土り秋イカを対象に，八戸近海漁場におけるスルメイカの来瀞，離散の状況につい

て調査を行った。 9月白勾，鮫角NE-ENE海域で，一時的な好漁があった外， 1 1月上匂まで

完全な漁切れ期となり， 1 1月下句をピークとして，秋イカの最蒋期が現われた。

漁場付近における表面水温の句変化は， 9月白匂 2O. 2 - 2 1. 6 "C，下匂21. 2-2 1. 6"C，1 0 

月上旬 1 9 - 2 O. 5む，由匂 19 "C，下匂， 8. 1 - 1 8. 8 "C， 1 1月上匂 17 - 1 7. 8 "C，中

勾 14 - 1 6. 1 "C，下句 138.-14.1"C， 12月上匂 13. 1 - 1 3. 4 "cとなり，表荷水温が年

の最高を示す時期から漁切れ期の現象がみられ， 1 5"C前後に降混した時期に本終的な秋イカ漁

期を遡えた。

中心事号、場の推移をみると， 9月前半はRTtEr;二f寺区:こが吹きれていたが， 後竿から 10月申立

殆んど市山崎灼棒域に集中している。 11月も大きな変化がみられないが，漁場が南方に細長く

伸長し， Eh山崎~塩釜沿岸域にみられた。総体的にみて，秋イカ漁期にはぬ山崎周辺の沿岸域が，

最も利用度の高い漁場となった。

3. 標識放流

放流状況

放流月日 放

7月 13日

7月 14日

7月 18日

流 場 所 放流尾数

権現崎 NW/W15浬 200尾

権現崎 W 7浬 4 尾

鮫角EN E 2 1浬 4 9 ~犀

計 7 0 0尾!

再捕状況

放 νJ戸11; 0内叫 再捕月日 再 捕 場 所民陣主主コ
7月 13日 7月 23日 島 局 辺

今 8月 5日 上ノ国村汐吹神孟謹

イシ 8月 6R ~. 

7月 18日 7月 26日 八戸近海詳細不明
，-~ 

計 I 4尾

日本海権現崎沖で 7月中匂放流したスノレメイカの再捕結果からみれ同局地的には北海道西岸

に北上しているととが認められた。

4. 外捨長組成(第4. 5図)

初漁期，八戸近海漁場に出現したスルメイカの外桧長の分布は，13-23cmの範囲で，モー
ドは凡そ 19 cmとなっており，前年同期土りや』大型で，平年並と思われる。

秋苦手、期の 9月下句には外陰長範囲 18-23cmで，モード 21 c加であるが，漁期が進むにつれ

て，外陰長範囲が広まりモードも梅大の傾向を示し， 1 0月中旬22cm， 1 0月下街ト 11月下
句24cmとなっている。?月下匂のモード 21 cmは，前年並のものであるが，モード 24仰とな

った 10月下匂必降では，前年土り lcmほど大きく，平年並の体長を示した。
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5. 八戸近海におけるスルメイカ漁況の推移と特徴

夏イカの初穂、は，例年に較べて約半月近くの遅れをみせ，初漁期は全〈低調に経過しだ的 7月

上匂から下句， )，けて近年にない好漁を示し， 8月末日までの八戸港における総水科量は，20.147

トγとほ Y平年並の水準を保った。この期間の 1隻当り平均水揚量は 2.2トシで過去 5ヶ年の五均

を若干上担っており，夏イカ特に 7月における漁場来湯量は極めて多かったものと思われる。また，

7月下旬一時的ではあるが，漁場の中心が栂〈沿岸域に偏重して形成されたことは本年の特異点で

ある。一方， 8月中の北海道イカ(道東海域で操業，八戸港に搬入水揚されたイカ〕の水揚げは約

1 1. 7 0 0トン亡過去5ヶ年平均の 3.00 0トシを犬きく上廻る記録的な数量を示したととも本年の

特徴で，とれは道粛海域の好漁に起因しているものである。したがって. 8月の八戸近治イカの活費

4124ts?時併繋]1暑の低下に上ろもので;tl). とれは勾号11一隻当()漁獲量からも現知きれる。

一ーヲ，秋イカは， 2 O. 4 7 5トγの水揚景で，過去 5ヶ年の最低でホっそ。とれに反し，北海道

イカは 17.2 9 7トンを記録し，今まで最も多かった 37年の 15. 3 0 1トンを約 2.0 0 0トy上

廻り c 過去 5 ケイとの最高を示した。八戸~lÎi海に匁ける秋イカの不振の要因の一つ止して，環境条件

があげ t¥-h."'oi¥Fヨ正;毎のi寄宿民 ~ tl 弓上何後半よ i) 竣 ?r.:車産品:の不漁1JI)となり~ ~茶話雪期に 3えたる

1 1 月以降もイガ存議後E~'こ好適;引犬繁に反~)WJれなかったこと， したがってイカの南下接岸が，

青森県J21.i1:iに偏する傾向が強かつだものと必定される。

V 考察および問題点

1. 本謁査を5E:ヨするに2ちたってs 第?のfi提言は春=恥八戸近海に来7砕するスルメイカは，何処から来

るかという点であつだ。き J募でほ;会きの漁期， 潟、場の推移等から，太平洋南方水域上旬北上来浴す

るものと智、乏し，漁期~.~から初漁期にかげては，若手県沖まで車silfi を広(ヂ諮査を行った。

しかし， 7月旦 B-<9日函館市で開催されたえ Jレメイカ泡海況予報会議では，岩手，青森沖の夏

イカは， 日本海からキ需給きれたも乞-，~~大半で.長期市i洋経暖流によって太平洋に運ばれ， 6月初め

とれらの沿岸に現われるものとみている。

日本海からの補給については，否定するものはないが，ただ務員男前に仔イカが津軽暖流によって

岩手県南部まで運ばれるという推論でいくと， 日本海から忽軽i毎挟を通る賠期は，過去の海流瓶の

漂着結果からみて，少くとも 3-4月とみるのが妥当ではないかとすれば，この時期に本県西海岸

および津軽海峡陸央湾内の定置網に，仔イカの入綱があって土いと恩われる。ところがとれらの入

綱始期をみると，西海岸では 4月下句-5月上旬，平舘付近 5月上旬蟹回付近お土び大畑地先5

月中匂で，漂流通過予忽時期と実際の定置入綱時期との聞には除期的に若干のズνがありそうであ

るQ むしろ，漁期前に運ばれたとみる土り，初漁期に西海岸で一本釣で漁獲の対象となった群の移

動とみる方が強<， 6月29臼，尻矢崎WHW6浬で漁獲したイカは，太平洋側からの 瀞とみるよ

り，日本海からのものとみるのが適当と思われる。

2. 八戸近海の夏イカについて，太平洋系群の比重はどの程度か。先に述べたように太平洋南方水域

から北上来滋するであろうとみられる太平洋系群が存在し，この群が主体を占めるだろうと:限定し

ていた。岩手沖からの北上移動は明確であるが9 それ以南の状況は殆んど知られていない。房総~

常盤を一つのサークルとする群は存在するが，岩手~青森の群とは異ると云う説もあり，この点明

らかではないがもっと大きなすークノレをもっ沼滋群が存在するのではないかと忽像している。

系統群の解明は，今後の潟、況予報の精度の問題にもつながることであるので，関係機関の共同調

査体制の確立に土り，スルメイカ;@携生態の究明を急がなければならないと考えている。
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八戸近海漁場におけるスルメイカ外套長組成の変化

cm 

モード

28 X 39年のモード

27 

26 

25 

22 

21 1 )( 

20 ~ ;( x.x 

19ベ 1払

181 
)< 1)( 〉、

17 ~ 

16 ~ 

15 ~ x 

14 • 

13 1 

12 ~ 

「一一峨「

上中下上中下上中下上中下上中下上中下と中下
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業契充ス lレメイカ漁業

住月 日11 6 月 5 日 I6 月 7 日 I6 月 8 日 I 6月?

置|階上 i黒崎 |閉伊崎 |尾崎
E B 浬 E/S 8.曜 IESE 12浬 NE 3 

位.

漁

水 深 108m 130m 

場 I 11 _._ n I ...a.... _n_  1........" ~ lIel16-l4oml自18-l3 om 1白18 -l3 5m 1自18-l15m
療業時間 11 至 ~;i~~;;;1 至 1 パ;~;;; I 至~ ~ i l' õ~ ~至20 -l 20m

=耳石- ~高弓

BC 

11.9 "CI 12.1 "Ci 13.7 "c 

水 110m 1 0‘5 2 ~ ! 。っ古今! 1 ，.ワ8，_;. ~). 5 J!シ 1 1.ι8ク 12.~ 7 ~ 

20m 1 0.0 1ク l 7る 1 ク ?8 ク i
5白血 可否せマ寸:百すす1ナ一-一ー五にケ万一ーヲす7寸 1 O. i 0万 1

温 75m ;::.51 <， I 9.99。 10.0 7 ~ 

況 100m 9.2 1 ~少 10.03ク 9.仁三j 1 O. 0 2 <シ

漁
函 数 。 。 。 。

獲
尾 数 。 。 B 。! 1尾

八濃
戸務

備
港と
に時

帰化
港の
fz 
め

投業・
申

止
。

考
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調査 40年度 /鉱 1

6月 23臼乙 6月 26日 6月 28日 7月 12日 7月 1"日 7月 17日 7月 18日

治 鮫角 鮫角 日本海小島 権現崎 尻矢崎 鮫角
S/E 5.5浬 ENE20.3浬 ENE 1 9.5謹 SSE 9.5濯 w B 浬 WNW 6浬 ENE 21浬

170m 144m 125m 245m 90m 110m 142m 

自18.{ 1 5m 自17l45m 自17晶15m 日17l10m 自18lo Om 自1811 5m 自 T山;~I杢19l 0 Om 至18l 0 Om 司王o3.{4 Om 宅0.3l25m 至2213 Om ヨi'5.0.2.{30m 宅21.{05m

BC BC BC BC G F F 

WNW 5 S E 5 8SW 2 WNW 2 8 E 4 E8E 2 

5 2 2 亙 4 

1 6。 19.0。 H.目。 140 

1，006mb 1.017mb 1，008mb 1，0 07mb 

5 5 4 5 

S SE 1.6K N E 0.7K 

13.9 '0 13.5 '0 16.0 '0 1 9.4 '0 21.2 '0 18.0 '0 10.3 '0 

13.22 "， 1 2.20 "， 1 3.61 "， 1 7.8 0 "， 20.08 "， 17.00 "， 1 5.22 "， 

1 2.98 "， 1 0.4 1 "， 1 4.59 "， 1 4.1 1 "， 20.22 "， 1 7.1 8 "， 1 5.20'" I 
12.58 "， 1 0.21 "， 6.70 "， 1 1.09。 17.50 "， 1 6.3 1 "， 1 2.9 7 ~シ

12. <1 6 "， 9.68 "， 7.79 "， 1 0.20 "， 1 6.30 "， 12.19'" 

1 0.8 1 "， 9.08'" 6.45'" 9.82'" 1 5.60 "， 1 1. 60 "， 

6.5函 26函 5函 5幅

3 4尾 3 6尾 41 4尾 1.430尾 1 65尾 5 尾 2.4 0 0尾
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東奥丸ス lレメ イ カ漁業

年 月 日 9月 12 日 9月 20 日 ?月 21 日 9月 22 日 ?月 23日 1 0月 2 日

位 置
白糠灯今 鮫角 鮫角 鮫角 塩釜灯台 白糠灯台
S SE 5浬 N E 17浬 N E 16.5浬 N 1 5浬 ESE 5淳一 SE/S 2.5覆

漁

水 深 3 5白血 110m 90m 65m 90m 
a 

90m 

場
操業時間

日22s. 0 Om 日16s.15m 自16s.20m 日1612 Om 自18s.08m 自16s.3 5m 
至22s.50m 宅18s.50m 号室17s.30m i5.2 2s.3 Om 宅22s.15m 予20s.30m

一一一
天 f侯 。 BC B B C B BC 

気

風向風力 SSE 2 WNW ι 内 S E 。日 S NNW 5 

波浪ウネリ 1 1 

気 湿 1 30 1 60 1 80 1 7。 180 150 

象

気 圧 1 0 18mb 101811lb 1日21mb 1021mb 1021mb 1021mb 

水 色 4 5 5 4 

海 汐流向

Om 21.6 'c 20.2 'c 21.2 'CI 2i. 6 'c 21.6 'c 2日.1 'c 

水 10m 19.8 。 25.031/ 2.4.0 今 2 O. 5 6 1/ 1 9.9 1 <少

20m 19‘8 ，タ 25.0 1/ 2 O. 28 <少 2 O. 4 1 1/ 19.201/ 

況 50m 1 7.8 1 ~シ 1日、501/ 19.90'" ! 19.881/ 1 8.62ク

温 75m 10.3 。 14.0 ク 1 7.4 2 1/ 1 6.2 5 1/ 

100m 7.7 4 1/ 

漁
函 数 1 1函 30函 。 。

獲
尾 数 25尾 550尾 、tも;~. 1.80 o.尾 。

備

I ーム一一一ー日一



調査 40年度 &; 2 

1 0月 7日 10月宇田 1 0月 11日 1 0月22日 1 0月 24日 10月 25日 10月 27日

鮫角灯台 中山崎 中山崎 出山崎 申山崎 中山崎 出山崎
S E .19浬 S，ノE 5浬 sノE d里 S/E 7.5浬 S/E 4.5浬 S/E 6浬 S/E 5f! 

155m 130m 130m 105m 95 .. 82m 140m 

自1611 5m 自17晶15m 自1711 5m 自17l45m 自1615 Om E17£10m 自1713 Om 
宅20l45m至22晶10m 受2211 5m 李21lo 5血 至。4l50m 2 2l 0 Om 至21s.. 0 5m 
R B C 。 BC 。 。 BC  

S E 5 s 5 w 5 N IwNW 2 SSW 2 N W 2 

5 5 2 1 1 5 1 

120 130 8。 1 0。 12.0。 12。

1010mb 1 01 6mb 1025mb 1 02 7mb 1029mb 1023mb 1021mb 

トー

19.6 '0 19.0 0"0 19.口0'0 18.10'0 18.10'0 18.80'0 UlJl Q'O 
18.9 0 ~ 18.50タ 18.3 0 ~ 1 7.58 ~ 1 7.ι2~ 17.9 9 ~ 18.00 4 

1 8.9 0 ~ 1 8.6日夕 1 8.3 0 ~ 1 7.5 5 ~ 1 7.60 ~ 1 7.8 1 ~ 1 8.1 0 ~ 

1 &2 0 ~ 18.5 0 ~ 1 8.日5~ 17.5 5 ~ 1 7.31 4 17.78 ~ 1 7.8目。

1 7.3 0 4 18.40 ~ 17.8 0 ~ 17.6 5 ~ 1 7.28 ~ 17.45 4 17.75 4 

1 6.1 5 4 18.3 5 ~ 1 7.6 0 ~ 17.5 0 ~ 1 7.70 ~ 

。 。 1 9函 A函 22函 。
。 。 1.045.尾 22日尾 990尾 E 14尾

5 5尾入 5 5尾入 4 5尾入

_....専一一、ん』 叩 h ← ヤ4
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東奥丸スルメイカ漁業

年 月 日 1 0月30日 11用 4日 1 1月 6日 12月128 1 1月13日 1 1月 17日

中s/山E崎6.5浬 鮫NをW角22浬
鮫角 中山崎 鮫角 中山崎

位 置 N W 15浬 S/E 7浬 NE/E19浬 s d里
漁

水 深 1 40血 88m 110m 92m 145m 45m 

場
自1711 om 自16l20m 自16l25m 自17l45m 自1U亀l5m 自17ll.f1m

提業時間 至。2l25m 至20l30m 至19l40m 司王2211 5m 至20l20m 至2111 5m 

天 侯 B BC  BC  。 。 s 
気

風向風力 s W S E N W 5 S W 4 WSW 3 I WNW 6 

波浪ウネ 9 2 1 5 5 3 

気 温 1 1。 9.00 5 。 1 5。
象

気 圧 1C28.b 1023mb 1026mb 1021mb 1022mb 1025mb 

水 色
ー・.唱』司 ===.:" --- I 

海 汐流向
ト一一

om 18.60'む 1 7.60 "C 1ス8日℃ 16.10"C 15.0 0"C ! 14. 4 0"C 

水 1 om 1 7.8 0+ 1 7.0 0 ~ 16.22+ 15.5 0 ~ 14.59 + 14.23 ~ 

20m 17.9040 1 7.2 0 ~ 16.3 0 ~ 1 5.6 0 + 15.1 0 + 14.20+ 

50m 17.654' 17.1 0 ~ 1 5.4 2 ~ 15.70 '" 1 4.25 '" 14.20'" 

況 温 7 5m 1 7.50'" 1 7.1 0 ~ 15.2 0 '" 15.65"， 14.20 ~ 

1 001Il 1 7，50+ 。 15.1 5 ~ 13.99 '" 

漁
函 数

獲 尾 数 1 8尾 1 0尾 1尾 30尾 1尾

備

考

.' 
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調査 40年度 /fr; 3 

11月18日 1 1月 228 1 1月23日 1 1月26日 11月29日 1 2月 2 8 1 2月 7日

鮫角
8中を山E崎 8浬 N鮫すE角23.5浬 S中会山E崎 ?浬

吉守 角 鮫 角
吋鮫W角25.5浬S E 19理 NNE 22浬 INiw 2曜、

155m 85m 82m 135m 210m 130m 135m 

白1611 5m 自15l40m 自15K3 5m 自1-5ls Om 自1Sl2 Om 自1612 Om 自16l40m
~04l55m 宅2日正 50m 至2311 Om 宅18l50m 宅 nl4Sm ~ oi35m 宅231..15m

B C C 。 R C C c 

WNW 3 w 5 w 2 N E 4 S E 2 S s w 2 

1 5 5 2 2 

5.50 5.50 90 

1029mb 1031mb 1029mb 1008mb 1018mb 1028mb 1019mb 

一←一一一 一←一一，

一一一ト一一一一一一一一一← 一 一

14.70"C 1 4.00 '0 14.10'0 13.80'0 13.30'0 1 3.1 0・c 13.40'0 

14“35<シ 14.20ク 14.0日夕 13.8 0 ~ 13.32タ 12.6目。 13.3 0 ~ 

1 4.4日夕 1 4.40 ~ 1 4.10 <シ 13.8日。 13.4日夕 1 2.9 2 ~ 13.30'" 

1 4.4 0 ~ 14.2目。 1 4.日目。 1 3.8 0 ~ 1 3.3 0ク 12.92 ~ 13.4 0 ~ 

14.4 2 <シ 1 4調 20~ 1 3.8 0 ~ 13.8日夕 1 3.2 6ク 12.8 0 ~ 13. 50 ~ 

14.30<シ 1 3.7ロク 13.1 7 -'; 12.72 -'; 13.4 4 ~ 

h去
1 1 3函 130函 8函 20函 33函 日

5.085属 5.85日尾 360尾 900尾 1.650尾 日

4 5尾入 4 5尾入 4 5尾入 4 5属入 4 S尾入 5 0尾入
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北部太平洋.日本海底棲生物調査

治

造

秋

武

兼

光

永

田

羽

富

沢

赤

師
。
。

者当担

I 目的

本県白本海北部漁場における底 網の新漁場開発と各陣底棲魚族の分布状況及び移動状況を探知

し三之江〉状態にがする生物相との関係について調査を実施して当該:漁業の発展に寄与せんとする。

E 調査の方歩

1.試験船 東奥丸 3 8.3 5平 D 1 20 PS 

2. 乗組員

3. 調査期間

4. 調査海域

5. 漁具

船長以下 1 4名

昭和<10年 12月20日~昭和<1 1 住 5 月~ 1日

日本海北部海域(青森察沖合)

1綬己主機船底女網 1ケ統

E 調査経過

<1 0年 12月 23 B調査を開始した。

4 1年 5月 31日までの調査期間中における操業日数は 23日で延向綱回数は 8 5 田(~‘網不能

回数 T回)で総漁獲量は 12.. 6 2 6K9であった。

N 調査結果

本年度の漁獲物の主な魚層別の漁獲数量及び前年度との比較をみてみると次表の通りである。

単位 K9 

議士アプラ マダラ
スケトク

ホνサメ キ ス ポγタラ ヤリイカ その他 計
ツノザメ {/J色 (/J) 

1 2月 368 65 433 

1月 3，909 1，1 84 。5.093 
2月 1，3 8 '7 1、守口 7 49 0 3 1 0 40 38 22 

3月 2，820 1 7 60 ? え906

計 8，484 3，09 1 507 31白 60 9 6 12.626 

前年比 1 6 1労 51 % 1 02% i 6.4% 53% I 90.5 % 

なお，前年度 83 2 K9漁獲がみられたホッケは本年は全く漁獲が見られなかった。
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叉本年度月別操業日数，命綱回数，漁獲量及び 1曳t綱当り漁獲量は次表の通りであるが 1タ，網当

り漁獲量では 37年度及び 38年度に比べ 34IW-1 5.6K9程度多くなっているが 39年度(前年

度)上りは 24.2 IW程少くなっている。

~ 1 2 月 月 2 月 5 月 計

操 業 日 数
2 日 ι B 8 日 7 日 日

23 

曳。綱回数 回 2 1(2)回 32 し旧1 1 ι 間一1 田

I )内は成綱不能回数
。 85(2) 

漁 獲 1筒
433 噌 Kg 5司093Ki 4咽194K9 2.906Kg 1 2‘626 KF 

1曳網当り漁獲量
72.1 Kg 268.1 Kg 131.1Ki1 11Z.B FG K9 

1 52.1 

V 考 察

試験船に上る本諦査は当業者船に較べ換業期間及び操業回数が短く試験船に土る漁獲量の多少が

鯵ケ沢地区の底今漁業の漁獲量と E比はしないが本年 1月-12月(7月-8月禁漁)に至る年間

漁獲量は 438，361IWと昭和 37年摩以来の捷高を示している。

試験船に土る本年の総漁獲量及び 1市網当り漁獲量は総漁獲量では前年の 9O. 5 %， 1 E担網当りで

は24. K少くなっているが当業船に上る年間漁獲零では前年度の 130%となっており 1隻当り漁

獲量においても 17， 7 0 0 Kg程度多くなっている。

このように鯵ケ沢地区の底曳漁業の漁獲得が佐々増加をみているがとの原閃は漁業規模の大変化ぬ

上るが乗組員の不足と老齢化して伝 1)，今後本漁業の省力化も研究して行〈必要があろう。
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東 奥丸

底棲

i鉱 l

資 源 表 40年度)査調

月 日 1 2月 23日 1 2月 27日 1月 10 日 1 尽 13 日

投網回数 3'， '回 5 回 4 同 5 回

検I位脅 鯵ケ沢
NWN 

今
NW〆/N

4砂
NWノN ~ N W 

1 4浬 1 4浬 1 4浬 1 1r里

水深 285 m-290 m 255m-335m 270m-3l0・230 m-360m 

巴L~.!，=__質 M M M S M 

i天 候
。 。 C C 。s

気 風向カ E 5 N 

ESI1!N  1W00 2 53  

w 5 N W 4 

気 混
2。 60 -0.40 

象 気 圧 1015mb 1 1031mb I 1025mb 1018mb 1024mb 

階喧、..，_.."，

海
水 湿 1 2.8'C 12.2'0 12.0'C 1 0.3'0 

況l透明度

汐流向 8S 'E: ，? I N N E 緩 |8S E 0.2 I N 口2I N 0.2 

曳 網 長片側1.800m 片側 i，80 om 片側 1.80 Om 片側 1.800 m 片側 1.800m

曳細川十 日 F75川 S7当L三一一一ヤ一一一一」あふ;らざめ 3 5 2KC ! 1 6K.9 I 2‘4 5日時 1

たら ~! 

漁

獲 ノ

物i
f ノ

備
一

トzτfiliI 4 0 
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1 ft 2"5 a-l 'LJJ 29 日11 月 31 B I 2 月 3 B I 2 月?臼

一一

一 f 6m一斗よ
1口05mbI 1019mb 

-+--~~ t O.6'C 刊 11'C IO.4"Q 1 O. a'C 

N 町.11 S 1't2 日 0.5 N E 0.11 

pt… 片側 片側 1.800m
片側 1叶…佃

E E8E I 81守E一戸可 .- ・.

トH 両 10K宇 480K9 i 118ぽ9

775 I 300 30 60 I 25 

一 一

.一一

一一一一一ーー均一一

しー-4--l -! 一



東奥丸

底捷

!fo' 2 

資源調査表 40年度)

i月 日I2 月 17 日 I2 月 2日日[2 月 21 日I2 月 22 日 I2 月 25 臼

|漁己
回
一
国
豊
田

一/
2

一
0

6

一W
1
一
引

N

一~

沢
一
回

舟

ノ

一

畑

鯵

2

置

深

回
一
国
浬
一

m

噛

/

内
4
-
n
U

5
-
W
1
一
お

N

一~一m

回
一
作
霊
山

z
e
-
U開
4
8
-

内

4

E
M
-
-
~
 

M M M 

5hァ?ik三|工NW
口三仁1Z可
し一一一一一」一一|

:: 日側
1S  E!SE' 

C C 

4 回

NNW 
22浬

1石弓戸j
S 

。

イ歩

4 回

NW/N 
1 2浬

165泊四回28白血

Ml  
寸。

21S W 4 

竺竺i
2.0。

1028mb 

9.1''C 

透明度
況i
汐

F量 鱗 長片仮IJ

曳綱方向

あぶらざめ

すけそう

た ら
漁!
た 、争-

獲|星ざめ

宇.9"C

0.3 0.2 I s W 

1.800血

s 

230~ 

片側 1.800m 

E 

150匂~ 1 2拘 i
1.450 1 50 1 40 12K@ 

1 1 

31日

!」--J一一--瓦J--1 1 
一一一 -t i | 

I 1 I i 

千二千二!二一ト二!
一一-L--L一一上一

きすi
物ト一一一一→

;その他;

考!4結



ー咽噂究s

2 月 2.4 8 5 丹 1 日 5 月 4 B 5 月 7 臼 3 月 17白

5 囲 4 回 6回 五回 る同

'-' NW1，/?源W 。 N 12浬W '-' N W 。NW1/2迎W ~ 
NW合

1 1泡

230m-260m 87m-280m 250m内 -520m 240m-325m 200m-250m 

M M M M M 
間.._- _._、一-_._-

下。 C c C B 

s E 2 I s t肩 4 g E 2 N w 5 g 3雪 2 

1.50 5.0。 5.日。 2.0。 之口。

1029mb 1019mb 1012mb 1 01 7mb 1024mb 

9.200 9.600 9，800 9.4"(i 9.300 

I S w 1.0 N w 0.2 N E 0.5 N/E 0.2 NNE 
ヲ唱

!片側 1.8白Om 片側 1，800m 片側 l，800m 片側 l，800m 片側 1，800m

S E ，.1宍E E/8 S E S E 

一一
920Kg 250~ 1.230K9 

70 

2 

1.0 

1.0 

5 

60 

38 
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東奥丸 (~. 3 

底捧資源調査表 ( 40年廃)

月日

合
白



小型漁船漁具漁法改良試験

担当者漁業譲長田名都政春

技 師富永草食給

。 沢回兼造
骨 索現光秋

昆胞

前年度に事t緩急小型糠船の鍍輿を計るため漁具織法の改実話験を継続実施し，プ9.マグロ.

4ワν.サA害事治働事己来湯ずる有用資源の効率的利用事r関って検家康得の向上守層る.

(11 浮敷網検業試験

附試験の方法
1 試験船 金徳丸〈傭船) 4. t 1屯 D 3 71P 

漁連丸( ~) 4. 4 1 ~ 貰干 3JP
2. 乗組員 船長以下8名{金徳丸品名， 漁運丸2名〉

3. 試験婦問 自昭和 40年8月228-i5.昭和40年，月 2IJB

...試験海域 背編集北部太平洋海域 (八戸近海}

5.漁 具 浮敷縞tタ流(努1)図参照}

水中集魚灯(8型民射式集魚灯t.O0 0曹 )2ケ

I!:7)試験の経過

本漁業試験は前年度試験船瑞鳴丸に上って本県日本海裕俸において実施したが， .. 本年度は八

戸近海に来激するサパ及び片口イワνを対象にして前年度使用した浮敷網に若干の改良を加え

実施したo (別閣参傾〉

lllJち魚捕部を除〈前垂部及び敷網部の縮結を若干増し前妻都の環の間隔を詰めて網口の締めを

容易にし，前垂部の沈子を敷綱部の方に移動させて網口の開きを大き〈した。文前零部の中央

に補動綱を吊り，前垂部の揚網速度を早〈する様に改良した.

本調査期聞における浮敷網の操業日数は漁具の改良その他の関係で僅か88の出漁に終ったが

操業回数は 27固となっている。

同誌験の結果

本年度における浮敷網漁業試験結果は別表の通りであるが，調査海域は高館神~百石沖にわ

たり同海域の.サパは魚探反応のある割合に灯付浮上が悪<I 従って漁獲皆無の状態が多かった。

この康因として考れられることは同海域は片口イヲジの群が非常に多<，サパはとの片口イワ

νを捕食しているため浮上しなかったためと恩はれる。文この漁業は極〈治岸部で操業されて
いるため川水の流出も影響している事が考えられ定。

片口イワνの漁獲については灯付浮上の状況は良好であるが， ζれを漁獲するためには現在の

絹昆を小さく(2 0節)する必要がある。

本調査期間中の漁獲物魚屋組成及び漁獲数量は次のとおりであった。

ザパ(主として小ピシ〉

スルメイカ

片口イワν
ソタダカツオ

1 0 O~. 

1 4 11 ~ 

51)0 

6尾
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除}考察

八戸近海は 1年の大半を占める期聞を通じてアジ，ナパ，イワν類の来活字が見られるが 5-1 0 
℃級の小型漁船がこれを漁獲するための漁具，漁法には余り適正なものがなく 5-6月の漁間期対

策としても何ら漁具，漁法の研究がなされていない。

当水域はこの穂、閉期対策の 1っとして昨年度日本海で行なった浮敷網漁業試験を本年は八戸市にお

いて当業船を傭船実施したが思わぬ不成績に終った八戸港では本主主主り本漁業の着業船が 2-:3隻

見られたが末だ漁具，漁法の点で劣っており今後八戸近海の魚島及び漁場に適した漁具，漁法の研

究を当水域主共に進めて行くべきである。
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業漁絹敷浮年度40 昭和

?ーーーー一一ーーー一一一時四 均一一ー一羽田-ーーー一一

口数 2 5 4 5 d 
一一百一一 トー一一ー

「l水分漁 ¥l ¥j深E 

8.27 ~ ~ 8.28-2守 ク ゐ

高官官沖 .(' 三沢沖 5' 三沢f中 7' 鮫角SE 4' 百石f中 5' 。
30m 45m 6日m 70m 30f'l ゐ

!天 候 b 4シ ~ b ク '切

一一一

fl.."n. Imlヵ SE S ~ SE 1 ク ~ 

一一一-

h 

。~

~ 

21440m ml  

ド
22130 

21.1ヶ・2220

~ 

，シ

若 干

30Kfi! 

一一一

ピンサパ 8尾

小スfル1メOcイmカ〕 2 7 ~ 

スルメイ米中) 4 ~ 30 K9 40~ 

l"""宅二ご了一

i
k
N
同
ト
同
明
し
同
同
区
同
同
「
|
同
同
い
別
漁
獲
量
一
何

!手士いて集魚した割合に漁獲が少なかっ

!勺~コ

_， "__"...J~市

百石f中発

じ

群
一
強

大

色
の

水

)

ず
ン

せ

'
M
』

J

ミ、

小

A
L
J
a
f

fia
、

s
d

ハソ

時

期

月

掛

て

が

目

に

た

の

区

め

ν

海

努

ワ

沖

こ

f

舘

hr
ロ

↓

品

集

片
記

3 L;2JE-] i;;は績の魚体も大、中、小今
一、

すご魚体が大き(10 Kに約 4口尾程度)

事



試験調査表

7 8 ? 1<1 

計画汁北7
トー一一』一一一一トー一一一一一 トー一一一一一司。 今 今 9 _ 7 ~ 

タ 三沢沖 51 ~ i百 27 28 

~ 40 m タ 23 m 25m 30-<10m 30m <10m 
トー

~ 今 ク 。 合 ク d 。
イシ ゐ ク

下二
。 ~ wsw 2 s 2 
十一

今 22.2 22.2 22.6 海 21.日 21.0 

区
申. ~ I ~ • ~ 1，# . /，，1 色

トー
々φ 今 ~ S 0.5ノット S 0.5ノット

ト一一一一一一一一一 、ー

2 2.ls Om I 2 4.12 Qm o 2.IS Qm 旋宙 1 8.l<1 Om 

24メケ吃24a92m0 1 82425男合、3。D m 03.140m 採 1 9.13 Om 
策

22.41)--24.20 i 243o-D220 02.4ト-D3}O 寸 18.11ト19.1日 19.50、翌日.20

争 ~ ~ f工 し 。 オも

「E 
tr. し

巴
ど

イシ 争 な 可ヱ も つ濃 t;;: し
反

~ 応 りだけ
な

1 OK~ 2K~ し

ト一一一ー一

6尾

2 OK~ 1 0 K~ 3~ 1 2尾

一一一斗“一一一ー一一一← ムート

( 5-6m)灯付魚は片ロイワ乙/に餌 1回目魚探反応あるも，操業出来る水 第 11回目 B没直後に片

た。
深まで浮上せず ロイワνの魚群濃く集魚
2回目より Nの潮流i奉くなり操業思わ すれども海面が暗くなる

混ったが4回目以降は小ピン鯖が多か
しからず につれて次第に淡くなり。スルメイカ体長組成 。サパ体長組成 最後に魚探反応全くなく

29 - 33 - 8 
24 - 3 1 -回 2 

なった。
25 - 2 32 - 5 

30 - 34 - 5 26 - ー 33 - 1 

31 - 5 35 -
27 .-- 6 34 -

28 - 1 35 - 5 

32 - 11 36 - 29 向回 4 36 -
30 - 5 37- 5 
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昭和 40年度 浮敷網漁業

口下ぞき~
15 16 17 

9.7 今 9.9 

漁 j漁 場 40 41 - 42 39 

;一安場!L天水 深候
24 21 

C 上 C 
記

5 ".1匂.司カ s 5 海 SE 5 SE 2 。 ~ SE 

一'al 気圧 区
探 トー

海
o m 水準主 2 1. 1 き費

j一一一一-Z了
2 O. 7 20.7 

ーFみ・，

象 波浪クネリ i 2. 2 オ1， ~' • 2 i 1. 1 2 • 2 2 • 2 
主r

流向速 S 0.5 魚
。 h 骨 ゐ

回一
群

投網時間
反

揚網時間 応
な

集!魚時間 21.4トを230 し 17.os-1820 18.5伊寸920 19.4庁、霊020

灯;付状況 な し なし ~ ~ 

魚 i群濃淡 な し なし ~ ~ 

カタクチイワν

魚
中 サパ

極
ワノレメイワ乙/

}jIJ 中羽マイワ乙/

漁 小カツオ

獲 ピンサパ

量
小スルメイカ

胸)
スルメイ;米中)

一一一一一-，

クラグ多し 上旬海域いろいろに魚群探策すれど反応

記

i「ょ…犬ため 8Eの

i滋強くなり
l't出しあ来 i

ず 1回でi;32

事

L一一一一 曲一ー四よ即日".，~叫昌明，-_凶日」
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試験調査表

20.7 

2 • 

。
2 I 2‘ 

~­ι主

21.3 

。1 ~ 
。is 0.5 I ク~ 1 ~ 

2011-1 Om I 2211-1 om I 

2tl日Om 2311-20m 

24 

21.0 

2S 

9.20 

20.1 

。I1 • 
20.0 

ク iク

。 。
ク lタ 。

。IN 0.25 I ~ 。11> ~ I ~ 4シ

2011-QOm I 2411-20m 1 0111-40m 

2111-30m 12山 Om 1 0211-20m 

19.10""20.叫 21.4 (1吃3.10 23.4小吃~4.50 18.5小‘'1920 19.4伊吃1.0日

良

淡

1 KS7 

ι尾

25KS7 

な し

な し

自掛若干

ク な し

ィ， な し

不 良i 。
ザっ

し

淡 。
!日掛りだけ l ~ 4訟

2K9 1K@ 1K@ 

15K9 I 2K9 

全くなく投!第 1回目海区巻構船操業中なるも本， 33. .34海区若干反応あり

船に集魚なし ! 
|イカ、小サパの小群泳あるも餌付しているため灯付

l魚探故障となり操業思わしからず i 。サパ体長組成 i不良

22 2 

23 4 

24 15 

25 22 

26 7 
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(2) プリ.マグロ流網漁業試験

付}試験の方法

1.試験船 (傭船)漁進丸(2.97tYD 12lP) 

2. 乗組員 船長以下 5名

3. 調査期間

4. 調査海域

5. 型車 呉

自昭和40年 6月 17日 至昭和 40年 8月 15日

本県， 日本海治岸

プリ.マグロ流網 1 8把

内訳 アミラ y 210b/9本 11 5弘{三8寸) 8把

。 210b，'(2* 151.抗(5.吋)1 0反

会l試験の経過

前年度において良好な試験成績を収めたプリ.マグロ流網漁業試験を本年度も引続き実施した。

本年度は昨年度磁網の基しかった 21 0 b/守本子 10 9完.115'%，(3.6寸-3.8寸)の網

に本年Fきは 210b/12本子 I51.5兎(5す呂}のアミラシ網を 10反補充し昨年度と同時

期上り漁業試験を実施した。当初ま 26反を告を渇したが之宮 7七のd型船では持反数が多<，航

行時危険を生じたので 3.付制措Z挙協九. 3. ftす8民 M 寸 101え計 18反を主ーとして

使用した.

川試験の結果

調査期聞は 608聞で出漁回数は 15国であったが，本短度の流網に土る漁鍾別の漁獲数量は

プ98尾 29.9 K (平均3.7K)，メジマグロ 5尾 11.6K{平均3.9K )でその他ピシナパS

尾，片口イワν7島大羽イワν1吊ブグ 4亀カニ 5尾の漁獲に終った。

調査結果から見た百合別の魚寝別椿本 i状況は漁獲は少いがプ9は全部 5寸自に緩網し，メジマグ

ロは主に 3.8寸自に擢網している。これは今後の調査を待たなければはっきりしたことは云えな

いが，プリは比較的網恩を嫌わないが，マグロ類は非常に網目に敏感な結果ではないかと考えら

れる。

結論的として本年度不況の原因について考えて見ると①志年は例年に比べ片口イワνの来滋が少
〈従ってとれを摂餌するためのプリ，マグロ類の浮上が少なかった。(2)前年度の漁場であった鮒

近に本年肢は大型定置及びI!建料の建込が数ケ所出たため流棋漁場が相当権rj約された。又本年度

は市、狩(十三)沖及び久六島附近に相当マグロのナムヲが見られた夜、かち考えて本俸の漁場は昨

年上り速い海域に形成された感がある。@前年度に比べ本伝度は券購tf_，号司美治不順台国髄聾妨沙な上勺h

同考 察

供試漁具について Z、5の考察を述べてみると

I 本年度漁獲したプ98尾は全部21 0 b / 1 2;;t;: 1 5 1. 5四(5寸目)の網で漁獲されてい

ることから考えてプリには密会太い絹地のものを俊沼しても来瀞量があれば漁獲が出来ると思

われるが，通E目舎について考えると中網を21 0 b/宮本，外網を 210b/12本とした

5枚網を使用するととも考え九れる.

E 又メジマグロにつL・ては本年度議長獲した 3滋は全部がliOb/宮本 11 5_ {三 8寸〉の

網目で漁獲されており， 2 1 0 b/  1孟窓 15 1.事務( 5す目〉では 1尾漁聾されていない点

を考えてみると，マグロを対象としな縫合は会輯主義艇の発達に伴い細い縄地の強力なものを今

後使用する事が必要と患われるe
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網 地

緑 網

据 網

浮子概

浮 子

吊 糸

目通し糸

羽交糸

締結

フ 流網仕様書{昭和0年度)

アミラシ 2 1 0 b/1 2本，クスジミ 151.5%(5寸)6 0目掛 75.8( 5 0間?
21 0札/15本 1自， 1 8本半白イセ網21本半日口線 15本半目

綿 5号(カツチ，エキス染)1 50匁(5寸)1 9目

ハイ.クレ混撚 2x3 209付右左各 t本

日本海鱒流網用合成浮子 3 5枚

クνモナ 2 5号(浮子の両端から吊る長き約 27cm) 2本合せ

クレモナ 1 5号

クνモナ 2 5号

内容1) 4割 5分

。沈子杭 沈子は不要

身網

アミラシ 21 0・b/12本

1 51. 5弘(5寸目)

6 013掛

- 150ー
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昭和 40年度 プリ マグロ

漁 i位

場 i水

i I平{実

i気1::::~I~ :l::l: 象|波浪・州 jz 5i2 2i2 

i表面水温I ; 3.30 I 1 9.0" ! 
海 I : 一一 一一一一一十一一一一一一一一一十一一
象|水 色| 一二 I 4___ I 4 
!流向逮 |s ISSV( 1"五一
投稿時間 118l25m-1 9l20ml17i2D m-， Sl 1 5 rrJ 1 7l4Sm-18l4中 8l0 0 m-1 913 0司
投稿方向I A I E I E i sw 
揚 網 時 間 iい2μol!，川5刈Om炉門~吋2引1孟れω20阻咋血
羅網方向I ! I 
羅糊犬況 車i ! i 

目合別 I ! I一一一寸一-1一一
区分 I 3.6寸 15.0寸 3β寸 I3.6寸15.0寸13.8寸 I3.8 
使用反数 1 8反 110反 I8反 I8反I1 0岐 I8反 E

置|鯵ケ沢 NNE 6浬 ~ NNE 5 I ÷;;ゴ
5人生士?

2 

6.19 6.21 

深 27m 34m 

。 。

2 

1 9.5. 19.40 

5 

上、中、下 。

リ
自 8反

5.0 寸

10反

ブ 尾

魚
島.Iマグロ

間

一

一

土

問

一

比一一一一¥町一
l

i

-

-

し

岩下

71f

引
出
ド

記

喜容
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流網漁業試験

青森県水産試験場 傭船々名 漁進丸

5 6 7 8 ? 10 

6.28 7. 4 7.1 2 7. 1 6 ~ 7.20 

。 NE 9' 。1，}'NNE 7'， ク NNE9 ' 。NNE5' ク NNE8 ' ~ NE〆/N8' 

2 <1m 30m 15m 28m 30血 26m 

C c 。 C C b C 

NNW 2 E 3 w 2 w 2 E 2 NE 2 、

5 5 z 2 1 2 1 2 2 

20.8 2 O.目。 20.30 20.9。 20.9 21.8。

川水 (濁り} A 4 

N ssw sw 急

1&(0佃"-19.tOom 1al1血-1al491l 1併0血-1as.43n 19創価-2oA.2白 2313阻 -OoA.3血 1Ss.o阻-1ss451n1 

SSE g E B E E s. w 

2zR.0血-23l4(lll 21.t1αn-2zLoon 22>4J加-22l43n 21l45m-2zl30m 03l11ln-03i551n 2日l3om-21，{1(lll 

上、出、下 。

3.8す 5.0寸 3.8寸 5.0寸 3.8寸 5.0寸 3.8寸 5.0寸 3.8寸 5.0寸 3.8寸 5.0寸

B反 1 0反 8反 1 0反 8反 1 0反 B反 1 0反 8反 1 0反 8反 1 0反

メジ 1 メジ 1 メジ 1

z 

飛魚の滋泳あり サシマの滋泳あ 汐流速く大謀網 メジ魚体 メジ魚体

り に絡網I 5反棒 体長 S3. 0 cm 体長 5 6伽

巻 体重 .s.8K9 体重 4. sKi 

メジ魚体

体長 50 cm 

体重 3.3 Km 
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昭和 40年度 プ 'J マグロ

口三宅
11 12 13 

円 τ十 15 

7.22 7.26 7.27 8. 3 
トー一一一一

漁 位 置 鯵ケ沢NNE6' 。NNE6.5 ' -'/ N 6' NNE 7 ' ィシ NNE5 ! 

l|竺i水天 深候

21cm 23m 31m 26m 26m 

B C C C B 
〉a〈zzLr 

象風向・風力 N 2 NNE sw 5 E 1 

波浪.ヲヰY 1 1 1 2 2 

海 表面水温 21. 2。 21.40 21.60 2 2.4" :1 2.20 

有量 一一
水 色 5 

流向速 ssw sw N 

投網時間 18l白血-19l09:n 17l4Om-1 sl1 on 17l2Qn-17l5Om f7l3 Qn-1Sl1 on 18lo釦1-1μ35m

投!相方向 sw 

揚i網時間 2z.{OOr.-22l4血 21loOm-21白血 2ol2Offi-21向Dm 2110αn-21l45ID 20l3Dm-22l4血

羅 i絹方向

緩網状況 キ 上，中，下

E子ぞT3.8寸 5.0寸 3.8寸 5.0寸 3.8寸 5.0寸 3.8寸 5.0寸 3.8寸 5.口寸
使用反数 8反 1日反 B反 1 0反 日反 1 0反 自反 ! 1日反 8反 1 01叉

プ リ 4尾

魚
マ グロ

鐘

}jIJ サ
ノ、. 

漁 イ ワ 乙/

獲
グ

量
フ

カ ーー -1 
ナムラ全く見ら プリ魚体 大謀嗣に絡嗣

記
れず底制に絡網 体長 体重 3.8寸2反 破制

任追 3.0cm 3.61<9 5.0寸A反

@60.白 3.2~ プリの魚体

⑩ 9.0 

ヨ 体長 体K重F 
事 @61.0 

① 60.5cm 3.5 

!② 6 O. 5 3.3 
③ 63.5 5目?
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流網漁業試験

青森県水産試験場 傭船側名 漁延安丸

16 計

8. 1 1 

~ NNE.5' 

2日m

R 

N 

24.0。

17K30m-1811.30m 

W-E 

2 1 s.. 0 Om-2 1 s.. 4 om 

3.6寸 5.日寸 3.8寸 3.6寸 5.0寸 3.8寸

8反 6反 6反 24反 154反 126反

(イ子戸
つゲヲキ

8 
1 

メジ5

(イ子)(イ奇1(イ子)1 ピシ4 ピシ1 ピシ5

5 1 大片羽円51 

2 

5 

フクラギ

体長約5日明

サパ(イ子)

体長約 10 cm 
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有用海藻養殖企業化試験(ワカメ養殖試験)

担当者技師 ;話橋邦夫

青山禎夫

I 目的

本県の有用海藻の中でワカメを対象とし，前年に継続して養殖技抗措検討し，企業化への途を開

くものである。

E 調査内容

1.調査場所 青森市奥内

2. 調査部間 昭和40óf6 月~ 12月

直 調査方沙てと結受

1. 冷却日養の効果

冷却j吉養による早期採取の可能性を検討するため. 6月 29日議定の成実業を用いて常法に

より探苦し，冷却開始日を支えて i700に冷却j1iぎした。穣苗¢均出しは?月 21B， 1日月 5

日の2回で. 11月 26臼第T自の生長守調査した。結来は第 1表のとおりである。

第 T 表 冷却種苗の生長

r frjl tl:iてすす

葉体長は1.6 - 3. 7 cmで，冷去l開始日と沖出し日との関係については明らかでないが， 8月下

勾から?月上旬こ冷却したものがや』よいように見タ:げられる G 冷却j白菜干の幼芳ーをみると，冷

却後7""' 1日日で芽胞体が発芽し，生長を続けて立脚f立になるが，その後は枯死し次々に茅胞体

が発芽する状誌を繰返している。又冷士l陪養を行なうと藍藻舗が繁椋して種糸を擾い，長期間

( 2 タ月以上)のほ主きでは蒐茅数が減少するととが観察され?ので，沖出し持に華体主計~ 1ー~
1.5問{立になる程度に冷却下自始日を考慮すれば，長期間冷却hiZ芸立の必要はないものと考えられる。

最大業体長詳の平均値では，海面培養のものと主が切らか?たかったが，一見して冷却培養の

種苦であるととが分る泣に差がみられた。これは，冷却したものは大型業体長群の個体数が多い

ためで，冷却培養によって大きな茅が揃った種苗を容易に生産できることを示している。

なお1月4日の大時化により施設が被害を受け，その後の生長は観察できなかったが，冷却培養

による一応の効果は認められた。

2. 産地男Ij種苗の生比収量

養殖車種を検討するため県内は，深浦(臼本海).三厩，牛滝，下風呂(津軽海峡). ~皆よ

(太平洋)の 5地域，県外では，秋田県，岩手県の穏を 11月26臼，及び12月2日に巻付け

と差込みによって分散，養殖を試みたが，施設の被害によって結果は得られなかった。

-156-
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3. 収量増大法の検討

幹縄単位当r)収量を増大することを目的とし，養殖適層を有効に利用する意図のもとに a親
縄を5C11l， 45C11l， 10 5C11l， 205仰の4層として養殖する方法と，縦2m.横 4mの網6枚

に直接採苦し養殖を試みたが，前項と同様に結果は得られなかるた。

4. 海面培養適層

深浦産の芽株を用いて 6月21日に硬質ビニールパイプ (10X2uC沼)の小枠に樹脂加工ク

レモナ糸を巻いた採苗器に採苦し，各枠を1血間隔こ連結して，第1枠を深度1mにし，垂下深

度は一定のま』培養したところ第2表の結果を得た。

第 2茨 連結枠の発芽状況

5 6 7 

0.1 I!III I 開明

2.5 I 2.0 

0.3 I 0.3 
1 1月五日

3.5 I 4.0 

芽胞体の業長は深夜により大きな芝えないが. ; 1月の調突では4m以深がや hよい値を示し

ている。発那智級も 4m以深がよい涯となっていた。{91岸からみると本年度の発芽はやh不良で

あった。(発芽階級の区分は前年に準じた)

N 結果および考察

種苗冷却培養の結果については，施設が担嬉を受けたので成葉体になるまでの生角こついての観

察はできなかったが，小葉体の生長からみて，一応冷却こよる効果が認められた。

今後は，最適冷却水温，沖出し時期(現場水温)と生長の関係，冷却開始時期及び培養期間と生長

の関係等，効難句且つ経済的な冷却方法について更に検討する必要がある。
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並型魚礁事業効果調査

担当者課長頼 茂

技師 高橋克成

I 目的

同一海域に(岩崎湾)数年来設置されてきている人工魚礁周辺を多角的に調査することによって，

魚礁の生産効果を総合的にfI'析し，また地域的，時期的に魚礁に婿集する魚種の生態と生産効果に

ついて調査する。

E 調査方法及び内容

1.調査場所 西郡岩崎村

2. 調査項目

(1) 魚礁の構造と設境条件

イ，測量，測深による魚礁の位置及び等深線分布並びに底質調主主

ロ.魚探による海底伏況調査

ハ，潜水による魚礁設置状況並びに婿集魚調査(4 O. 8.23 ) 

.::::.，定期的海況調査

(2) 魚礁上の利用状況と漁況

(イ) 利用状況及び漁況

(ロ)三枚網による季節的魚種組成調査

(3) 魚礁に婿集するヤリイカの生態用査

れ)ヤリイカの生態について

(ロ) ヤリイカの魚体調査

班調査結果

1. 魚礁周辺の環境条件について

行) 魚礁の位置及び等深線，底質の分布並びに海底状況については別図(I.......m )に示すとおり
であるが，湾内に設置された魚礁の環境はうえh異なり，北より岩礁，砂地，玉石地帯に設量さ

れている。

湾奥である岩崎魚礁周辺の潮流速度0.2ノットに比べ，湾外の部分に当る大間越魚礁周辺では，

O. 8ノットで約4倍の速さとなっている。

(ロ) 魚礁設置後の状況調査

昭和40年8月23日潜水による調査を行なったが，半径 10 III内にあるプロック数は平均

8.3個(最多 30ク，最小 1.......2ク)で，ブロックの間隔は0.4IIIから 2.......411lである。

また観察した 15 0個のうち，積重なったブロックは 1個も見受けられなかった。

また，埋没状況は場所によって差があり.概してブロックが集団をなしている所は少なく，分

散しているものは深く埋没している傾向がみられ，大部分が30 .......4日ω曜度埋没しており.

古いフ・ロック程深く埋没しているようである。

フ.ロックの縦位置と横位置の割合は 3 1で，縦位置になっているものは，プロック内部iこ30

....... 4 0 cm程度の砂が堆積していた。

フ・ロックへの附着生物は前回(昭 36 )の調査時よりも複雑化し，イワガキ.アカエポシ.マ
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ポヤ等で全面が覆われている。

海集類ではツルアラメの小型のものが私二三している長j乏で，大型の海義;まみられなかった。

婿集魚としてはアイナメ，カワハギ，タイ(小型).キウセン，ソイ(小型)で.カワハギは

5 0場内外の集団でみられたが，その他は2-3尾程度の小裂のものであったっ

アイナメは 1-2尾位が各所で量賢察された。

付海況調査

i観測月日|時 間 天候 風向

仁r j. 231 140351 bc N 
c 

トコ 19! 9" OO! f 

るI1 701日F
』一一・4恒 』

。'nn ! ! ト吋 E

む |友三

L lr干lL1-ミ.• : ~-:) t、ィ子kもち， ，え lí~1./:<

りであるむ

! ーマ一一一ーで
つ 15ミ iC =コ i
一一一ートー-J一ー一一L

J 宅一色一

円、 '1i 
'_，'_' ， J 9 を:~:~ :J"' 今;ナナニ fr~果 eまよ表のとお

土手 2，2 l .!.:2 (円j 三 ~;.6[C  L.Cエ j 337 ! 
-一一一一一一一一一』ー一一一

~0 ち，位在日之_，' ~J ~!-~ T;ζ7 メヲ只コよc'r ~ -. 、・， え流位。:25 _/'ジト以下と考
3 られる。

又. 0.5閑ふU:のブミ怒与は三設であった。

2. 魚礁上の利用状況と漁況

イ，利用状況及び漁況(別表1) 

ロ，三枚網による季節的魚種組成調査(別表'[) 

3. 魚礁に婿集するヤリイカの生態調査

イ.ヤリイカの生態について

。

。

ヤリイカの議泳水深

エ易戸'í ぶことって?;完走:ミニ!コで争何 LLから{Srl わ旬と ~E::~マ培亜を云う訳にはし /J:';~こ ν が，そ

'-.V~号う;;;、いわゐる~ -) /' _'"積場)つ?丘去から 1."'"γ?と A 勺ところか三、表;:f<Tffrf5 .~ o mの

間企:大体ャワ f?のt狩泳!記こなっている。

時期が進むにつれ;; z持;永信;浅く会り~ RPちi月初ζJム?リ喝...... 0 fG.のところで漁があった

もの vぷ， 5月末から 4月にかけては 10m以渋のところよち糸獲されるといった具合で，接

岸状態を示し℃いゐc 昼間はスi体中層以下を訴吉永しくしt，.~o 

群密度

その日の気象・海況にもよるが，魚礁ォイ閉めプロジクに泊4日K9らLょのヤリイカが群泳し

ていることもあり，生殖行為中のヤリイカが魚礁に掲集したときの様子は群の厚みは 3-5

mに亘り，直径は 5-6mの範囲iこ拡がり，泳ぎは緩慢で<tる。
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fし.何畑こでも全般に群れているというものではない。

t.つかの群集団を形成して独立しているもののようである。

魚礁へのつき具合

・時間的変化(朝.昼，夜)
この産卵逗瞬時期は昼夜の別なく漁獲され，一本釣は早朝から夕方まで，また小型定置

では朝マジメとタマジメに揚締するが， 3月下勾から 4月20日頃迄の盛期には昼にも揚

網し， 1日3回水揚アする。

一本釣では大イカ(型の大きいものを大イカと呼び裂の小さいものを小イカと呼んでいる

が，大イカは胴長夏 2- 3 0 cm，体重は95-190$1の範囲にある。)しかか Lらない。

また，秋同県の岩舘方面では，イカ突という漁法があって，平イカを泳がせて寄ってくる

8イカを組上よりヤスで突いてとるという一種のアユの友釣に似た漁法がある。

・環境条件の変化(海況)
・ンク前iこ，水が澄んでウネリ治効ミなり強いときに漁があり，このときの天気は曇ってい

ても雨でもよい。

ベタ凪のとき，余り快晴の日はイカのつきが悪い。

シクの後2-3日してからまた漁があるが，風向は岩崎地区の場合は北風のときがよく，

南東風のときは不漁である。

潮流との関係は下り潮Dとき治注蜘こ漁があるが，産卵のため接岸する時期は潮流の速さ

(岩崎地先では 0.2ノット -0.8ノット)や二重(込下，上)三重(下，上，下)潮に関

係ない。このときの表面水温は6"O(3月下勾 )-13"0 ( 5月中勾)である。

・産卵の前後
産卵前，中，後で自と漁場カ漣うので，一概に云えないが，岩崎魚礁へ来滋するヤリイ

カは産卵のためと思われる。魚体調査の結果は判きりしていない。

恐らく産卵のため接岸してきたものと解されるが，放精脚Hしたものもあり判っきりしな

い。との地先では 5月から漁が始まり.5月20日頃まで続く。春先は大イカ(o ) :が多

く4月に入れば次第に小イカ(平)が多くなる傾向にある。 4月末頃になると白色化.X
は健色化したイカの死骸が網にか』る。

。平坦地におけるヤリイカの生態
岩崎地区の海島伏況は海岸滋初当ら沖合約60 0 mの聞は岩盤，玉石，傑といった状態。z続

き，その沖合は甘盤の上に砂泥(1 m前後)が被覆しているところである。

魚礁はこの砂泥地に設置され，その沖合に天然礁が存在する。

ヤリイカは玉石，燥地帯迄は接近侵入するがそれ.l!:lt岸に近寄るととはなく，前にも触れた

ように魚礁や天然礁全体に分布するものではない。

又.それ等の陰影をつくる部分に群泳しており，砂地のような平坦部には群をつくらない。

。産卵沼瀞について
本県の岩崎地区に来瀞するヤリイカの産卵群は，先づ本土から 40 Km離れた久六島周辺で

2月初め頃から漁が始まり，深浦.組章作.沢辺と下り潮に乗って岩崎湾内に沖合から入り込

む経路を辿るもののようで，沢辺沖で漁があってから 2-3日して岩崎地区に漁があり，更

に南に位置する大間越地区では 1週間位遅れて漁があるという。沖から入り込んだヤリイカ

は天然礁(沖の瀬)にと Yまり，それから魚礁へと移動するもののようである。

- 160 -



ロ，ヤリイカ魚偏層査結果

① 5月31日から 6月2臼まで5回iこ亙り. 9 5尾について行なった。

② A図から 8においてGWニーダムのうの重量には変化がみられない。

③ B図から産卵期の終りに少くとも8については魚体の小型化がみられる。

④ C図から胴長が長くなるにつれて耳長に対し，耳巾ゑむj、さくなる。
8 

⑤性比については普通 /~ =4であるが. 4月30日の最大 10 ， 6月2日の最小 0.44 
平

をみると，産卵期における性比の推移の可能性を示している。

⑤ ヤリイカの外部形態における平8の区別は.oは胴の腹面(甲のない方)の中央線に治つ

て縦に1本隆起し，かっ色素胞の密集した線がある。平はこれに反し，隆起中央線がなく胴

は円待伏である。

N 結果と考察

魚礁を設置するととによって甥集する魚種のうち，最も乞室効果が大きいと推定されるヤリイカ

を対象としてとりあげ，これと魚礁の関係及び経済効果を調査する一方設置された魚礁の其の後の

性状及び時期的な~境の推移を調べて綜合結果を求めてきたが，岩崎地先におけるヤリイカと魚礁

の関係については略h明らかとなった。

然、し，ヤリイカの産卵生態については諸積の事情に工り充分な調査，観察を行い得なかったが魚礁

設置による効果認定調査に当つては対象魚種を選ぶこと，没つかの魚礁について調査を行なうこと.

環境調査は同時に実施し対象魚種の生態との関連について詞べる必要があると思われる。

なお，効果判定するに当って魚礁設置事業を実施しているコ軒jJ県で共通する調査項目は魚礁の利用

状況と漁獲量調査の二つ丈である。た YこLで漁獲貴とは魚礁よから水湯げされるもの丈を似て実

績とするのか，魚礁を中心として関係する或る綜却を含めて水揚Tされたものについても漁獲量と
見倣すのかその辺の規定を戎る程度設けろ必繋があるように考える。
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別表 I

o 漁業種別ヤリイカ漁彊量推移表(岩崎漁協)

魚礁，一本釣 棒 戸JιL 魚礁外一本釣 定 1"号 )去 建

S. 35 3，500 K9 2.800 K9 200 K9 1 0.5 0 0 K9 - K9 

36 1，70口 5，3日日 300 1 1，7日日

37 3，200 1，1 00 500 92口口

38 4，400 5，800 1，500 9.1 00 

39 6.1 0 0 6、600 70 0 1 4.8 0 0 3.800 

40 5.2日日 3，600 1，000 1 8.200 2ご口口

。岩崎漁協におけるヤリイカの総水揚に対する魚礁より水揚げされたヤリイカの
漁獲及び金額比率

o 1¥¥1.礁上のヤリイカ操業延日数及び操業隻数 )内は日数

。臼者海区と岩崎地先のヤリイカ漁獲量対比表
明暗軸骨白血四時晶密閉・園田町日帽ー圃・--叫同理高唱師輔副嶋円母体~ .国

8. 35 36 37 38 39 

民F K9 K9 K9 民F
日 本海区 3 31噌 932 7司198，478 835.6 I 4 84久626 4.231，540 

石<.'0 崎 漁協
1 2，00日 1 9‘0口0 14，D1.D 70q6 11 20β口口 3 2，0 0 0 
5.1 % 1.6 % I 1. 7 % I 2ι¢ 2.ι月あ

- 1 66ー

計

1 7.00 0均|
1 9.0 0 0 

1 4，0 0 0 

20.800 

32，00口

5口.70口

40 

同?I
1，25 6.0 25 

22.1 ?日
1.8% 
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1隻当り水湯量
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別表 E

コ

iその他

;ウシノシタ

-J、 イ 5 

岩崎魚礁漁獲量調査

(尾)

2 z 4 5 ι 

2 4 

2 

-1 69ー



図

体重に対する各重量パーセント

の平均値の変化

A 第

図B 第

胴

長

(cm) 

平均胴長伎の変化

図。第

25 

カ耳巾上じの分布イヤ

耳巾

~ 
耳長

一一一一『平

4 

0 

///¥¥ 
2口

¥
A
U
¥〕町

、
¥
¥

、、、、
、

¥

¥

 

¥
¥
 

弓
号
、
¥
 

i

、
、
じ

/
 

FJ〆
/
/
 ιf 

J
/
 

/
〆

日?

重{直心変化

0.5十

」一一一一ι一一一__j一一一一」一一一一J一一一一L一一ーム一一一一」一一一一」一一一一」一一一一よ一一一一一一I一一一
1 2 1 4 1 6 1 8 20 22 2 4 26 28 30 Bo L 

- 1 70 -

./' " 
/¥  

4
月

!日日

3 

月

1 5 

体

重

(タ)

: 20 

80 

'1 60 

1 40 
、
て〉

てん卵腺

平/ノ

斗

1
1
1
1
a
T
i
l
lす
1
1
1
Z
十

1
j
i
-
-
j
l
J「
1
4
1
1
S
T
i
l
l
-
4
1
5
1
i
l十
j
l
j
i十
1
1
1
1
一1

勺

/

，

O

「コ

4

5

?

}Z
』

F

J

4

4

1

n

u

Q

d

只
U

『
/

体

重

対

す

る

。ノ、

セ

ι 

す
i
j
1
4
j
i
l
l
i
i
J

4

3

2

 

5 

ン

値

，J 宇 G，W 一一一1 ¥ / 「一一人、ごf-e一-，_0こプム
口しー」一一一一」一一一一ーし一一一1

3月 4月 5月 6月



アワビ増殖試験

担当者技師 高橋邦夫

青山禎夫

I 目的

前年と同じ

E 調査方法

ほぽ前年と同様であったが，設定枠数は 43個所，標識放流はステンレス，クレモナ糸によった。

E 調査内容

前年 i司様

調査.実施時期 昭和 4日年7月1日-7月4臼

N 調査結果

的潮間帯における資源量

約 40万個と推定される。

(口) 生息エゾアワピの性状

前年に同じ。

ただし，アワピの深浅移動による磯入り時刻はその年の海況に左右3れ一定ではない。

わ)君主卵期の決定

" 6 4. " 6 5の観察から 8月中旬-10月中旬と思われる。

ド)標識放流

ステンレス 2 0日個，クレモナ糸 500伺の合計 70 0個について標識放流を行なった。

同種苗アワピの移理状況

野辺地町 内町!

16.5 0 0個 山D個1

V 今後の課題及び考察

合計 1

8.500個!
ーム

(殻長4-5cm)

漁場調査を行なうとともに亜潮間帯についても資源量の把握が必要である。

(詳細は伐青森県尻屋地先におけるエゾアワビについて 1 " 

“青森県尻屋地先におけるエゾアワピについて Eを参照)
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増殖技術改良試験(ワカメ)

担当者技師 高橋邦夫

H 青山積夫

1 El的

前年に引き続きワカメ養猶技術全般に亘って特に収量の増大を図ることiこ重点をおいて検討を行

なう。

E 調査内容

(1) 調査場所 東郡蟹田町塩越

@調査期間 昭和 40年6月-4 1年5月

E 調査方法と結果

① 室内培養程百u:Jf中出適期と，海面芯著書と¢治較

6月29日深浦y17})成実業で採芭，安Lちでうf?養したものを3月7日日. 9月15日. 1 0月4

Bと5回に分けて沖同t..し. 1 1月27 G銭安む之結果 F 発茅階級は 8月3.O. 9月O.5 • 1 0 

月3.5であった。

これは室内培養種首としては良い発芽ではなかった。

その原因は.室内培養中に単細胞ω勧j、藻類が繁殖し，配偶体，芽胞体を襲って枯死したものも

あったこと'，.. 9月15日沖出しのものは時化のため?月 2日から 15日まで現地で洗桶に収容

していた関係も多分に影響しているものと考えられる。沖出し種苗の発芽状況は海面培養種苗の

比較的良い発芽のものと同程度であった。

②海面培器l層

1 m間隔に小枠7I1国を連結して，五月 21臼深浦主主の成実棄を用いて探苗，海面に垂下培養し

た結果，発芽階級5以上の発芽のよい深度は5m以深であった。

これは奥内地先オ幌4m以深がよいのと略々同様の傾向であった。

③ 養殖量増大方法の検討

養殖量を増す方法として，親縄を 4層(深度O.1 • O. 6 • 1. 3. 2. 3 m ) Iこ張る方法と，網

(2mx4m)に直接採苗する方法を試みた。

日.1 m層の親縄の部分が切断，流失したので，充分な結果は得られなかったが， 4層揃っている

下風呂，牛滝産の穏苗を分散，養殖したものについてみると. 1担当りの平均以 t土はO.'1 J吾，

1. 8 8 K9. O. 6 m屑1.9 6 K9， 1. 3 I:思 2.4 7 Kg， 2. 3 m居 2.59 K9であった。

例年上層ほど成長もよく収量も多かったが，本年度i立をき強選震がや〉深い傾向に認められた。

収量の最大値を 3つ年度の奥内lこ比べると，蟹田がかなりす一回っている。又，ワカメ網の収量も

最大が4aKgで，ヨヲ年度央内心 58K9に及lまないのこれは均失の環境によるものか，或いは年

変動によるものか明らかでない。

④ 種苗の分散方法による差

海面培養種苗を蓋6と巻付の 2方法で分激し，その収量を比べると，器61.7 1 Kg/m .巻付

2.7 3 Kii'/mで巻付が多かった。

又，室内培養種苗についてみると，差込1.5 8K@/mに対し巻付2.36 Kg/mで同じく巻付が良
好であった。
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⑤ 産地別種苗の収量比較

産地別の種苗を分散養殖してその収量を比較するに当って種苗の発芽数が同一でなければ比較

は困難であるが，こ hでは各産地別に巻付法により養纏(4層)した中で，成長・収量とも最も

よい層のものを選んで比較してみると，次のとおりであった。

県内産 階上 3.49 下風呂 3.47 牛滝 3.78 

三厩 3.08 深浦 2.12 

県外産 岩手 3.30 秋田 2.53 (単位 ι宅/m) 

深浦窪は芽付が悪いため収量も悪く，又秋田窪(室内培養種苗)は茅付が最良であったにもか』

わらず重量が少なかったのは沖出しが甚しく遅れ，成長語専悪かったためである。

N 今後の課題

ワカメの母藻が美る各地の種苗を養殖した結果，収量面で大差がないのは養嫡也先の環境に支配

されるように考えられる。

しかし，生長の面ーからみると，産地の異る種苗間で差が認められるようであるけれども，同一条件

の種百を揃えることが困難であるところから，なお継続して調査を行なわなければならない。ワカ

メは生売りする場合，早期収穫することが最も有利であることは云うまでもなく，このため生長率

や品質(消費者の好む)の面についても更に撫守する必要がある。
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ノリコンクリ ト面造成事業効果調査

担当者技師 高橋邦夫

H 高橋克成

I 百的

コンクリート面造成事業効果を高めるための基礎的な調査を行なう。

E 調査内容

(1) 調査場所 西郡深浦町風合瀬

~~査期間 昭和 4日年?月--4 1年5月

E 調査方法と結果

(1) 掃除適期

昭和37止存在).'-造成されたコンクリ--¥忍;こ 20 (沼y1 ') 0 c河の枠4函を 1組する A，Bの

2試験区と ，20 x80cmの絡4'~;Jを 1 斜とする C 立験rs:.1::'設け， 9月25日苛性ソーダ1日

必液でA，B の第 1 主主会，同じく 5 ヲ善命ーヴ C~， 1枠を. 1 0月12日|市栄に第2枠を. 1 0月

2 5日には第5枠を掃除 Lて. 1 月 T 三日:二溝':~三玉マみだところ.次のとおりであった。

40る 340 

この値からみると， 9月25日は掃除したところが最もよく， 1 0月12日， i 0月25日と時

期が遅くなると着生量が減少していることが分る。

但し，掃除しない第4枠が第1枠に次いで着生量が多いが，これはB，C区の雑渓着生が少なく，

掃除しなくても充分ノリが着生できたことに起因している。

これに対して A区は汚れが甚しく，掃除しない対照区(第4枠)が最も悪い着生を示している。

ら比の結果から掃除は9月に行なう方がよく，時期が遅くなると着宝量が次第に減少する。

汚れがひどい場合. 1日月中であれば掃除により着生量を増すととが出来るが，逆に肉眼的にみ

て汚れの少ない所では.むしろ掃除しない方がよいことが分る 3

(2) 造成年度別の着生量

昭和 37年度から 40年度までの造成面について，混合前也先のノリ解禁日(4 1年 2月5臼

)に， 1m2の枠刈りを行なったところ次のとおりであった9

37年度

133 9/m2 
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3 7年度造成面は 10月5日漁協組で苛性ソーダ 10 %液によって掃除を行なったが.その他は

未処理のま hである。本年度は造成面全般にわたってウシクノリ，その他の雑藻の着生が多く，

ノリの着生は掃除した 37年度造成函を除いては極めて悪かった。

未処理造成面の平均値と， 3 7年島宣成面の着生量を比べると， 37年良造成商は 2.6倍，又天

然岩礁に比べると 3.6倍の差がみとめられ掃徐効果が顕著に表れている。

(3) カマポコ型ノリ礁の着生量

ノリの着生層より低位置にあるため，未利用となっている岩盤地帯が日本海側にかなりの面積

を有しているが，この利用を計るためカマポコ型ノ 1)礁を 10月5日築設し，五回にわたって着

生量の調査を行なったところ，次表の{直が得られた。

平均着生量

11 

/1 

費生状況をみると. 1 2月27日にはすでに全面がノリで覆れていた。

又， 2回目. 3回目の摘採時に，前に摘採した場所と全く摘採していない場所の区別がなくなっ

ていて，着生量からも差がみられなかった。

風合瀬地先では造成面，天然J岩礁を含めて最良の着生状態を示していた。

各調査日毎の平均着生量からカマポコ型1基について 3回摘採のi収量を算出してみると.9. 4 Kif 

となる。

本年度は時化のため 3回の摘取にとどまったが. 1 5白間隔でる -7回の摘採が可能と考えられ

るので，凡そ 15 KSZ程度の収量が期待できる。

(4) 苛性ソーダの濃度

これまでの調査から取扱い，掃除効果，経済性から苛性ソーダが最適と考えられるが，その濃

度と掃除効果を検討するため?月 25日. 2.5%・5.日係・ 7.5必の玉区分で掃除し.1 1月13 

日着生量をみたところ 2509，2259.2509で殆んど差がみられなかった。

試験区周囲の着生状況からみて殆んど掃徐効果がでていないようにみられ，今後更に検討する必

要がある。

N 今後の課題

造成面のイワノリ着生量が年を経るに従って低下することはすでに知られているが，このことは

本調査の結果からも明らかである。これが防止できれば造成費の償却に比較的長年月を要する本事

業の採算性をより向上させることができる。

着生量が次第に減少する原因としては，コンクリート表面の藤耗が考えられており，又，イワノリ

はセメントに附着するのではなく，コンクリートの中の砂や石につくとみられているところから，

この表面のセメン卜を溶解して忍中石の商を多くすることによって着生量の経年変化を防止できる

のではないかと考えられるので，波浪を受ける度合，傾斜等比較的同一環境とみられるカマポコ型

ノリ礁について，今後継続観察を行ないたいと考えている。
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さけ，ます保護水面管理事業に

伴うサクラマス調査

I 目的

前年に同じ

E 調査方法

担当者謀長

技師

下り3棄を設置して降海型ヤマメの降海時期及び日周変化について調査した。

E 調査内容

調査.項目として

① マスの間帰

② 降海型ヤ"'<~調査

③ 発生と河JIi広混についての調査を加;えだ拘

他は前年度に同じ。

N 調査結果

頼茂

青山積夫

1. 過去5ク年の調査結果の総合取鍾めを主体に，併せて本年の調査結果について報告する。

2. 本年の天候は昭和38年のそれに近く.気温，水温についてはマスの湖上が多かった昭和38 

年と不良年であった昭和39年の中間型で5.品月はイま目であったが，湖上期である夏季聞の気

温，水混はともに昨年に比し高温に経過した。

3. 中の股沢の流量は融雪時期の 4見詰二議高で，マスの産卵期である 10月が最低であり，その範

囲は0.1mS/S8C -2 m8/ 目的の閣である。

4. 老部)11の)11口は常に南寄りに位置し，南へ17 0 mの範囲内を絶えず移動している。

5. 5月下句γラスウナギ2尾.9月上匂クロコ 1尾を老部橋付近で発見採捕した。

6. ヤマメの餌となる底棲生物の種類及び量削可床裂によって異なるのは勿論であるが.時期的に

は月が進むにつれ除々ではあるが，量的に減少してゆく傾向にある。

7. 老部)11に湖ょするマスの親魚は 5年級魚が90%以上を占め， 4年級魚は10%以下である。

湖上時期は8月中匂から 10月上匂にかけてである。アメマスはサクラマスより早く， 6月から

湖上し.カラフトマスは 7-8月，サクは10 -1 2月である。

8. 老部mこおけるサクラマスの窪卵時期(9 --1 1月)のzk涯は 8'0から 16 '0 (産S関長期?月
下勾-10月下勾)の間である。

9. 昭和38年秋，標識放流したヤマメ(772尾);からネミ6尾(O 1尾，平 5尾);設け5部J11へ

回帰し.再捕率はO.7 7 %であった。

10. 天然産卵床における発生と河JlI水患の関係は平均水議9.ーちでsブイヒ所要日数34日，積算温

度324.06'0であった。

11. 老部mこ滅ょするサクラマヌの建卵場の区域は?メマスとサクラマス，サクラマスとカラフト
マスとは夫々重複するが，それ以外は鳴らかf~ê:守分される。

12. 昭和40年に老部川に窪卵されたサクラマスの卵数は約 40万粒と推定される。
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13. サクラマスの産卵場選定条件として，水温，水深，流速，水質，底質，照度等が考えられるがι

産卵場に最も関係深いものは底質で. 2棚らほの磯が75 %以上を占める場所である。水深は

4 0 cm以下.VfE直は 1 m/S9C 以下である。

14. 降海型ヤマメは水温に関係なく， 4月中旬から 6月上匂にかけて降海し，最盛期は 5月であるe

降海型ヤマメの大きさは，体長10 cm-1 5.3cmの範囲内である。

降海週携の時間的変イりま日暮から朝方にかけてが最も多い。

アメマスのそれはヤマメより早い時期(5月中匂まで)に集中的に降海するようである。

1 5. 人工産卵場造成は産卵場の拡大を図る上に効果がある。

(昭和40年度 さけ・ます保護水面管理事業に伴うサクラマス調査報告書参照)

V 今後の課題

(1) 本年サクラマスが回帰した実績からみて，マスの保護効果をあげるためには4月から 6月中匂

にかけての降海型ヤマメの採捕を全面禁止することが望ましい。

(2) またサクラマスの産卵最盛期である?月中跡ら 10月にかけて河)11の状態を一定とするため

砂澗採取等障害となる事業を一切禁止すべきである。

(3) サクラマスについては今後降海稚魚数との回帰率の関係並びに降海稚魚の体重と回帰率との関

係について調査を行なうことによって河川における持続的最大生産の限界を求め河川管理方式の

基礎を得る必要がある。そのためにはマスを対象とじた新しいレースづくりの試みも行なわれる

べきであると思考する。
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質汚濁防止対策調査

(サケ，マヌ母護河川!調査)

!J( 

茂

実

男

典

夫

夫

夫

重

良

邦

一

瞬

竜

形

藤

峯

橋

山

木

頼

山

斉

長

高

育

植

増殖課長
調査普及
課長
技師

11 

担当者

If 

目 的

最近水質汚濁による水産被害が多〈なり管とわきと防止するための基礎的実態を調査する。

11 

調査内容又づ方法

調査対象水域

央入瀬川水系 I_'-• '-~ 

追良瀬川水系水域

'.2)調査項目

司社会経済的調査

(イ)河川猷況誼査

(坊生物調査

(3) 事業実施期間

昭和4日年 10月~昭和 41竿きた

(1) 

E 

調査結果

突入瀬川水系水域

ケ) 社会経済的調査

(A) 水域周辺の都市・産業の現況と，将来計画

周辺には十和田市・百石町・十和田町・六戸町・下田村の 5市町村がある。経世帯数およ

び人口は. 17，500世帯. 87，7目白人である。

産業は農業治生体をなしている。

水域の中流以下は八戸地主新産業都市残設計頁の一部となっており，工業l誘発の対象とな

っている。

開田は，本流からよレ;水す 3もφだけで 4.000hとぷ必されている。

水利用の現況と将来計盈;

このJ1 如水は多常に引用されているが~ )老窓お，;:{}長室i二多1利用されている。発電所は

4ク所あり，そのうち出力の大きい3発電所に:1 r.t:.~ L二宗主EZ.逗荊沼しており 1発電所当り

20-22m~γ自信である。

農業用水は5月下旬-9九上勾ω閣に平均.35ι〆S6古本流から取水する。

開田 4，000 h aが近く実現すれば豹12耳1'/'鉛G 益く取水されることになり，将来工業開

発がおこなわれれば工業用水として利用される水も数料水その他も若干増える。

E 
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(吟水域内の漁業の概況

奥入瀬)1{7.k系には 4組合(約8 0 0名)あって，これらが奥入瀬)11地区協議会を組識して

管理にあたっている。この外奥入瀬川鮭鱒増殖漁業協同組合において. 9月下匂から 12月

上句にかけて凱i二するサヶ，ザズの八工ぶ化放流事業を行なっている。

水系は，渓流，上・中・下流の4形態をそなえそれぞれに適応する魚種:(ゴイ，フナ.ウ

グイ，アュ，ニジマス，ヤマメ，イワナ)も多く，これに調達する漁業が営:まれるのは当然

であるが，漁業の種類は行使遊漁規則lごまづて竿釣と網(たも，間ツ手，すくい s投網)に

限られ，網類は目合の制限をして濫涯を防1としている。

特殊漁業としては，ァ三.ウグイ等を採摘する葉瀬f1漁業のほか居繰網・留によるサク，

マス親魚採捕漁業がある。漁獲量は30トン前後で県下河川iから諺動アる水揚量の3-8%前

後である。

(司 水域内の重要水産資源を対象とする漁業の現状とそれに対する保護措置

本河川の特色は，鮭鱒族の魚類を主体とした漁業で，ここ 8ク年の漁獲内容からみてもサ

クと陸封性マスの漁獲が多く，次いでウグイの!鼠となっているが，主要水産資腐す象魚はサ

ク，マスにつきるといっても過言ではない。

これらは，前述の留・居繰糊こよって採捕されるが，留による漁獲が?日%以上を占めて

いる。

サクについては，年々親魚探捕数も増え，戦後における放流数と 4.5.6年後の捕護尾数と

の聞には正の相関がみられる。

マスについては，サケに比べると微々たるもので減少の一途をたど、っているが，上・中流

及ぴ支流地区はヤマメ，イワナ及び最近放流されているニジマス，カワマスの好漁場となり

つ Lある現状で，中流地帯においてはサクラマスの増殖放流が行なわれている。

これらの保護措置としては，県規則による河白の禁漁区設定及び体長，時期制限を行なう

一方，行使・遊総見則によって網自の制限並びに禁止区域及び時期等を設けて魚族の保護を

行なうとともに多数の監視員をして厳重な違反取締りをおこなっている。

(イ)河川状況調査

(A) 河川水質

8月.1 0月の2回河口から 5Kmどとに調べた。

その結果，水温・ PH・電導度・塩素量・震度・ D0・BODとも異常なかった。

(B)河川流量・潮汐・潮流等の状況

流量………近年における最大流量および最lJ、流量は下流の百石町において 201 m8/sec 

および 8.3m8/ 関口である。

この)11は5月下旬から?月上匂まで農業用に多量に取水されるので流量が著しく少なくな

る。下流において平常数 10 mS/ 目前の流量である。

潮汐………平常は河口附近でも潮汐の影響がない。暴風時の感潮限界は河口から約1.5日O

mである。

潮流……・・治岸流は北へ流れている。

(0) 河川状況

流程・・H ・H ・'67 Km 

流れ方・H ・H ・..渓流部は平均勾配1/83で激流をなしているところもあり，中流部は1/14日

-1/ち50.下流部は 1ぺ.000である。
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発電および長業に取水されたり，時々放水されたりしているので，流れにむらがある。

底 質……・・渓流部では岩石や僚が多くみられ，下流ではや h小さな磯および砂がみられ

る。

工作物....・H ・-本流だけで橋が25 ，農業用堰堤24，発電ダム 2，農業用取水口 33 ，排

水口 20数ク所がある。

(対生物調査

(今.(C) ¥底棲生物調査および餌料生物の種類と分布

底棲動惚・H ・H ・-・川l底の石塊に生活している水生昆虫を方形枠 (30X20cm)により採取し
た。 8月， 1 0月いす抗も茸崎自が最も多く，双趨目，毛沼田がこれに続き，一般に瀬が淵よ

りも多く昆虫を擁している。

また，河)1彫態上から，この)11の中流・上流・渓流と呼ばれる地帯が水生昆虫にとって生活

に適した環境にあると思われる。

特に)11日より 35-50Km地帯で最も多くの個体を採取した。十和田湖iこ近接した 65 Km地

点附近になるとや L棲息数が少ない。

着生藻類・h ・a・...lcmxsC1TC待により 5箔の石から計 100C'1s について付着物を採集し，沈

澱量をみたが砂泥ι 摂頭の豆別が困難なた tt}..':tr~l9J炉で燃焼させて有機物重量を計算した結果.

8月・ 10月の差，濃と淵の差に一定の傾向は認め難い。

f可床裂では中流が最も多く，渓流が少なかった。

金重量に対する有機物重量の比では，上・下流の，'ijIJなく瀬が多い傾向が認められた。

流下プランクトン....・H ・-十和田j筋カミら流下するプランクトンを調査するため .67，65，35

崎地点の三点でネット採集した結果.Acanl;hOdla:p"tOmus(マス類の餌料として重要)

が65 Kmまでは認められたが.3 5胎世出点では全く認められなかった。

肉親魚，幼稚魚の生態と分布

との調査は. 8月と 10月とに)11口より投網，煽網で順次魚を採捕することにより進められ

た。

その結果，奥入瀬川では 11科 18種の魚が採捕され.ヤマメの棲患範囲は)11口より 25 

Kmから 40 Kmの聞であることが解った。

件) その他水産資源保護.培養のうえで基礎となる必要な事項

。砂て利採取の問題
河川敷の公有地と私有地との境界線をハツキリさせて採掘がなされていないこと。

。用水および河川庄作物
大小30有余の発電・用7k・砂、防ダムが散在し，魚族の成育および繁殖上直接・間接tこ被

害をおよぼしている。

。河川|への汚fJ透葉および十メ流しの防止
材)総括

。安全確保上重要な J.kt.或の範Hl
河口から 40 Kmまで

。水質の基準
BOD 3PPM以下

。水質汚濁予防の諸措置
塵芥を)11に投入しないこと。 重量薬その他有害水を川に流さないこと。
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追良瀬川水系水域

的社会経済的調査

(刈水域周辺の都市.産業の現況と噴来計画

このJ11は，深浦町だけを流れるJ11であり.流域には追良瀬と松原との 2部落があり 19日戸

970，入、が住んでいる。

産業は農業と林業が主である。

開田計画は約80haある。

(弓 水利用の現況と将来計画

家電用に 2.5mY自由c，農業用に 0.164m8/ 自由C利用されている。

開田が実現されれば約 0.7m"/secが増える。

(C) 水域内の漁業の概況

全水系に貰って追良瀬内水商漁業協同組合一本によって管理されており組合員は 150名程

度である。

アユ漁業が主体で投網・友釣・ガラガク・毛釣・追たもといった漁具が用いられ.秋には

アユ築による漁獲が行なわれている。砂防ダムより上流及び支流地区はヤマメ・イワナの恰

好の釣場となっている。

(功水域内の重要水産資源を対象とする漁業の現状とそれに対する保護措置

本河J11は往時(昭和 36年迄)は，マス類の棲息湖上する河J11として知られていたが.近

年は発電，砂防.用水タ・ム等によって娩とが遮断されると同時に親魚の湖上も激減し.それ

にかわってアュ漁がその主体を占めるようになった。

アユは 15 Km地点までは全Mこ分布しているが，先ず1Km地点にある用水堰がアユの湖上

をさまたげる大きな障壁となっている。

これについては，人工河川を設けて瀕上を助けているが.次に 15Km地点にある砂防タ・ム

の魚道が用をさなず，ここでアュはストップしている現状である。

これらのととに対し.県および行使・遊漁規則によって禁止区域(河口周辺)，漁具.漁

期制限等を定めているが.本河川について今後考慮せねばならない問題として

・異常なアユの湖上等における処置および調整(種苗・供給}

・砂前，発電ダム上流への移殖放流(河JI刷用)

・アユの集荷販売事業(流通対策)

・サク，マス卵の移殖ふ化放流 である。

付)河JII状況調査
(A) 河川水質

各分析値とも異常はなかった。

(功河川流量.潮汐.潮流等の状況

この)11の流量は平均3-5. 7 mγsecである。

昭和 40年6月-9月の最大は 28. 3 m8/ sec .最小は1.95 m8/Secであった。

河口の河床が高いので，潮汐により海水が逆流することはない。

(C) 河川性状

流程・H ・H ・-・金流程の平均勾配は 1/56 でかなり急である。最も勾配の小さいところで 1パ40
急なところで1/24 となっており，金流程が激流状をなしており，いたるところ激流となっ

ている。
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底質・・H ・H ・-流れが速いので河口まで砂利がみられる。

中流以上では岩盤が露出したり.日制が散在している。

工作防…・…・橋梁は永久橋 1.軌道橋1. 吊橋で.このほか発電ダふば本流iこ>1.支流に

1計2ある。

用水ダム 2.砂防ダム 1.農業用取水口 8，排水口 6ケ所がある。

(ウ)生物調査

(A). (0) 底棲生物調査および餌料生物の種類と分布

底棲援物……・・・採集方法は突入瀬)11の場合と同じ，躍路与自が最も多く f !i..趨自，毛趨目が

とれに次いでいることは奥入瀬川と同様であるが.毛趨目⑤占める割合は m 突入務)11'こ比し

て大きい。

支流は.いす苛もも毛麹自が双趨目より多い。

追良瀬)!!は.)! 1口から中流地帯の後相を呈しているの?.昆虫の個体数もこれに対応して

)11口附近か久多か勺た。

この状態は，調査地点、の_n鳴(3 0 iim地点)まで変りなく続いている。

7菅生藻類…い$突入瀬Jliと向じ方法で8月， j 0月の 2回調査した結果.有機物重量は 1

......5 0巧の範囲iニあり.中流が最も多いこと:士突入瀬戸!と同機であった。

8月の瀬と淵を比較すると，瀬が大きい留を占1ていたが. 1 0月ではこの傾向は認められ

なかった。

また，子有機物の含有比率は瀬が多く.突入瀬JlIとおj様であった。

発電ダムJ:)ブラックトジ(8月)…・...../J主主プランク Fンネット iこより採集した結果.佳

葎類MeJ.osir王パy・;10811:1.，. :N J，， 7~ 川河川 d ，L，J. phla{?)等少数みられ.場J物

ブランクトンばみられなかった。

(弓親魚.幼稚魚の主淳、と分布

この調主iま. 8月と 10月にふJ仁1よりiFJこ投捕による採捕ですすめられた。

それにより 6科?径の魚純計士され，ヤマメは下。械から分布L.特iこブユは 15 Km地点ま

での最優勢;魚であることが明らかになった。

(斗 その他水産資源保護培養のうえで基礎となる必要な事項

砂利採取....・H ・.) 11口から約1.5 Kmに至る聞の砂割採取は.アコ~ o;主邦床を荒廃させる一方，

河水の流れを移動さぜそれを利用して脅漁行為が行なわれる傾l句ニある。

用水および河)1 tr:作物・……・今後開拓事業が推進するに伴い.本河 )1;の♂IJ用は~~んにな

ると思われると同時に河川庄作物(堰堤，河川敷)等も逐次増えるものと考えちれるが帯既存

のダムのうち魚道の不備によろ魚族の減よ同様，ケものが. ?ケ所ある。これの改修が必要であ

るっその他と L ては~ l11 ~~-~ tさきである;ため製材君主力T多〈， '吉-"鋸容を遺棄し.またよ流地区

における毒流し，こよる密漁を:雪;手書すること。

(方)総括

安全確保上，重要な水域の範毘

河口から 1Kmまで

水質そのものは正常で問題はないがも今後関日計i還がすFむにつれ，また弱痢採取.林道工
事による土砂および農薬の流入を防止する必要がある。
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I 目的

ドジョウ養殖試験

担当者課長

技師

額 茂

青山禎夫

人工養矯こよるドジョクの生産に先立ち.本県の天然産ドヅヨワについて生産流通機構並びに今

後のドヅヨウ企業化に際しての問題点を明らかにするため，ドジョウに関する動向把握調査を行な

った。

E 調査内容及び方法

1. 調査却問 昭和40年 10月~昭和 41年 5月

2 調査区域 j七郡(3町).南君1l(2町 1村).西郡(1町3村).五所川原市

3. 調査内容

(1) ドジョワの生産量

(2) 経 緯

(3)資源量

(4) 種 類

(5) 採 捕

(6) 集 荷

(7) 蓄 養

(8) 出 荷

(9) 輸 送

UO) 価 格

E 結 果(問題点)

(イ) ドジョクの養殖化

(ロ) ドジョウの利用

川需給調整

(ニ) 漁場の輪番街蝶用

(材 農薬との関係及び濫設，ナメ流しの禁止

(ベ蓄養上の問題

(ト) 輸送上の問題

詳細について 1 966.9 青森県のドジョウについて(育弗畏(五所川原市を中心とする.西

北，中弘地帯)のドジョワについて)

N 今後の設題

以上七点に絞られると考えられるが.本県亡は音からドジョウを食用として利用しないところか

らドジョワに対する関心が薄く.又その繁殖も唯天然、に任せられてきた。

戦後ドジョウが商品として利用開発されるや忽ち生産量は上昇し.本謀のドジョウ生産量は全国

で1位を占めるようになった。
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然、し一方次々に出現する新しい農薬の使用と土地改え事業の進展に伴いドジョウの漁場が狭めら

れると同時に生産量は低下の一途をi巡り併守て需要に応ずるための濫獲が崇り天然資採のみに依存

することは多くを望めそうにもない状態、となってきている。

こうした現況に対してドジョウの人工生産はもとより食改善又は:)cIによる利用法を研究すると

共に厳に過当競争を慎しむ意味からも業者閣の提携による需織理主1とバ行なオ〆れなければならない。

これは延いては濫獲を防ぐことにもなる。

また一方ドジョワ資源を枯渇させない為にも保護区域を設置し行政，教脊による堺蒙指導を行な

う等して資源、維持を図らなければならない。

{X.Iこ折角生産されたものが減耗することなく商品化されねばならないがそれには施設面の整備，

九必要と考えられる。共同出荷の体勢に進むのもまた一方途かと考えられるが生鮮魚として商

品価値を高めるためには輸送上の問題が有利に展開するよう努力することは不cfJ欠な間選である。

以上述べたこれらの諸問題点は銭〈までも;京なものでーーっa問揺が解法されたからと云って

全体が解決されたことにはならなし o

先づ現場にお蜘る変i扇雀;きを['J:" ~だネゥ~~~ ズ才1，火いじ宅走者勢、がつくられて出荷謁整，利用加

工と云ったj鼠にこど V フヨウじい~ :.~亡;とトー 「亡 }~~~+1 三:治ぞι て lH. 在 4コ曜路方ZF寸明きれるものと二考える。
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ジマ ス訴科試験

担当者技師 住藤直主

I 目的

青ポ泉において入手可能な民間各社の餌料製品の品質を把握するとともに.今後の品質向上に資

する。

E 試験内容及方法

1.試験場所

青森県十和田市大字相拐、字白上

青森県水産試験場柑坂養魚場

2. 試験みj関

自昭おど10年 7月

至昭和 40年 11月

3. 試験池の条件

)
 
間口凶73

 

A
l
 

(
 

口
同
口
μ

。，
4
1

池の長さ 池の巾 水深水 温 注水量[械の種類

2.0 m 日.63m 025ml最扇 12.2'0 1.1 E/目ec 湧水

2 " " 最低 11.500 " 11 

3 " " " 

Rヨ4 " " J/ 

5 " " " 」日』

4. 供試魚の種類

採卵地 青森県水産試験場相坂養魚場

伝令 ニジマス日年魚{昭和 40年2月採卵)

5 使用した餌料(順序不同) 単位 ¢ 

製品名 号数 製造年 片 粗蛋白質 粗肥肪 粗センイ 粗灰分]

ハイミール Jfo.5 

-----------~ I---~ よζ三~ オリエンタノレ 瓜 2 昭和40年 6月
48.5-

5.5-6.0 1. 7-2.1 
11.0-

51.0 1 2.日

マルエイ稚魚用イ号

-----------
48.0 5.6 0.4 1日.0

三菱ま す5号 昭和 40年 6月 47.0 2.5 2.0 1 3.0 

臼 習E ノ路:3

----------
49.1 4.0 1.5 12.0 

(各社の保証成分表による)

6. 給餌方法

(1)給餌時刻は午前?時と午後 3時の 1日2回

(2) 1回1試験区の給訴に要した時間は平均1日分.なお餌は手で投与.食いの悪い時も残さず

投与した。
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(3) 給餌量の萎準 ;L号itriLzの給餌率表による。

各期聞の給餌率(乾燥餌料)

¥一____1 2 五 4 5 

。-30ヨ間!日係 5?¢!日係 59%5.?%1 I 
31 - 60日間 I3.0 3.0 I 3.0 
ヤ一一一一

61 - 9日日間 I2.3 2.3 

91 - 1 1 3日間 1 1.8 1.8 2.3 

7‘ 判定方法

3 0日目毎に測定を行なった。

前臼は餌止めせず.測定当日のみ餌止めした。

体重以金尾数，体長はランダムに20'丞測定。

姥死魚重責は直接摂IJ定。

8. 摂餌の状況

2.3 

1区 開始時上り約40日間悪かったが.その後持ち直し.後半は最良となる。

終了時の魚体は健康と事毘す。

2区 開始待より 1週間程悪かった。しかし七の後は普通~やや良に経過する。

終了時の魚体は健康と判定す。

ヨ区 開始時より良かったが.後半わずかながら落ちた。

終了時の魚体は健康と挙民す。

4区 開始時より最良で.後半になってJ魚の動きがにぷい。しかし摂餌は普通。

終了時の魚体は飽奈とは朝淀でき-九

5区 開始時より終了時まで普通~やや良で経過する。

終了時の魚体は健康と半!廷す。

E 試験結果

一一一一一一一 4 

開始時 1 00 100 I 100 1 00 

総尾数 五日日 自 1 00 100 I 100 1 00 

60 臼 目 1 00 1 00 1 00 99 

(尾)

5 

1 0 0 

1 00 

98 

十一 | 
総重量 960 

1.51 0 

( f) )|2.1  30 

2.560 

4.9 

1 尾平 9.6 
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一一一一一一一一一一一| 1 I 2 I 
i 開始時|ーむよ一色J一一旦~_J__2ι上二三と

1 尾平130 日目， 9.1 I 9.6 I 9..'5' 9.1' 9.5 
均体長1"6日日 目 f 11. 3一丁一一行プIー-rir--411子一丁 1 1.4 

( cm ) I 90 日目 1 1 3.1 J_ ~ 1 ~.6 I 1 2.6 I 1 1.3 I 1 2.1 
113 日目 I 1 4.3 I 1 4.1 I 1 3.7 I 12.4-~ 1 3.3 
日~ 30臼間'-4401-百 o ー下三百一Tヲ子o I 470一一

増重量131......60川 690 1τ80 1'690一一i3石7了5況了一
61-901/1.960 1 770 1 740. r-38if I 620 

( 9) 191--113 11 I 590 I 480 
会期間 I2，6 8 0 I 2，48 0 

率I91"'113 "' 0.471 0.3861 
全期間 I 0.71 31 一五五T--o.5811
日~ 30日間 i o I 0 1 0 1 0 

第死尾数己と 60ニム-L-:T 0 ーL 0コごコ

二JJJHj二iと性社台
第死時… H!hj iて;仁仁い」引iJ二二

1511.1 

三三ゴ
1 3 1. 1 

1 2 1. 8 

435.8 

522 

756_ 

840 

1，260 

5、378

0.747 

0.51 6 

日-30日間 I 189.8 
!日--60 11 I 1 74.2 

増重事日:こ12;!;;;:;
安十頭間 I646.9 
g-30日間 I573 

給餌量¥__:1-60 11己三

( g) I 91-113 11日E石
全期間 13ら757

日-3日日間

一一間 0.450 

0.278 

。

餌 料! 31-60 11 

61-90 11 

効

1 95.9 

159.3 

1 4 1. 1 

1 20.2 

.'527.6 

573 

864 

1，038 

1，254 

3，7 29 

0.820 

0.666 

0.597 

0.343 

0.562 

2 

(尾) 91-113 11 

全期間

←一一」至豆二ELJ
i 0-30日間! 日

不明尾数131-60 11下--0-

(タ) 。 16.5 3 1.1 25. 。 。 。 日。 。 。 。
。 。 。 。
。 。 。 。
。 。 。 。
。 。 。 。
B 。 。 。
日 。 。 。。 。 。 。
4日 。 。 。

61-90 11 。
(尾) 91-113 " 。
会期間 。
日--30日間 。

不明重量 31-60 11 。
61 角~ 90 11 。

( 9 ) 91-113 11 。
会期間 日
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35 

その他の特異事項

5区の舞死魚(9月1日)1屠が皮膚病と考えられたが.原因は不明で.その他の魚には皮膚病

らしきものが出ない で， E耳科からの発死とは考えられない。

次に餌料効率.増重量及ひ・平均体重を図に表すと次のとおりである。

0.9 

日β

一号。 代、込 " 
尾
平25

重均20 

量15

料日品

4・ 05 
効

O~ J 
〆戸¥

9.10 、、ノ

5 

。
30 60 ?口 113臼

日 数

6同白

5UO 

増
250 

20日

重

150 

率

3皿L
5口臼

- 0 l""-
品…・ .A4区
'~5 区

30臼 608 

.. 

-.ー:"
ヘa・
a・

908 113 8 

仁J

4 

.. 
'Zl 

a晶

トー一一--e 1区

a 一一一一-.0 2区

十一ー--... .3区

~------~ 4区

ι一一一--<o)5区

9013 113日 全潮間

'"‘ 
も

a‘ 

全期間

N 考 察

以上11 3日間の試験結果からみて.総体的に 4区を除いて 1，2， 3， 5区ともにあまり差は認めら

れないが， 1区のみが90日目まで餌料効率が上昇している。また増重率も餌料効率に大凡比例し

ているが.そのうちで4屈の 91-113日聞の増重率が上位にあるということが注目される。

なお.今回の鉾料試験に使用した鋳料は全期間を通じ同一規格のものであるが.次回は各会社が

魚の大きさに対して指定している号数の1}iC.料を使用して試験を行なう予定である。
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十二湖におけるニジマスの生態について

担当者;増殖謀 技師

十二制養魚場技師

I 目的

高橋克成

七戸喜太郎

ニジマスに関する研究は数多くなされているが，天然減紹におけるニジマスの生態について特に

十二湖独特のニジマスの生態を明らかにすることによって今後の試験詞査上の資料とするものであ

る。

E 調査内容

1. 詞査期初 昭和40年 4月10日から昭和40年 5月24日まで

2. 調査項目

(1) ニジマスi9lJL上，群とその変化(環境条件)

(2) ニジマス湖上若手の平均全長と推移

(3) ニジマス湖上群の全長組成

(4) 全長と体重の関係

(5) 標識放流

E 調査結果

1. 湖上群とその変化

各池にヤナをかけた月白と湖上数採捕期間は次の通りである。

築据付月日 湖上期間

越 口 の池 4 0年5月27日 4 0年4月 ?日 ~5 月 2 4日

中 の 池 4 0年 4月 7日 4 0年 4月 ?日 ~5 月 2 4日

落口 の池 4 0年 4月 ?日 4 0年 4月12 日 ~5 月 2 3日

鶏頭場の池 4 0年 4月21白 4 0年 4月2 2 日 ~5 月 2 4日

上記湖上期間中に湖った湖JJIJ.性別，個体数は次のとおり

両ぞ!越口の池 中 の 池 落口の池 鶏頭場の池
平 296尾 15 0尾 74尾 95尾

3 354 /1 1 2 8 " 64 /1_ 9 4 /1 

言十 623H lff?H158M  1 8 9 " 

目別，湖別.性別湖上尾数の経過と天候関係について，第 1図に示したが，産卵湖上期を通し.

湖上尾数の変化を大視野的に観察するため.日毎の細い変化をなくし.なめらかにする意味から.

三点移動平均値を求めグラフに表わした。

第 2図は.平 8を分けず池別の湖上尾数と越口の池に流れ込む川の AM 8 日日の水温との関

係、を示したものである。

第1図.第 2図から.まず漉上期全体をみて.その規上.数の変化が4つの池に共通するところ

-189ー
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があるということ。即ち. 3つのピーク(4月17日前後. 4月27臼前後. 5月6目前後)を

示している。ピークが各地lニ共通している点から.その要因として気象条件が考えられる。第 1

図の天気の表をみると，特にそのピークに共通する天気はないがI ('11!iえて，雨の日 iニ湖るとい

うようなこと)第2図の水温の変化についてみると. (グラフには越し1の，泣のみのせたが.それ

は.全期間のデータがあることと.水温の変化が大きい理由からい了!支ピークと水温の上昇が

一致していることがわかる。このことから.湖上勤曽加の要因としては，水湿の急、な上昇があげ

られ.第 1図の天気を加味すると，持天→水温の上昇→湖上促進→溺よ数の媛ぬというように表

われると思われる。

なお，湖上を始める要因としては水混の上昇の外に.日照が大きな妥因として考えられるよう

~-:"~，、る。

iyiJj_lニ訴の平均全長の推移

籾ーとする侶体は.その期間を通じて大きさには変化がないものか否かを検するために.第五図

に 5 日毎に区切った~\:7.!ぢ:全長の交!とを求めてふた。その鉱工系.，誌口の池と鶏須場の池については.

僅かに，瀕よ:'~..'_: ~1 :，.~ ~七きく，後 t ，r"j、製?とすこ持，.ろおれるが，そω外は邑立った傾向はみられ

ない。

3. 湖上群の全長組成

;現土個体の全長五fi日立を j14~に;買わケことにふサ t こむグラフに現われた 2 つ以上のモードか

ら.その池における 1主主の成長度をみる弓訪であてったが，保持j宅数が少ないこと.各池のエジマ

ス.;::，$令組成が人為的に変えム:れている(採摘した茨魚はずすとて越口の池に放たれていることと.

ふ化した稚魚が主に山の治，活[Jの九 ，1'j事:点場{訟を;白二放詫.されていることを指す)の2つが，原

因してかはっきりした2つ以上([).-2: ." ~:~も℃;E.s;: なかで"-~とだ，まさ口のldz ø ô に於て.約22

mと，約2 7cm~1) 2つのぞート・t;ヰij合同つ.}" L..ハる‘ 、ν. この 2つのモ~ドぷ議事 'j合う年

令群il)モードであるならば， 2 2 c吋fif!. (-，，: .. ;í;~IJ t行手.忠、"‘ニ3後に成長するといえる。

第 5 出}ま.ヨ ô5子けない治4th;') 三子♂十三日:、ろう~.p; ，i出;‘主主 5忌iから，越仁ιむ池のニジマス

は. 2 7 --3 0 cmの引はがきミも名〈色々ごむタトの池については.24m前後の個体力E最も多いこと

がわかる。この原因は，池~èJ認許主物.水温.それにさきに述べたノ， i_::. .L-.- 手沼が議係していると

思われる。

4. 全長と体重との関係

全長と体重との関係を求めることについては.①全長と体重のデータカ:比較的多い。②治の環

境が著しく異る。の 2つの観点より.越口の池と鶏頭場の池の個体を選ん，を。

全長と体重の関係を求めるには，少くとも 100個体以上のデータが望まししぺ‘士調査では 4

つのうち3つまでが.その半分以下のデータで関係弐を求めているたゐに主主が太さ ρ 乙とが考

えられる。 よて勺:コ}て . (次う久、に述パベ也る:主、三三:=:γ，ι烹烹式iはま択更秀求余:之芯f寺.. 普てヨ考::i考考蹄 と、...... んごれ?

全長と{体本重の関P祭恥名お4二' 1官~'潤 a u .Jの王式t害令fもと:巳ζ討r誇1しええJ匂 三三百体重， L=体長)
(結果)

越口の池

平. 11団体数 44

O. 11 42 

鶏頭場の池

平.個体数 62

O' " 49 

2.8827 w = 0.0 ~ 5 '] 5 1. 
今.31:'l1 

vl司 Q.O喜51::L" 

U551 
W四 0.002172L 

に串守86W田0.2471 L . 
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以上の式をもとにして，実際の Lの値をその式に代入して得た値は，第2表に示す通りである

が.この表から鶏頭場の池のニヅマスは.越口の池のそれと比べてかなり痩せていることがわか

る。

平8を加えて個体数を多くしたら.より正確な式ができるのではないかという考えの下に実際

式をつくってみたが，逆にその式にあてはまらない個体が相当数でてきた。これは.産卵期とい

う特殊な時期の為.平+oの式が字と3の中間の値をとるので.その式にあてはまらない個体が

増えたと考えられる。

鶏頭場の池における宇と6の式が.極端に異るのは.個体の全長の範閤が狭い為と，分布が片

寄っている為に起ったものと考えられる。

5. 標識放流

4 0年5月14日，人工受精で放精後の8を選び.これまで採捕した中で一番数の多い.全長

2 1. 5 - 2 2. :3 C!T!lの範囲の個体を選び，その脂鰭を切除して.越口の池へ標識放流した。

第3表が，その時のデータである。個体数は 44尾.平均全長22.0C1n， 平均体重 10 O. 0 9 

であった。

4 1年の春の湖上期lこ，昨年放流したイ団体が再捕されたが.その数は 19尾で.その全長.体

重は.第 4表に示す通りである。平均全長は 26. 3 C1n， 平均体重は 16 7.3 gで， 4. 3 C1nの伸び
と67.3 9の増重を示している。再捕魚の最小は 23.5 C!T!l， 1 2 0 g，最大は 29. 5 C1n 2 2 5 9 

であった。

標識放流した個体は.各池から採摘されたもので構成されているが，放流した池は.越口の池

1つであるので.放流後の成長の条件は同じである。そこで第4図の越口の池の3の全長組成障

をみると，丁度.放流前と放流後の平均全長が.その組成図の 2つのモードに一致していること

がわかる。故に 3の全長組成の項で述べた.この 2つのモードについての仮定が実際その通りで

あった事が.この標識放流の実験で裏付けられたわけである。民[Jち，全長22 cm前後の個体は 1

年で 26 cm前後{平均して)Iこ成長する。

放流， 1年後の成長に 23. 5 "-2 9.5 C1nの差があることは.放流した個体が各池からの混成で

あり，旦っその年令にも違いがあった為と思われる。

事実.第4図の越口の池， oの図をみると.真中のモードが2 .~ cmから 30 cmの範囲にわたっ

ていることからも成長速度の差が予想される 3

。三点移動平均値の求め方は.下記の通りである
月日 係捕数 三点移動平均値

a 

2 b 一歩
a + b+ C 
3 

E c b+3 C十 d

4 d 
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第 1表 W=aLbの式にLの値を代入して得た値

W (タ}

越口の池一「万一FFG福一一
平 i o ¥予-- I o 

註) 空欄の i-Jの印は式を求めるに.その欄のデータがないか.

あっても僅かな為.誤差が大きくなるのでl海外した。

第 2表 標識放流魚の全長と体重

( ;魚体は21. 5 - 2 2. 5 cmの8 個体数ヰ4 ) 

全長(cm ) 

9 () 22.臼 95 

平均全長 22日明 平均体重 10 u. 0 9 
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第 3表 再捕された標識放流魚

魚体は 23.5- 2 9.5 elTl 個体数 19 

全長 体重 全長 体重 全長 体重i
25.0 1 5日 24.5 1 45 23.5 1 2口

28.0 190 25.0 1 55 27.5 20日

29.5 225 24.5 1 20 26.0 1 70 

25.0 1 25 26.5 1 9日 26.5 1 70 

28.0 21 5 27.5 1 7 0 25.5 1 55 

28.日 21日 24.5 1 30 27.5 1 20 

27.5 220 
一一i一一一一一一一一一

平均全長 26.3 L"'ITl 平均体重 167.3 g 

第 4表 苧卵数調査
}叫~._.~

全長 体長 体重
卵重量 @s 数

右
メ モ

左 右 左

23.2 20.6 1 40 6.4 8.3 165 21口 濃樫 :f 3.9 mm 

29.3 26.4 247 10.4 21.2 274 524 淡控

27.5 295 27.9 24.4 537 422 

22.4 20.1 145 24.8 363+48 赤色透明完熟 〆5.4-5日
"ーι-..-:-、
(壊卵)
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採卵数とおおよその平均字卵数

主三E空半E 
5.1 2 I 5.1 4 I 5.1ι 4.1 8 4.23 4.25 4.27 4.30 5. 2 5. 5 i 5. e 5.1 1 5.20 5.? 4 計
一 一

T 下 T 

1 '/ 下 工E 寸一 ア マニ
20 寸ー 下 下 [下ご i下 l

|-下F エE 1下 寸 「ド
「一 定 正 本: γ 寸一 .iE. 

γ 寸士 ihr4-4 E ア IF二 下 寸ー T 

下 正 F iF 下 ;下二 τご 下 正

下 T I下 T一 下 τ T 五
-' 

下 一下 7下 了 下

立三 iF 正 γ 正 丁 乍 4と

T T 寸一 下 IF 酌τ iF ア

下 i存 T 正下 .iE.iE 下 下 τ 
ア 下

斗寸
T 正

!Fトー i~i 
寸一 ー「 T 

主 1ト |ト 正 丁 下 寸"

γ 寸一 寸』

下T γ 

回一一ー一一一寸ー

35 ア ア ifニ ア
一一一

36 
一 一一一ト一一一ー37 

._~._，，_. 

38 

一39 

4日

41 

尾 数 10 16 31 28 23 36 27 5日 49 76 29 38 27 28 46 514 

平均全長
一一一

305 273 23B 28.6 27B 252 259 259 253 253 266 24.9 24.1 25.1 24.0 25.9 

重量" 
採 gs 数 5))日日 8))00 150日日 12β日日 11，000 12ρ日日 10.0日日 14，00日 15.000 20.0日o 9.00日 10D日日 60日日 9.0日日 11ρ00 16700 
平均抱卵数 50日 5日日 48日 43日 480 330 370 280 31日 2ιo 310 260 22日 32日 24日 320 

第 5表

l
A
唱

品
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五日

第 1 図 臼 5.J1j 湖 JJIJ. ' j甥 上 尾 数 と 天 気

註) 尾数は三点移動平均値である。

午前場(♀)(J)(苫むの;(36:C30舎@C!) @I才(Dd-edjiのむ司)G?i @り可)(JJK11(27ueのfhao(ミ
午後oQ::J m (O) c:r;p @ @ @のCD(1)⑦0"CD CJ) CD CDのの(千畿日〉のCDCD (ちCD@(1)ののめ(t:)
一一一一一一一一一一一一品?一「ー』一、一日 e一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー一一一

， 骨司・--一ー由』ーも 越 口 の 池 平

::[ 平

平

池

池の

の

口落

中x-一一一一一一一-)(

0-ー←ザ九一一一-0
.Q 

ゐ一一回目甲田ーーー-A タイトウパの他 平
1る
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第五図

35 

50 

5
1
1
叶
i
斗
u

30 

産卵湖上ニジマス@平均全長の推移

(平均値は5日毎こ区切った値}

「一一一.!f 
.---.... o 

越口の池

一一一---・---....._---一ー一一一一一~、----・
、、 、、.，，，t'九、』、『JJJJにで三五'--._一一一一・

平

均

全

4月

.-
~_/~.~ト・、中の\

~ニニニニKて

均

落口e!) !lT. 

:::〉イコ三:~/.~ー

タイトクバの自主

¥、
不一

15 20 25 

4月

20 5日 5 10 

5月
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スの全長組成ジマ湖上ニ性別，湖月IJ， 図第 4

長全

{国

体

数

46 44 

\ρ~~ 一

42 40 38 36 34 32 30 28 1ι 24 22 20 
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沿岸重要漁業資源委託調査
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I 目的

前年度に同じ。

E 調査内容と方法

。魚体調査

イワシ類

スJレメイカ

調査地 蟹田

期 間 る-12月

調査地 蟹田

j訪 間 1 0 -1 2月

調査地 蟹田

期 間 9-1 2月

調査地 鯵ク沢・蟹田

マアジ

マサパ

期間 6-1  2月

調査方法の細部については治岸重要漁業資源調査要綱による。

直結果

調査結果の詳細は昭和40年度治岸重要漁業資源委託調査結果報告書(臼本海区および東北区水

研委託関係)に記載のとおりであるが.概要はつぎのとおりである。

。調査尾数

カタクチイワシ 多項目調査 330尾 パンチング調査 1.06 0尾

竺司F ア 、/令 180 6 1 .5 

-マ サ ノ、. 2日2 204 

スノレメイカ 221l 372 

計 940 2.1 37 

各調査地における各調査臼に水揚げされた各魚種の体融巨成等はつぎのとおりである。

。ィヮ γ 類
1. カタクチイワシ

i ) 体長組成 第1表参照

6月:下旬では. 9口-13.5閣の聞に分布し.モードは 1O. 0仰と 12. 5仰の 2つが見

られる。

?月:下勾では. 7.5-1 2.5仰の聞に分布し. 8. 0 cm. 9. 0 C1/l. 1 1.日仰の5つのモー

ドが見られる。

1 0月:上勾では. 9. 0 - 1 2. 0 cmの聞に分布し.モードは 1O. 5 cmに見られる。

下匂では.1 O. 0 -1 2. 5 cmの聞に分布し.モードは 11. 0仰に見られる。

1 1月:上勾では.7..5 -1 2.0 cmの聞に分布し.8. 5 cm. 1 O. 0 -1 O. 5仰の 2つのモ
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ードが見られる。

中勾では .6.5-1 2.5C711の問に分布し，モードは 9.日-9.5仰に見られる。

1 2月:上勾では.7.日-12.5C711の聞に分布し.モードは9.5視に見られる。

中勾では.9.口-12.5仰の聞に分布し.モードは 11.5 c句こ見られる。

下匂では .5.0-13.0仰の広い車闘に分布し.モードは8.5- 9.日仰の間に見

られる。

ii )肥満度
BW/BL3X1日Sにより検討した結果.5.5-1 2.5の聞に分布し， 6月下匂に最

大値を示し， 1 0月下匂に最小値を示している。

第 1表 カタクチイワ γ 体長組成表

月 日日!?月 10月 1日月 11月111月 11月I~ :月 12月 12月i12引12月
I 23日 2281 68122日 581118117日 22日 5日 10日 218122日

階級
尾数「半数

尾数 尾敏 忍数尾数尾数陣数尾数庫数|尾数

5.日-5.4

5.5-

6.0- 5 

6.5 - 2 5 2 

7.0- 4 る 玉 2 

7.5 - 守 3 i 4 6 

8.0- 1 1 7 5 5 ? 

8.5 - 8 i 14 23 7 2 I 9 1 0 36 

9.0- A 21 2 13 20 16 :5! 2 0 zι 

9.5- 17 19 13 1 1 1 9 1 9 ι 4 I 8 1 6 

10.0 -- 21 1 5 1 7 ι 1 5 1 0 1 3 1 0 1 5 6 I 12 11 

10.5 - 7 7 29 1 3 1 :5 ι 4 ? 11 4 1 1 3 5 

11. 0-- 5 8 26 29 5 2 7 2 5 。 2 

11.5 - T 7 1 3! 27 7 3 7 E 7 8 

12.0- 5 2 7 

1 2.5-- 2 1 2 4 

13.0- 1 0 2 

13.5- 4 

計 97 1日自 1 0 1 手7主 ii142?558101114  

平 均 12.13 986 1072 1156 962日11 ?13261 P7 G50 10日日 11.13 11 0.63 1 93日

標準備差 1AO 1.08 075 055 1.10 I 131 I 1A2 I 1.03 1β5 1.01 158 OB4 
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。マサパ

i ) 体長組成 第 2表参照

7日月:上匂では， 1 1. 0 --1 8. 0 cmの間に分布し.モードは 13.口調に見られる。

1 1月:上勾では， 1 4. 0 --1 9. 0 cmの間に分布し.モードは 17. 0仰に見られる。

中匂では， 1 2. 0 ""' 1 9. 5 cmの問に分布し，モードは 18. 0 cmにみられる。

ii )肥満度
9.0-1 4.5の聞に分布し，漸増の傾向が見られる。

第 2表 マサパ体長組成表

|調査地 蟹 回

月 日 1日月 6日 1 1月 4日 1 1月17日

階級
)しにヒ2羽s 数 尾 数 尾 数

1 1.日-11.9 

1 2.日~ 5 

1 3日~ 25 

14.0 - 20 

15.0 -- 8 5 5 

1 6.日~ 7 8 4 

17.0- 5 1 3 8 

18.0 - 4 1 1 1 2 

1 9.日~ 五 2 

75 4 1 3 " 

平 均 1 4.7 0 1 7.4日

標準偏差 1. 6 2 1.4ヲ

。マアジ

i ) 体長組成 第 3表参照
1 0月:上勾では， 5.5 - 1 3日仰の問に分布し.モードは 8.日仰の所に見られる。

下勾では. 5.5 -1 1. 0仰の聞に分布し，モードは 7.5仰に見られる。

1 1月:上勾では， 8.口-14.0 cmの間に分布し.モードは8.5cm，9.5cm， 11.5cmの3

つが見られる。

中勾では.五.5-12.0仰の問に分布し.モードは 8.5cmの所に見られる。

下匂では. 7. 0 ....， 1 O. 5 cmの聞に分布し，モードは 8.0emの所に見られる。

1 2月:上勾では， 6.5 -1 O. 0閣の間に分布し， 7.5 cmと8.5cmの所にモードが見られる。

中旬では， 6.5 -9. 5仰の聞に分布し. 7.5仰の所にモードが見られる。

下旬では. 6.日-1 0.5仰の間に分布し，モードは7.5cmと8.5仰の 2つが見られ

る。
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ii )肥満度
肥満度は. 1日.5-2日.5の閣に分布し. 1 2月上匂に最大を示し.1 1月下匂で最小と

なっている。

第 5表 マアジ体長組成表

調査地 蟹 回

月 日 1日月 1 0月 1 1月 11月1 1 1月 1 1月 1 2月 1 2月 1 2月 日
26日 22臼 4日 1日 1 8日 22日 五日 1 0日 22 

尾数
階級 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数

5.5 -5.9 

6.0-

6.5 - 1 五 2 

7.0 - 6 8 5 1 0 3 1 1 

7.5 -- 1 7 1 9 1 1 29 31 21 

8.0 - 33 8 d 四- 25 1 6 24 25 1 6 

8.5 - 1 3 
』

4 1 4 7 45 1 2 26 1 4 22 

9.0 - 6 2 ? 1 4 21 玉 6 2 1 1 

9.5- 4 5 22 1 3 5 2 4 

1 0.0-- 2 5 1 6 12 4 

10.5- 1 ? 2 

11.0- 5 ι 4 

1 1.5- る
巴ε

12.0- 3 1 h 円J 

1 2.5- 5 

13.0 -

1 3.5--

1 4.0戸》

14.5 -

15.0-

計 1 0 1 5 0 93 55 98 48 99 79 91 

l平 均 8.99 8.1 5 9.64 9.38 8.7 3 8.4 0 8.1 7 8.1 3 8.09 

標準備差 1.5 6 0.93 1.1 (] i 0.86 0.49 i 0.7 5 0.636 0.56 0.85 
日-~

。ス Jレメイカ
i ) 体長組成 第 4表参照
鯵ケ沢

6月:下旬では. 1 6.日-25.0 C況の間に分布し，モードは 21.日仰の所に見られる。

7月:上匂では. 1 7.日-27.日明の問に分布し.モードは 23. 0 -.. 2 4. 0 cmの聞に見られ

る。

中勾では. 1 9.0 --2 5.0抑の聞に分布し.モードは 22.0四の所に見られる。
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1 0月:上匂では.1 9.0 - 2 7.0仰の間に分布し， 2 4. 0 c:rnにモードがある。

下匂では， 21.0-28.口調の聞に分布し. 2 3.日明にモードが見られる。

以上より，鯵グ沢に於ては. 6月下匂から 7月下旬まで漸減し. 1 0月上旬から下勾まで

同程度の魚体のものが多く見られる。蟹田については. 1 2月下勾1回の調査である為.結

果を示すにとどめる。

ii )肥満度
鯵ク沢については. 1 5.0 -2  5.0の聞に分布し， .s月下勾で最小となり. 7月上旬では

最大となっている。 7月中勾以降は 2O. 1 0 - 2 O. 4 2の値で同程度の魚体が多く見られる。

蟹田では.21.0-34.0と広い範囲に分布し， 2 5.0 -3 0.0の聞にほぼ一様な広いモ

ードが見られる。

第 4表 スルメイカ体長組成表

調査地 鯵 ケ 沢 蟹田

月 日 6月 6月 7月 7月 7月 10月 1 0月 1 2月|
21日 30日 8日 1 2日 20日 11日 20日 22日

階級
尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 i

16.日~ 4 

17.0 - 4 1 

18.日~ 2 ? 

19.0 - 5 6 1、

20.0 - 1 1 5 2 4 

21.0 - 13 B 2 7 5 2 4 

22.0- 8 B 1 1 1 5 14 1日 1 1 1 

23.0- 5 5 12 1 2 1 3 ? 1 4 7 

24.0 - 2 6 1 2 8 ? 1 5 1 3 ヨ

25.0 - 2 q 5 8 6 7 

26.0- 5 4 

27.0 - 2 

28.0 -

29.日~

30.0 -

計 5日 5日 5日 50 52 5日 52 1 8 

平 均 21.50 21.42 23.76 23.日8 23.29 24.1 4 2 4.1 7 22.89 

標準偏差 2.1 0 2.21 1 6.5 1.40 1.51 16.3 1.47 1.37 
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!醗沖大型魚樵効果調査

担当者技師 山形 実

I 目的

昭和39年度に三厩沖に設置した大型魚礁の効果をしらべ今後の指針とするものである。

][ ]調査内容および方法

。漁獲統計調査

長三厩漁協へ水揚Tされた魚種につき，組合様簿に基づき.大型魚礁と特に関連深いと居、われるヒ
ラメ スズキの漁獲量をしらべ.統計的方出こより.大型魚礁の効果を推定する。

また，漁業者の間取り調査をも参考として，大型魚礁の効果をしらべる。

E 結果および考察

三厩漁協において鮮魚の一元集荷が実施されたのは，昭和五五年からであるので.大型魚礁の主

目的魚と官、われるヒラメおよび λメキの沼和"6 '"手以降の漁獲統計を組合帳簿によりしらべた。

この地区におけるヒラメのt既日は 10"-6月であり，スズキの漁期は 12-6月であるが，まと

まった漁獲のあるのは.ヒラメでは 11 - 5月であり aスズキでは 3-5月である。このなかで.

盛漁期はヒラメについては 12-4月.スズキにつし、ては3-5月である。昭和 36年度から月別

に盛漁期中のヒラメおよびスズキ漁獲量を示せばそれぞれ第 1表および第2表のとおりである。

第 1表 盛漁期中のヒラメ漁獲量 単泣 1日日 K9

年 12月 1月 I 2月 5月 計

36 - 37 53 24 33 5日1

37 - 38 1 22 87 i 16 1 04 1口4 533 

38 - 39 1 3 1 1 44 92 1 25 544 

五9- 40 198 166 33 1 93 49 6 39 i 

計 504 478 265 455 5 12，017 I 

第 2表 盛漁期中のスズキ漁獲量 単位 1 00 K9 

年 5月 4月

36 。 1 5 

37 25 20 

38 39 87 

39 1 3 44 

40 5 29 

計 80 195 
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大型魚礁の設置は昭和39年秋から昭和40年 5月までの聞に施行されたので.昭和 39年 12 

月-40年 4月のヒラメ盛漁期中にはまだ事業が完了してなく.また.スズキについてもヒラメ同

様.事業施行前の漁獲量と施行後の漁獲量との差から事業効果を判定するには，あまりに統計資料

が少なすぎるので.現段階では充分に大型魚礁の効果を判定するととはむずかしいことではあるが.

第 1表および第2表をみると.事業開始後および完了後の漁獲量が.ヒラメおよびスズキとも以前

より幾分多くなっていることが示されている。

こLの大型魚礁は，既存の漁場である大治沖漁場の北西寄りに連接して広く設置されたのである

が.漁業者の話では.大型魚礁を設置した場所一帯は以前あまり漁場として利用しなかったところ

だといわれ.大型魚礁を設置してからヒラメおよびスズキが釣獲されるようになったということで

あり.特に昭和 40年 5月には大型魚礁においてスズキを大量に漁獲し，この月の漁獲量 8，10 0 

均の大半は大型魚礁において漁獲したということである。た'>:.これらのことから直ちに大型魚礁

の効果により漁獲成績が良かったというにはまだ議論の余地あるそうで.その理由として.

1. 4口年 5月にたまたまスズキの大群が来たために漁が良かった。大型魚礁の設量には無胡係か

も知れない。

2. 漁法の改良により漁が良かったのかも知れない。

注) 従来.この地区においては底延縄であったが.大型魚礁設置により従来の方式では延縄

が魚礁にからみつくので幹縄および釣鈎を海底から浮かす底延縄に切換えた。このことが

漁獲成績を上げたのかも知れない。

などをあげており，効果判定は簡単ではない。

これは，大型魚礁、設置後た"1漁期よりないこと.および漁獲変動が大きいため.単年度の漁獲

増から直ちに大型魚礁の効果を云々するには.誤差変動が大きいためと思オオもる。

念のため，第 1表および第 2表につき.各年および各月を因子として分散分析を行なうと.第五

表および第 4表のとおりとなる。

第 5表 ヒラメ漁獲量の分散分析

要 因 平方和 自 由度 不偏分散 分散比 F分布の5係値

年 1 2，37 5 5 4.1 25 1. 9 2 3.49 

月 1 1.3 30 4 2，833 1.32 3.26 

i誤 差 25.746 1 2 2.1 46 

総 4 9.45 1 1 9 
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第 4表 スズキ漁獲量の分散分析

要 因 平方和 自 由 度 不偏分散 分散比 I F分布の 5怖
年 3.1 23 4 781 1.07 3.84 

月 1.323 2 662 0.90 4.46 

誤 差 5.866 8 733 

総、 1 0.31 2 1 4 

;よ3羨および第4表によれば.ヒラメ・スズキとも各年・各月漁獲量において.5 %の有意水準

で有意性を見出すことはできなかった。い hかえれば盛漁期中のヒラメおよびスズキの月別漁獲量

の変動はかなり大きく，得られた統計資料からは.各年漁獲量間および各月漁獲量間にそれそすL意

味のある差を確実な知識として見出すことはできなかった。

確実な効果判定にlまなお長年月の調査を妥ずる。

/ 
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浅海漁場調査
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I 目的

県下で 4.0 0口隻を越す小型動力漁船の漁場は.その殆んどが大陸棚に限られている。大陸棚は

いうまでもなく.岩盤および堆積物からなっている。漁業者は日常操業する漁場こついて.岩礁や

岩盤の位置およびたまたま釣鈎にか』ってくる貝殻等の土佐積物や底棲空物については見聞している

が，釣鈎にか hることのない砂や泊こついては.底引き等特殊な漁業に従事する者およびどく浅い

場所を除き.殆んど見聞することはない。

また，ふつう，堆積物については砂または泥などとごく大雑把に分類しているようであるが.採

取した砂について内線観察しただけでも採取場所によりかなり異なっており.一様ではない。

推積物は有用水族の生態と密接な関連があると居、われるので.この調査でーは県下各地の大陸栂壮:

の堆積物をしらべ.堆積物と有用水族の婿集との関連について考え.お岸漁業.なかでも底釣り漁

業に資せんとするものである。

E 調査内容および方法

堆積物採取 小型動力漁船により.径 13 cm程の鉄製漏斗型採泥器で海底を数m~数 10m号|

いて採取した。なお.このとき水深を魚探またはレッドにより測り.漁業者からそ

の場所で釣猛きれる魚種および漁場としての価値の高低を聞いた。

試料の処理 採取した試料は持ち帰り.おもに 50 gの試料について.先ず塩酸処理により員

殻および石灰藻等の含有率を求め，残った砂等について.タイラーの標準簡により

水洗法によってふるって粒度分析を行なった。

分析結果の表示法 粒径中央値・分男|隔、数・粒径2mmらuの粗粒堆積物含有率・粒径D.2 5 mm 
以下の細粒堆積物の含有率および貝殻等含有率で表示した。

注:粒径中央値はウエントワースのfスケーノレによる粒度積算曲線の 5日係の値を

しめすものであり，分別係数は粒度積算曲線の 75%の値から 25係の値を減じ

さらにそれを 2分した値である。

直結果および考察

1.調査地等

調査は 4月から 9月までの聞に行なった。調査地により.他の調査に便乗して行なったところ

もあり，悪天候などのため.調査点数がいちじるしく少なく.また.調査点位置の誤差の大きい

ところもある。

昭和 40年度中に行なった堆積物調査地および調査点数は第 1図に示すとおりである。
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第 1 図

2. 堆積物分析結果

堆積物調査地および調査点数

に

ふ

各調査点の位置・水深・粒径中央値・分別係数・粒径2胴ru.の含有率・粒径0.25111叫l下の

含有率・貝殻等含有率および漁場価値の高低ならびにその調査点での主対象魚は第6表に示すと

おりである。とれを要約すれば，各調査長の水深および各分折値の範囲は第 1表のとおりである。

第 1表 各調査値の範囲

水 深 40 -180m 

粒径中央値 I -4.0 0 - 2.3 2 

分別係数 I 0.30 - 2.4 3 

粒径Z叫 | 日日 - 62.2 % 
粒径0.25間以下 I 0.9 - 78.9労

貝殻等含有率 I 0.6 - 82.7 % 

3. 漁場価値の高低と堆積物

有用水族の婿集治維積物とかなりの関連があるものとすれば，漁場価値の高いところと漁場価

値のないところまたは低いところの犠積物には差異があるはずである。
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そこで，第6表の各調査点について.おもにヒラメを対象として，漁場価値の高いところと漁

場価値の低いところの 2群について.各調査項目の比較を行なった。

第6表の摘要欄にム印のついているのは漁場価値の高い場所であり .0印のついているのはこ
の反対である。中程度のととろおよびはっきりしないところは，比較を行なう 2群から除外した。

また. 2群の比較を行なうにあたって.例外的な要素を徐去する呂的で.各測定値について.

過大な標本および過小な標本をそれぞれ2個あて.言十4個除外した。

このようにして得られた 2群の平均値は第 2表のとおりである。

第 2表 漁場価値の高い場所と低い場所の各平均値の比較

水深
粒径 h分 別|粒径 粒径 含貝殻有等率 摘 要
中央値係 数 211!m以上 Oj 25棚以下

百l q島 '1> % 標本数
漁場価値の高い1湯所 84.4 0.28口 O.る87 9.93 7.83 21.24 

1 6 
11 

漁場価値の低い場所 82.6 1.243 0.663 3.29 1 2.33 20.54 
27 

差 1.8 -0.963 0.024 6.64 -34.5日 0.7日

第2表によれば.水深・分別係数および貝殻等含有率については.平均値聞の差は僅少であり，

第6表に示す各標本値の変動からみて.計算するまでもなく.有意な差とは思われない。

粒径中央値・粒径2棚以上，の含有率および粒径O.2 5棚以下の含有率については.平均値聞の

差がかなり大きく.有意性があるらしい。

そこで.おのおのについて有意性を検討してみると.それぞれ第五.第4.第5表のとおりと

なり.いずれも O.1労の有意水準で有意である。

第 5表 漁場価値の高い場所と低い場所の粒径中央値の比較

場所数 自 由 度 平 均

高い場所 1 6 1 5 0.280 

低い場所 27 26 1. 248 

秀日 4 1 差 0.968 

こみにした分散=11.3620/41 =0.2771 

標準誤差=、10.2 7 7 1 (1 6 + 2 7 ) /1 6 x 2 7 = O. 1 6 6 

'c = 0.9 6 8/0.1 66 = 5.8 3 

d. f 41 Pく 0.001

-210ー
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第 4表 漁場箇値の高い境庁と低い場所の粒径2111m以上の含有率の比較

場所数 自 由度 平 均 値 平 方 キ日

両い場所 1 6 1 5 9.93 581.22 

低い場所 27 26 3.29 7 44.86 

;f日 41 差 6.64 手口 1，326.08 

こみにした分散=1，326.日8/41= 32.34 

標数誤差=../32.34 ( 1 6 +2 7 ) /16 x 2 7 = 1.7 95 

τ=  6.64/1.795 = 3.7日

d. f 41 F<O.O 0 1 

第 5 表 漁場価値の高い場所と低い場所の校径日.2.5既叫l下の含有率の比較

場所数 自 出 度 含有率心平均値 平 方 手口

高い場所 1 O 1 5 7.83 226.85 

低い場所 27 26 42.33 9.528.37 

;f日 41 差 ろ4.50 :f日 9.755.22

こみにした分散=9.7 55.2 2/41 = 2 37.93 

標準誤差=../237.93(16 +2-7)/16 X27 = 4.86 

1; = 34.5日/4.86= 7.-'日

d. f 41 P< 0.0 0 1 

検定に用いた τ値が.粒径0.25棚以下の細粒堆樹初の含有率において最も大きく，ついで.

粒径中央値.粒径2鵬らu:の粗粒堆積物の含有率となっていることからみて.細粒堆積掬の含有

率の大小が底魚(この場合は主としてヒラメ)の靖集と最も諸達深いものと思われる。

もともと.細粒堆積物の含有率と粒径中央値とは正の相関をもつものであり.粗粒堆積物の含

有率とは負の相関をもつものである。したがって.ヒラメ等の底魚の好漁場としての条件は.細

粒堆積物の含有が少なく.粒径中央値の小さいこと(粒径が太きいこと).粗粒樹責物が多く混

っていることなどがあげられる。

このような堆積物のところは底層流の流れが速いところである。

また.今回しらべた漁場価値の高いところはいすサもも.ヒラメ等の有用水族の餌料となる大型

および中型のイカナゴが群智するところで渇る。イカナコ・は砂へもぐる習性があるが，細粒堆積

物の物の含有の少ない粗砂のところがもぐるのに都合よいのも漁場価値を高める一つの原因かも
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自

糠

沖

回

野

沢

沖

一!暖
沖

しれない。

なお.ヒラメ等の好漁場における粒径 0.251111/1以下の細位堆積物の含有率の限界は.一部の例

外を除けば. Iま~ 1日数%以内であろう。

第 6表一 1 堆積物分析結果

粒径 分別 粒径 粒径|貝殻等
調査点位置 水深 2 1ft1/! 025 JlIf 摘‘ 要

中央値 係数 以上 以下 含有率

物見続灯台
1より約700 約 1，200m 5 0 1. 9 2 0.37 日日 78.9 9.4 。
2 /1 約 1，600 る日 1.82 0.39 日.日 72.2 9.3 。
5 /1 約 2.10日 7 0 1.52 0.52 0.0 50.3 9.3 。
4 " 約 2.')0日 80 1.35 0.5 1 O.口 4 1. 3 8.5 。
5 " 約 2品日日 ?日 1.37 0.53 0.0 42.8 9.3 。
6 " 約 2.900 1日日 1.7 0 0.48 0.0 60.5 1 0.0 。
7 m 約 3.1目。 1 1 0 t.75 0.4 8 0.3 65.6 13.4 。
8 11 約 32日日 1 20 1.80 0.4 5 O.G 69.1 1 3.5 。
小田野沢。管
より約dι8'n o.il0 1，9 日Om 40- 0.25 O.宇7 7.6 1 3.7- 0.6 。
1fl " 2600 5G 1.45 0.62 0.2 50.0 4.2 。
11 " 3AO口 60 -0.65 0.67 1 5.8 5.8 3.7 ヒラメ漁場ム

12 " 4.2日日 7 0 一日.25 0;66 4.[1 1 4.6 11.9 " 
13 " 45円。 74 1.4 5 0.64 O.日 46.2 5.6 。
14 " 4.9日日 8日 1.7 7 0.55 0.4 63.4 1 5.6 。
15 " 53Q日 86 2.05 位5ア 1.8 75.4一 67.8 。
16 11 9日 1.宇号 0.52 t1 72.8 48.1 。
11 " 6200 7円。 1.80 1.1 0 1.8 るO.白 7-8.1 。
t8 11 品凸00 1 3日 1.8σ 0.89 7.7 5宇.5 B之? 。
19 H 約 90・約 6200m 100- 0.4< 7 t日苧 5.7 28.1 26.D 。
20 " 6A目。 1.30 -0.20 1.25 2 t.9 1 9.5 26.4 。
21 -三よ厩り約港北五TAZ 口。キヲ 5700m 73 -0.8-0 1.95 44.7 20.6 1乙4 。
22 11 

32。 5;400 74 1.18 1.日5 0.7 37.3 7.5 。
注 ム:漁場制直の長いところ 0:漁場価値の低いところ
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夏泊半島西側水域及び小湊湾の水質調査

担当者 技師 長 峰 良 典

目的

県においては.陸奥湾を対象とした貝類種苗センターの設置が計画され，夏治周辺が建設適地と

しての条件を具備していることから更に水質調査を実施し.建設地決定のための参考資料とする。

調査方法

第 1図及び第2図の調査点による一般水質分析の他.春の融雪水の張出し状況を見るため茂浦地

先(講習F点 1)浅庁地先(調査点14 )において組合協力のもとに 41年五月 2日より 4月5日ま

で毎日採水し水温.塩素量を測定した。

結呆及び考察

塩素量について

西側水域では底漕は 18.49-18.51偽で大差がない.しかし表面では 18.18-18.63

偽で調査点により相当の差が見られる，特に調査点3 • 4では底層の高輔な水が海岸に当って浮

きょった様な状態を示している。西側オ械には特に大きな注λ河川はないがそれでも融雲水の影

響らしいものが 3月2289.3 4偽と現われている。ノj、湊湾の溢素量は汐立;11の影響により一般
に低舘で満潮時に傾帯した河水が守朝時に拡散するためこの湾の塩素量の変化は激しいものと考

えられる。融雪水の影響は 5月2日. 4日に強〈現われまた29日巳もそれらしいものが見られ

る。

2. PR.Dσ にて潟、て

3. 

両地先とも普通の状態である。

B.O.D. C.O.Dにつし、て

西側水域の底層加こや h高いところが見られ.また小湊湾では一般に高くなっている。これは

風によって浮激物カ吹き寄せられるためで. 2呼/f前後では生物に支障あるとはいえないが通

常の海水と比較すると数倍になっており一応注目すべき数値である。

第 T図 夏治半島西側水域調査点 /¥ 
L鴻回 ¥ 

そごト茂浦 ) 
; 浅所ど小湊湾

T?リ浪打 ~¥  
.r土獲

/浅泉

-215-



、、、
F
 

F
 
9
 

~
 

{剣寵韓E理E図N州側

口F
ヒ
ケ
¥
ゾ

。

o、
9
 

o
 
'
"
 

ト、。
ν
ス
¥

」
L
/
-
J
¥
¥

ご!
~
 

山戸。

ャ:;
/
/
 

hFO 

一
2
1
る
←



質

調査点以深i苧水層 飽和度 C.O.Dj透明度 その他 1オく 温 PH 塩素量i溶存酸素

ι 5.口! 日 1 6.1 8.6 1 1 7.99 6.1 9 1日6.4 6月 16日採水

1 2 8.2 日 1 7.3 8.65 1 8.1 7 5.77 1日1.7 1.98 時

7 1 3.1 8.54 1 8.38 6.1 4 1 00.5 1.日2 PM 1 5.00--

1 4 5.2 。1 5.6 8.59 18.24 5.99 1 G 2.1 2.32 1 6.0 0 

1 6 5.0 。1 6.2 8.6日 1 8.24 5.96 1 03.0 1.84 

水の湾湊IJ、第 1表

その他

?月 28日採水

風 sw

曇

PM 14.00 角》
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調査点 水深i採水層 水温 P瓦 塩素量 溶存酸素i飽和度IC.O.D I ~iJ その他

。 7.7 8.3日 1 8.3 ! 5.77 84.7 2.94 1月7日採水

2 日 7.9 8.30 1 8.35 5.75 84.8 2.7 6 j武 NW  3-4 

:， 。 7.8 8.28 18.28 5.78 85.1 2.68 吹雪

4 日 7.4 8.32 1 7.1 5 5.95 84.5 2.7日 AM 11.00-

5 。 6.も 8.35 1 4.5日 5.77 78.日 2.52 
1 3.3日

6 。 8.1 8.32 1 8.4 6 5.74 85.2 2.86 
5 8.1 8.33 1 8.4 8 5.71 84.8 2.92 

7 日 8.1 8.32 18.48 5.7 6 85.5 2.7日

5 8.1 8.32 1 8.48 5.72 84.9 2.88 

8 日 8.1 8.32 1 8.45 5.75 85.4 2.76 

5 8.1 8.32 1 8.44 5.71 84.8 

9 。 7.8 8.33 1 8.4日 5.75 84.7 2.78 

5 7.8 8‘32 18.4日 5.7日 84.1 

1口 。 7.8 8.31 1 8.35 5.7円 85.2 3.02 

1 1 。 7.6 8..32 1 8.45 5.82 85.8 2.88 
1 2 。 8.2 8.30 1 8.31 5.76 85.4 2.7 4 

5 8.2 8.31 1 8.45 5.64 83.8 2.7 2 

1 3 。 8.2 8.3日 18.45 5.7 7 85.7 2.72 
5 8.2 8.31 18.45 5.7 1 85日 2.7 6 

1 4 日 8.2 8.31 1 8.45 5.73 85.1 2.80 

5 8.3 8.30 1 8.52 5.7日 84.9 2.94 

1 5 日 8.2 8.31 1 8.45 5.70 8 4.7 2.7 6 

5 8.3 8.33 1 8.43 5.7 8 86.1 2.70 

16 。 8.2 8.32 18.48 5.7 5 85.4 2.82 
17 。 8.2 8.31 1 8.4 5 5.71 84.9 2.86 

5 8.3 8.32 18.52 5.7 7 86.日 2.88 
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第 5表 小湊湾の水温と塩素量(調査点 14 ) 

月 日 水 温 塩素量 月 日 水 混 塩素量 月 日 水 1忌 塩素量

3. 2 7.7 < 5 3. 13 7.日 18.50 3. 24 5.9 1 8.43 

玄、 8.0 8.1 6 14 6.8 25 5.3 1 8.34 

4 7.3 く 5 1 5 6.2 1 7.94 26 1 8.32 

5 7.5 1 8.4日 1 6 5.0 17.86 27 6.8 1 7.87 

6 6.3 1 8.1 1 17 6.日 18.5日 28 6.7 1 8.29 

7 6.0 18.16 1 8 6.日 1 8.48 29 5.2 1 0.3 0 

B 6.0 1 8.34 1 9 竺ム 15.84 30 5.日 18.29 

9 20 5.6 18.39 3 1 6.日 18.4日

1 0 21 、宍，.~之 1 8.47 4. ι‘1 1 7.44 18.42 

1 1 22 6.7 16.54 2 6.5 18.27 
一一一一一ートー一一一一一一一

12 6.8 15.69 25! 6.2 1 8.39 6.7 i 1 8.31 
一」一品

第 4表
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坪川水質調査(37 - 40年度)

担当者技師 長峰良典

I 目的

日本鉱業上北鈎幻より排出される鉱山排水が坪川kD水質を著しく汚染し，四季を通じて全くの無

生物河川と化してしまっている現状である。その原因は排水中に含まれている鉄イオン及び銅イオ

ンによるものと考えられるので.それによる汚濁状況を調査し，併せて排水処理の向上を促進する

ために実施した。

E 調査方法

分析に使用する試水は上北君在天間林村天閉鎖橋において採水した.採水は週一回を原員Ijとし.小

川原湖漁業協同組合の職員が担当し売，採水?乏の試7]くの処理，分析万法は次の要領にしたがった。

1. 採オ倣直ちに誼:~ (絞ら)しーポリヱチ νン?船こ入れて郵送。

2. P Hの測定はガラス電極?立言r(売手G :)~さ)炉支用。
五 PH測定後の試万ては 25 0 mt当1)2 fl!1?心掛布[~1を加え保存中に生じた沈澱を溶解する。

4. Fe の定量は洛酸ヒ~，- ;:J万長ツ Jレアミユノブ災Jrj，オJレトワヱナンスロリン庄で比色.結果は

EBJ+とFt+の合言十億「ある。

5. CuはD.D.C ← Naで発色させ四日記炭素き拍L'-'，.比fE40比色言十は東京光竜 7A型を使用。

直結果及び考察

汚濁の状況は第 1r;'J及つ定 i表:ご示ーとおりどふ数卒採i!f雪される状事力発主いている。季節的変
動が激しいのは手l俸と同様でるるが，

1. PHについて

ヒヨ
ヨ

，" ~'i 手セ号~イちしている。

銀接による PHの低下は魚類i二対してち害でそその限度は己記後となっている。汗j11の場合6

以上まで回復したのは昭和 38年5-7月の短期間に過ぎずそれ以降PHのd丘下ば年々甚だしく

なっている。

2. Cuについて

C11の毒性は非常に強く普通の淡水では30w/eが限度とされている。坪J!げは昭和 38年

7月の平均が30'φ宮あったがそれ以降は季節の如何を問わず限度以下になった三とはない。夏

期豊7蛾~Iこ低く.冬期渇水期に高くなっている状態は P H. F骨と同様ω傾向を示している。

3. F自について

含71:f量は 1る 8日--0.18 1Il'l/ fと非常に巾o!f;.い才一重きをぞ仁ている。 Y白の魚老長に対する限

界濃度は 1i呼/(といわれてし、三 l)~坪 J!iのi場合それ以下になシー〉コは昭和 3 8'"l.二 7月のみであっ

た。

以上は坪)11のplj 雪 E白弓 t v ì1ーについ vて宅金!況をえたのてる~) ，今、七のう成分の問には経接な関係が

あることは図によってもうかがわれるとごろであるoePちl-Hの主;まによって水中の Cu • F eの

存在量が左右される状態で.したがって安打!比オ裂は PH 必ず~ ~~:'1 (市和)のみでも戎る程度の向上

が践待出来るものと考えられるから今少し排水湾な完全戸シ..勺オくの白浄1乍用を助長することが
できれば坪J11の回復も困難なイ犠ではなし、もむと考える。

-2 21 -
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第 1表 水質分析表 37年 4月-4臼年9月

採水月 日 FH  Fe碍Vf 白 1I-y/f採水月 a FH  Fe 1lrj/f cu up-/e 
37. 4. 7 4.日6 3.68 2日日 37. 1~. 1 7 5.08 1.42 28日

15 4.目。 2.04 1 70 24 5.日4 1.55 5目。

29 4.29 8.4目 t30 30 4.29 5.24 280-

5. a 4.5 n 3.72 100 12. 自 4.67 5.56 280 

1S 4.66 7.08 1日目 14 4.66 2.32 290 

22 t.42 4.72. 100 28 4.58 5.44 340 

ー 1.36 120 38. 1. 8 4.78 3_84 31白

ι. 8 一 0.88 4日 t 4 4.57 t 3.30 260 

t 5 8.1 8 4[j 23 4.59 6.88 38町

24 ー 8.82 5日 31 4.6宇 2.77 370 

2-9 一 0.66 5目 2. 7 4.66 2.58 360 

7. 7 一 0.4 4 20 1 4 4.4 9 8.60 37n 

14 ー 0.76 20 21 ヰ:58 7.32 380 

23 一 0.4 4 20 28 4.54 7.52 370 

5日 一 0.3 Z 3日 3. 7 4.32 1 1.44 330 

8. 8 0.34 20 1 5 4.65 守.32 26口

1 5 ー 0.5 Q 1日 23 4.1 6 1 1.4日 42日

22 一 0.80 20 31 4.57 7.56 24日

30 4.53 乙74 19日 4. 8 4.74 5.1 2 2日日

9. ? 5.35 1.49 1 1日 1 6 4.56 8.80 24口

17 6.28 1.0目 ?日 24 4.81 2.26 1 9日

24 6.52 1.31 90 29 4.91 8.52 2日日

30 4.7 2 0.52 280 5. 1 2 5.91 5.1 2 1 30 

1 O. 8 4.90 1.78 20日 19 5.03 2.4 8 1 8口

16 5.40 0.44 21 0 25 4.99 1 0.5日 5Q 

31 4.6宇 2.88 31 0 31 6.1 9 1.05 4日

1 1. 7 4.4 9 3.54 330 6. 1日 6.7 5 6.76 4日
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採水月 臼 PH Fem'l/e CUV9"/e 採水月 日 PH 
十i一h一7n'l/e 。J.U?'/ε 

39. 8. 21 5.99 3.8日 6日 4 O. 5. 1 3 3.39 1 O.日日 1 0日

31 6.05 6.日日 5 n 24 3.29 8.50 1 1日

9. 7 5.02 3.1 2 1 1日 31 4.05 1 2.0日 1 2日

1 5、 4.8D 6.74 21 0 6. ? 3.87 7.50 ?日

23 4.62 4.7 6 1 1日 1 5 4，38 1. 1 0 7 0 
e戸・ ....1.. 

28 4.7 0 2.82 1事口 21 4.57 0.7 5 ?日

1 O. 4.25 4.4 1 220 7. 16 4.25 1. 7 5 1 7日

1 4 ...22 4.81 1 9口 20 4.92 0.7 5 20 

2 1 4.54 5.7 4 23日 27 i 6.1 8 1.60 4口

28 4.日日 8.44 240 8. 6 i 4.89 3.2日 7日

1 1. 7 3.7日 9.96 24日 1 4 5.1 8 0.70 4日

14 4.日? 6.82 1 5 0 9. 1 0 4.31 1.日5 22日

2 1 3.75 1 5.7日 230 

1 2. 8 3.84 9.36 230 

4日. る 3.76 8.61 31 0 

2日 3.87 23口

27 3.94 4.日? 300 

2. 8 3.2る 9.60 420 

1 9 3.22 1 3.0日 54士

28 2.9日 1 3.6日 52口

3. 7 3.日2 8.目。 428 

1 5 3.55 1 0.2日 品目日

26 3.52 1 1.8日 51日

4. 1 7 3.22 9.0日 27日

22 3.1 8 7.4日 24日 ‘U 

28 3.25 10.60 180 

5. 7 4.17 4.6日 ?日
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第 2表 水質分析表(各月平均値)

年 月 PH  Fe 曹司ve Cu ザ/e 年月 PH  1 F' e rn<f/e Cu tタ/e
37 4 4.1 2 4.7 1 1 7 0 39 7 5.57 1.72 1 1日

5 4.52 4.22 1 1日 8 5.05 4.39 1 1 0 

6 一 4.63 40 ? 4.78 4.36 14Q 

7 0.4 9 2Q_ 1 0 4.25 5.85 220 

事 4.55 1.0 '1 6日 11 3.85 10.82 t50 

9 5.7 :2 t.08 1 40 1 2 3.84 9.3 6 23日

1 0 4.99 1.70 240 3.85 ス5t 280 

11 4.72 之官 4 300 3.12 12.07 49fl 

1 2 4.63 l 4.44 300 3.36 1 O.日日 510 

38 1 4.66 6.69 330 3.21 9.00 Z40 

2 4.56 6.50 370 3.72 &T8 10G 

.3 4.4 :2 9.93 310 4.65 3.11 80 

4 4.75 6.18 :2 1 u 5.1 :2 1.37 60 

5 5.53 4.7 9 1 00 1. 95 60 

品 6.85 4.68 70 

7 6.62 0.75 40 

8 5.54 1.94 80 

9 4.98 之日1 22日

1 0 4.15 5.49 340 

1 1 4.4 6 4.68 玉2日

1 2 4.目玉 5.82 34日

39 3.73 1 2.72 360 

4.04 8.04 380 
ι 

4.fl :2 4.66 ヨ80

4 4.26 4.1 1 1 50 

5 4.1 2 5.28 120 

6 5.03 乙18 1 20 
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養漁用水々質調査(37 ---40年度)

担当者 反峰良典

I 目的

養魚場及び帯化場を新設する場合，水質と水量が適当であるかどうかは最も重要な条件である。

近年内水面漁業の発展にともなって7JC買に対する関心も深まり，養魚の施設を作る自Tjに水質調査を

依頼する場合が多いので，水質の分析を行ない，養魚用水としての適否を，検討した。

E 調査方法

現地調査を原則とし，一般水筒周査法に準じて行なった。調査項目は養魚用水としての水質判定

に必要なものに限り，個々の杉祝に応じて O.O. D ， F e， 0 11なども追加した。

直結果

1. 調査月日

位置

水質

水 量

用魚用水として
の適否

2. 調査月日

位置

水質

養魚用水として
の適 1否

昭和 37年 4月5日

板初回丁(板柳養魚場)自噴井

PH 8. 7 3 

7}::: 温 2 5. 9 "0 

電導度 49X102，偽d
溶存酸素 ナ -ン

硫化水素 O.54m't/e 

NH4，-N 0.2 57nr#/e 

OI 1 6m守/e
F白 ナ シ

蒸発残澄 口.19 3 fi/ e 
2.33 e/se巴
不 適

昭和38年?月 29日

弘前市務中{井戸・ポンプ揚水)

P H 6.9日

水温 14. 0 "0 

溶存酸素 8.4 9吻，/e ( 8 2.0必飽和)
慌化物 0.0 1 m't/e 
鉄 29.2 1kS'"/e 
O. O. D 0.8 n穆ve
候度 65.4 m't/e 
蒸発残分 O. 1 7 8 m't/ e 
適
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3. 調査月日

位置

水

水

量

質

用水としての
適 否

4. 調査月日

位置

水質

用水としての
適 否

日

置

質

月査調
位

水

R
V
 

用水としての
適 否

昭和39年 5月12日

岩木町枯木平部落より北東 20 0 mの山中

標高約 45 0 m (沢水)

0.2個

PH  

水温

電導度

溶存酸素

慌化物

鉄

硬度

塩化物

適

6.5 

11.0'0 

2.35X104もf

1 O. 1 9 'f/llj/ e ( 9 2場飽和)
ナシ

0.0 1m't/e 
6.8沼恵/e
4.5 

昭和3 9年 7月98 

野辺地町下級樹子・4コ沢{ポーリング， ポンプ湯水)

P H 7.2 8 

水温

電導度

溶存酸素

衡化物1

硬度

方=

1 0.2'0 

1.1X10'ヰd
2. 7 01.砂ve( 2 4労飽和)
0.4 3 mrl/ e 
2 i. 0 n想ve
適

昭和39年 7月?日

野辺地町馬門(ポーリング自噴井)

PH  

水温

電導度

浴:浮酸素

慌 fじ物

便受

不

6.9 8 

2 7.目。C

3 30 0 Q~ 
O. 1 6 m't/ e ( 2 %飽和)
O. 7 7 mfi/ e 
8. 0勾'/e

適
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6. 調査月 日 昭和 40年 5月31日

位 置 蟹田町高石股沢(蟹田川表流水)

水 質 PH 8.48 

水 温 1 3. 6 'c 

電導度 1.5 x 1 04， Qd 

俊 度 1 8. 6町民/e
溶存酸素 1 O. 8 1 mr;/ e ( 1 0 3. 3 %飽和)
C.O.D O. 7 8 ln'J/e 
硫化物 ナ シ

アンモニア ナ 、ン

水 量 1.5個

用水としての
適

適 左ι手

7. 調査月 日 昭和40年 8月1日臼

位 置 岩木町常盤野黒森(用水堰)

水 質 PH 6.9 6 

水 混 1 7. 6 '0 

電導度 7500.Qd 

使 度 1 1. 6 mr;/ e 
溶存酸素 9. 4 3 ln'J/ e ( 9 8 %飽和)
C. O. D O. 6 9勾ve
硫化物 ナ シ

アンモニア ナ 、ン

水 量

用水としての
適

適 否

8. 調査月 日 昭和 40年 8月10臼

位 置 岩木町常盤野黒森(沢水)

水 質 PH 7.日4

ろに 温 1 4.4 'c 

電導度 2.口x1 04， Qd 

硬 度 9. 4 ~寄ve

溶存酸素 1 O. 6 3 Jn'J/ e ( 1 U 1. 5 %餅日)
C. O. D 1.98/f1'J/e 
保化物 ナ シ

アン毛エア ナ シ

水 量

用水としての 遥
適 否
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9. 調査期間

位置

水 質

用水としての
適 否

昭和 40年 11月 13日

弘前市大)11 (岩ji懐流水ポンプ揚水)

PH 

水温

電導 l支

硬度

溶存竣素

C.O.D 

7. 4 2 

5. 2 "c 

1.0Xl04QcrR 
1 4.0 ;nt!/e 

1 2. 4 2 mcy e ( 9 7. 5係飽和)
2.05mrve 

硫化物ナ シ

アンモニア ナ シ

鉄 O.3 1勾ve
適
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